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           午前10時00分 開会 

 

 ◎開会・開議 

○議長（若狭明彦君） ただいまの出席議員

は20名です。議員定数の半数に達しておりま

す。 

 ただいまから平成18年第９回中能登町議会

定例会を開会いたします。 

 地方自治法第121条の規定による本会議に

出席する者を別紙の説明員職氏名一覧表とし

てお手元に配付しましたので、ご了承願いま

す。 

 なお、小山助役、小林保健環境課長は会検

のため遅参、欠席いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 

 ◎会議録署名議員の指名 

○議長（若狭明彦君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

118条の規定により、15番 西村秀博君、16

番 坂井幸雄君を指名いたします。 

 

 ◎会期の決定 

○議長（若狭明彦君） 日程第２ 会期の決

定を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から12月15日まで

の10日間としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、会期は本日から12月15日までの

10日間とすることに決定いたしました。 

 

 ◎議案の一括上程 

○議長（若狭明彦君） 日程第３ 議案の一

括上程 

 議案第73号 中能登町不妊治療費の助成に

関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第74号 平成18年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第75号 平成18年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算 

 議案第76号 平成18年度中能登町下水道事

業特別会計補正予算 

 議案第77号 平成18年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算 

 議案第78号 平成18年度中能登町水道事業

会計補正予算 

 議案第79号 七尾鹿島広域圏事務組合規約

の変更について 

 議案第80号 石川県後期高齢者医療広域連

合の設立について 

 議案第81号 中能登町総合計画基本構想に

ついて 

 請願第４号 道路整備促進に関する請願書 

 請願第５号 トンネルじん肺根絶を国に対

して求める請願書 

 以上、議案９件、請願２件を一括議題とい

たします。 

 町長から議案についての提案理由の説明を

求めます。 

 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） おはようございま

す。 

 提案理由の説明をさせていただきます。 

 本日ここに、平成18年第９回中能登町議会

定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には公私ともに何かとご多用の中ご出席をい

ただきまして、まことにありがとうございま

す。 

 本定例会に提案いたしました議案の審議を

お願いするに当たり、所信の一端を申し上げ

たいと思います。 

 中能登町も年が明ければいよいよ新町が発

足してから３年目を迎えることとなり、町行

政も着実に軌道に乗りつつあるのではないか

と思っております。ことしは、新町で初めて
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の総合防災訓練の実施や主要事業であるケー

ブルテレビ事業の着手、そして本年２回目の

町イベントである「織姫 夏ものがたり」を

開催させていただきました。いずれの事業に

おきましても、町民の皆様方や議員各位の多

大なるご協力をいただき、深く感謝を申し上

げます。 

 さて、これから私どもは平成19年度予算編

成に当たるわけでありますが、先般、政府の

閣議決定を受けた国の平成19年度予算編成の

基本方針によりますと、改革の加速と深化に

より歳出改革の強化と社会保障費や公共投資

の見直し、地方の自己規律による財政健全化

が求められており、平成19年度も今年度に増

して国からの交付税等が大幅に削減されるこ

とが見込まれます。 

 その一方で、地方分権改革の推進と地域経

済の活性化を推進し、魅力ある地方に生まれ

変わるよう自由に独自の施策を展開するやる

気のある地方に対しての施策や、再チャレン

ジを支援するための施策が推進されようとし

ており、今後ますます地方自治体の創造と成

長が求められています。 

 そのため、中能登町の将来をしっかりと見

据えた計画が必要なことから、このほど中能

登町総合計画を策定させていただきました。

この計画は、中能登町総合計画審議会の皆様

方に調査、審議をお願いし、先般、答申をい

ただいたものであります。 

 まず、計画の期間として平成18年度から平

成27年度の10年間とし、「ふるさと ふれあ

い 心を育む 中能登町」を基本理念とし

て、「にぎわいと活力あるまちづくり」「健

康でいきいきと暮らせるまちづくり」「地域

の風土を活かしたまちづくり」「強い絆を育

むまちづくり」「学びを支えるまちづくり」

の５つの将来像によりまちづくりを推進して

いくことを掲げました。 

 今後とも町民の皆様方が安心して健やかで

生きがいを感じ、楽しく暮らせる地域環境づ

くりと、夢と希望を持って安心して働ける就

業の場づくりを推進していくこととしており

ます。 

 今後は、この将来像に向けて予算編成並び

に事業の執行を進めてまいりたいと考えてお

りますので、議員の皆様方のご理解とご協力

をお願い申し上げます。 

 それでは、今回提案いたしました議案につ

きまして、順次その概要をご説明申し上げま

す。 

 まず、議案第73号 中能登町不妊治療費の

助成に関する条例の一部を改正する条例につ

いてであります。この条例は、助成対象者の

住所に関する要件の見直しにより所要の改正

を行うものです。 

 次に、議案第74号 平成18年度中能登町一

般会計補正予算につきましては、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ１億1,549万

2,000円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞ

れ123億4,088万3,000円とするものでありま

す。また、第２表地方債補正につきまして

は、事業費の増額による必要限度額を計上い

たしました。 

 次に、議案第75号 平成18年度中能登町国

民健康保険特別会計補正予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２億1,362万1,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ17億8,544万6,000円とする

ものであります。 

 次に、議案第76号 平成18年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算につきましては、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ156

万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ14億4,187万9,000円とするものでありま

す。 

 次に、議案第77号 平成18年度中能登町ケ

ーブルテレビ事業特別会計補正予算につきま

しては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ64万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ17億8,584万円とするものでありま
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す。 

 次に、議案第78号 平成18年度中能登町水

道事業会計補正予算につきましては、収益的

収入及び支出でそれぞれ637万2,000円を追加

し、収入支出それぞれ３億9,334万7,000円、

また、資本的支出では４万円追加し、４億

5,383万8,000円とし、企業債限度額の組み替

えを行うものであります。 

 次に、議案第79号 七尾鹿島広域圏事務組

合規約の変更についてであります。この規約

の変更は、障害者自立支援法の施行及び地方

自治法の改正に伴う所要の改正を行うもので

あります。また、下水道汚泥の処理に関する

事務を七尾市に移管する改正もあわせて行っ

ております。 

 次に、議案第80号 石川県後期高齢者医療

広域連合の設立についてであります。この広

域連合は、国の医療制度改革により、独立し

た高齢者医療制度として、平成20年４月より

75歳以上の方を対象として現行の老人保健制

度にかえて新たな医療制度としての制度が創

設されるものであり、都道府県の区域ごとに

すべての市町村が加入する広域連合を設立す

るものであります。 

 最後に、議案第81号 中能登町総合計画基

本構想についてであります。冒頭に説明申し

上げましたが、現在、合併時に作成した中能

登町まちづくり計画を踏まえまして、中能登

町総合計画基本構想を策定したものでありま

す。 

 以上、本日提出いたしました議案各件につ

き、その大要をご説明申し上げましたが、議

員各位におかれましては慎重なるご審議をい

ただき、適切なるご承認とご裁可を賜ります

ようお願いいたしまして、提案理由の説明を

終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（若狭明彦君） 町長の提案理由の説

明が終わりました。 

 

 ◎散   会 

○議長（若狭明彦君） 以上で本日の日程は

終了いたしました。 

 あす７日午前10時から本会議を開きます。 

 この後、議員協議会を開きますので、議員

控室にお集まりください。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午前10時15分 散会 
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           午前10時00分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（若狭明彦君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は20名です。 

 議員定数の半数に達しておりますので、本

日の会議を開きます。 

 

 ◎議 案 質 疑 

○議長（若狭明彦君） 日程第１ 議案質疑 

 あらかじめ申し上げておきますが、所属す

る委員会の所管する議案については、議員申

し合わせ事項を守っていただくようお願いい

たします。 

 これより、議案第73号 中能登町不妊治療

費の助成に関する条例の一部を改正する条例

について質疑を行います。 

 質疑の方はございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑ないものと認め

ます。 

 以上で不妊治療費の助成に関する条例の一

部を改正する条例についての質疑を終結いた

します。 

 次に、議案第74号 平成18年度中能登町一

般会計補正予算、歳入歳出全般について質疑

を行います。 

 質疑の方はございませんか。 

 10番 武田純一君 

  〔10番（武田純一君）登壇〕 

○10番（武田純一君） ページ数15ページに

なります。この中で、保健事業費の方、がん

検診の増加分701万6,000円。これの内訳をご

報告をお願いしたいと思います。 

 もう一つ、がん検診精密検査費補助金、説

明では１人3,000円の補助だということだっ

たと思います。45万円となりますと150人の

方が該当するのではなかろうかと思います。

これの内訳をご報告お願いいたします。 

 と申し上げますのも、私が鹿島のときに、

この検診のことに関しまして項目をふやして

おります。それがありますので、その結果を

知りたいということなので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（若狭明彦君） 小林保健環境課長 

  〔保健環境課長（小林玉樹君）登壇〕 

○保健環境課長（小林玉樹君） 武田議員の

ご質疑にお答えいたします。 

 がん検診の増額した内訳でございます。ま

ず胃がん検診でございますが、当初1,350人

を見込んでおりましたが、それが1,958人と

いうことで600人余りふえております。これ

は単価は4,095円ということでございます

が。 

 それから子宮がん検診、集団の方で570人

が838人でありました。それから、個別に行

いました、それが60人見込んでおりましたが

80人でございます。これは単価、集団の方で

すと3,465円、個別は6,780円となっておりま

す。 

 それから乳がん検診、マンモグラフィの併

用というのが660人が890人、230人ほどふえ

ております。それから視触診、これは見てあ

るいはさわって調べるわけですけれども、こ

れが90人見込んでいたのが239人でございま

す。 

 それから大腸がんにつきましては1,150人

が1,868人。 

 それから肺がん検診、こちらが3,500人見

込んでおりましたのが3,965人。 

 前立腺がん、こちらが300人見込んでおり

ましたが506人。 

 検診につきましては以上でございます。 

 それで、いろんなデータを処理する処理料

としまして3,820人見込んでおりましたが、

それが5,780人とふえております。 

 また、休日検診を行いました。これについ

ても別に余分に１日２万1,000円かかるわけ

ですけれども、これが19回見込んでおりまし
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たが27回行っておりますので、そちらにつき

ましてもふえております。 

 それから、次のご質問のがん検診の精密検

査費の助成ということでございます。 

 確かに単価は3,000円でございまして、こ

れが当初の見込みが200人見ていたのでござ

います。それが350人にふえる見込みであり

ます。以上、45万円の増額をお願いするもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 武田純一君 

○10番（武田純一君） 今、報告があったん

ですけれども、少しびっくりしましたのは胃

がんの方ですね。これは年々減少していると

いう中で600人も予定より多かったと。それ

から、最近ふえたのは、がんの中でも大腸が

んだというふうに私は理解をしております。

これも大幅にふえている。その辺、何かおわ

かりになりましたらご報告をお願いしたい。 

 それと、がん検診の精密検査ですね。これ

が350人になるというんですけれども、その

350人の内訳の方、おわかりになりましたら

ご報告をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 小林保健環境課長 

○保健環境課長（小林玉樹君） 武田議員の

ご質問で、胃がん検診と大腸がんですか。確

かに600人以上ふえております。これは、う

ちの町は個人ごとに負担金というものを一切

取っておりませんので、すべて無料で行って

おります。そういったものから、健康意識と

いうか、そういったものに対する考え方が非

常に向上してきたのではないかと判断してい

るわけでございます。特段の理由はございま

せん。皆さんの意識が変わったものだと思っ

ております。 

 それから、がんの精密検査の方ですけれど

も、これは各部位ごとのことをおっしゃって

いらっしゃると思うんですが、これについて

は現在、資料をちょっと持っておりませんの

で、後ほどまたお届けしたいと思います。お

願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） ほかに質疑はありま

せんか。 

 20番 杉本平治君 

  〔20番（杉本平治君）登壇〕 

○20番（杉本平治君） それでは、提出議案

に対しまして質疑を行いたいと思います。 

 何点かにわたってお願いをいたします。 

 まず初めに17ページ。第６款の農林水産費

で第２項の林業費でございます。19節の２細

目で中能登森林組合補助金88万円、林道倒木

処理補助金76万9,000円となっているわけで

ございます。具体的には、全協の席上で９集

落と、それから希望者が15人おられたという

報告でありますが、私もこの林道の倒木処理

補助金のときに発言をしておりまして、今、

森林の保持対策というのは本当に緊急の課題

ではなかろうかと考えております。 

 石川県におきましても、１人500円という

森林の環境整備費というか、そういうものを

設けたいという意向が出されております。 

 お聞きしたいのは、中能登町で現在、森林

全体の中で間伐も含めて定期的にきちんと保

守されている森林というのは、中能登町の森

林全体の中で何％ほどになると考えておられ

るのか。これらについて把握されておられる

かどうか、これらについてひとつ報告を求め

たいと思います。 

 それから、戻りまして16ページに同じく農

林水産業費で８目の国土調査費、この中に13

節で委託料でございますが、地籍測量業務△

43万3,000円出ているわけでございます。総

体的に今、地籍調査というのはどこら辺まで

進んでいるのか。なぜにこの地籍調査費が43

万円と、下の方に電算取込料の６万6,000円

とが減額になっているわけでございますが、

これらは地籍調査の業務自体が現状の中で、

私としたら、やはり住民の方もお願いしてい
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るわけでございます。早く地籍調査を進めて

くれという、そういう要望が強いわけでござ

いますから、そういう中でどうしてこれがマ

イナスになってあらわれてきたのか、現状を

ひとつ報告を願いたいと思います。 

 それから、18ページの第８款の土木費でご

ざいます。４目の除雪費の19節の２細目で屋

根雪落下防止装置設置事業費として100万円

打ってあるわけでございます。これの内容と

いうのは、うちの旧の鹿西の中ではありませ

んでしたので、これらについての該当する箇

所というのはどういうところを想定しておら

れるのか、この点について説明をいただきた

いと思います。 

 以上、３点にわたりましてよろしくお願い

をいたします。 

○議長（若狭明彦君） 表農林課長 

  〔農林課長（表 辰祐君）登壇〕 

○農林課長（表 辰祐君） ご質問にお答え

をいたします。 

 当町におきます森林の整備率でございます

が、申しわけございませんが何％という、そ

ういったような率までは把握をしておりませ

んので、また調べてからご報告する機会をい

ただきたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 藤井参事兼監理課長 

  〔参事兼監理課長（藤井博昭君）登壇〕 

○参事兼監理課長（藤井博昭君） 国土調査

費の質問でございます。 

 委託料の減額でありますが、今年度の予定

していた箇所についての入札残を計上させて

いただきました。 

 それとまた地籍調査の進捗の方でございま

すが、合併前の実績では、これは旧の鹿島

町、旧の鹿西町でやっておりますが約0.77キ

ロ平米が終わっております。また、17年度に

つきましては小金森、後山等で調査をいたし

ました。認証済みにつきましては、小金森の

方で610筆で0.11キロ平米、18年度につきま

しては高畠、福田、後山等で調査を進めてお

ります。 

 そういうことで、町の面積からいいますと

ごくわずかな面積でありますが、国の補助金

等を受けながら順次調査を進めていきたいと

思っていますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（若狭明彦君） 澤井土木建設課長 

  〔土木建設課長（澤井昭範君）登壇〕 

○土木建設課長（澤井昭範君） 杉本議員の

屋根雪落下防止の該当箇所はどういうところ

かというご質問でございますけれども、これ

につきましては、屋根雪が県道の歩道あるい

は町道に落ちた場合におけるところの除雪作

業を軽減するということで始めた助成制度で

ございます。 

 ですので当然、民地、自分の屋敷の中に落

ちる雪については該当いたしません。雪どめ

がわらを施工いたしまして、その補助金の２

分の１、限度10万円でございますけれども、

それを補助したいと。そういうような補助制

度でございます。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） ただいま説明があっ

たわけでございますが、私はこの森林の問題

につきまして、この中能登町に総体的に取り

組みを前向きに進めていく気があるのかどう

か。県が500円という一つの金額を出して基

金をつくる。それが各自治体にどのように配

分されるのかわかりませんが、町として現在

の中能登町の森林というものはどのようにな

されているかということ。 

 特に旧の鹿西の方は治山的に山林が急でご

ざいますから、一たん大雨になりますと、や

はり人家に危険が伴うという場所が何カ所か

あるわけでございます。そういう意味におき

ましても、町としてこの森林の保持について

具体的にどう取り組んでいくか、これはこれ

からの一つのまちづくりの中にも大変重要な

ことでなかろうかと思うんです。 
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 県の方が今、積極的にそういう面で動きつ

つありますから、町としてもそれらにつきま

してもやはりタイアップして行っていく。そ

ういうことが私は大切ではなかろうかと思う

んです。 

 先般も決算委員会の現地調査で石動山へ行

ってまいりました。道中、車に乗って通るん

ですけれども、やはり放置されたそういう山

林、特に間伐ができていない山林が多くある

んです。そういう中で、これからそういう山

林を町としてどのように取り組んでいくの

か、大きな課題でなかろうかと思うんです。 

 山林は個人所有と町所有と県所有とあるわ

けでございますが、そういう面も大変複雑で

ございますが、森林の保持がなされなくては

やはりこれからの災害の中でも大きな課題を

残すと思うので、そこら辺についてこれから

の道筋というか、町としての一つの事業内容

を審議していただきたいなと、そう思いま

す。 

 次に、屋根雪の落下防止100万円でござい

ますが、町道に落ちる屋根の雪を防止すると

いうことになるわけでございます。それは当

然ですね。個人のところに落ちる雪なら個人

がなぶればそれでいいんですけれども、町道

に落ちる屋根の雪を防止するという、そうい

う一つの建前はそれでわかるんですけれど

も、具体的に今日までそういう設置事業で直

された、屋根の雪どめをすることで直され

た、そういう家というか、そういう方が昨年

度何カ所ぐらいあるのか。そこら辺もひとつ

教えていただきたいなと、そう思うんです。 

 それから地籍調査の件でございますが、こ

れは具体的に進行の中で、今、小金森、後山

ということを言われました。引き続き高畠地

区が入るということを言われましたが、補助

事業ということになされるわけでございます

が、国からの補助事業というシステムは、こ

の地籍調査についてはこれからも、いえば地

籍調査は10年かかるか20年かかるかわからん

としたら、ずっとこの補助金というのは獲得

される、そういうことになっているのかどう

か。そこら辺ひとつお聞きしたいのと、地籍

調査する、そういう中におきまして、やはり

地域の方々、集落の方々に立ち会いしてもら

わんならん。個人にも立ち会いしてもらわん

ならん。そういう中で、これだけ小金森、後

山の調査で、日時としたらどれだけかかった

のか。そこら辺もちょっとわかりましたら報

告願いたいと思うんです。 

 大変これは大きな、個人的なやはり境界線

を確定するわけでございますから、なかなか

難しいと思うんです。難しいと思うんですけ

れども、ほかの町へ行きますと、今、宝達志

水町へ行っているんですが、やはりきちんと

杭を打ってあるんですね。びっくりしたんで

す。境界線を。だから、進んでいる町は進ん

でいるんですね。だからそういう面で、これ

につきましても積極的にやはり取り組んでい

かなくては私はいけないのではないかと思う

んです。 

 特に思いますのは、公の道路、いわば町道

は町道で町が責任を持っておりますけれど

も、在所の赤道というか、そういうものにつ

いては知っている人がだんだんだんだん少な

なってきている。今の若い地域の集落の責任

者に聞いても、そんなもんわからんわいやと

いうことになりますと、やはりそういう方々

が知っている間に少しでもそういう面の公の

ものについては早急に調査をしていく必要が

あるのではないかと思うんですよ。 

 そこら辺を含めて、再度これに対する考え

をいただきたいなと、そう思います。 

○議長（若狭明彦君） 澤井土木建設課長 

○土木建設課長（澤井昭範君） 再質問でご

ざいますけれども、昨年度の雪どめの補助金

でございますけれども、これにつきましては

７件で36万円余りの支出をしております。本

年度につきましては、６件の受付を行ってお

ります。 
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 それで、補正対応といたしまして10件余り

の受付、まだしておりませんけれども書類を

預かっております。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 藤井参事兼監理課長 

○参事兼監理課長（藤井博昭君） 地籍調査

の再質問でありますが、補助金のシステムに

つきましては、私は今のところこのままいく

と思っております。それは何十年かかろうか

と思いますが、国の施策としてやっておりま

すので、補助金のシステムは変わらないと思

っております。 

 それと地籍調査の日程でありますが、まず

地籍調査をするときには、事業計画は当然立

てますが、その中からまた測量に対しての基

準点の設置、調査素図の作成、そこから入っ

ていきます。それができましたら現地の立ち

会いに入ります。一番時間のかかるのは、そ

の現地立ち会いであります。お互いに境界の

ことになりますといろんなことが出てまいり

ます。私どもが調査している中で、皆さんが

一歩下がった考えであってもらえばもっと早

く進むと思いますが、なかなか個人の財産で

ありますので、なかなかその境界が決まらな

いところが多々出てきております。 

 それが終わりますと次、測量に入りまし

て、今時分になりますと調査した地点の閲覧

に入っております。それで皆さんの了解を得

て初めて認証されると。国の承認を得て認証

されるということになりますので、１年がか

りの仕事になろうかと思います。 

 参考ではありますが、今現在、今年度やっ

ております福田、高畠地区につきましては面

積で0.92キロ平米であります。後山につきま

しては0.1ということで、先ほど言いました

が、わずかな面積でありますが、積み重ねて

やっていかなければしようがないと思ってお

りますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（若狭明彦君） 表農林課長 

○農林課長（表 辰祐君） 杉本議員にお答

えいたします。 

 先ほど当町における森林整備率お尋ねでご

ざいましたが、人工林351ヘクタールについ

て整備をいたしております。全体のまず10％

には届いておりません。 

 それから、当町においての林業振興の基本

的な考え方等についてお尋ねでございました

けれども、当町では約55％を森林が占めてい

るわけでございますけれども、これらにつき

ましては、従来から林家の皆様方の木材生産

のみならず、水資源の涵養あるいは緑との触

れ合いの場、そしてまた地球環境の温暖化防

止等々多様な働きというのが期待されている

わけでございます。 

 しかし、その木材を取り巻く生産というの

は非常に厳しいというところから、採算性の

低下等々によりまして、間伐等の手入れの不

足、そしてまた管理がなされずに放置された

ままの森林というのが大変ふえてきていると

いうところから、森林の持つ公益的な機能の

低下というのが非常に心配されているわけで

ございます。 

 そうした中で、町の方針といたしまして

は、今議会の議案の中にも中能登町基本構想

というのがありますけれども、その中にも林

業振興の方で記させていただいておりますけ

れども、やはりこういう現下の厳しい林業情

勢ではございますが、やはり主要な事業とい

たしましては、まず間伐対策を進めていきた

い。そしてまた松くい虫の防除事業、保安林

の機能の増進事業などを主に取り組んでいき

たいと思っております。 

 そうした中で、中能登地域におきましては

鹿北森林組合、七尾市森林組合、越路森林組

合、中能登森林組合、そして羽咋森林組合の

５つの森林組合が協調されまして、中能登産

地材販路拡大研究会という、そういう研究会

を組織をされております。その研究会の方で

林家の皆様方に間伐を勧めているわけでござ

いますが、（資料提示）これはパンフレット
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でございますが、その表紙に、林家の皆様方

に間伐が負担金ゼロでできる、そうしたこと

をご存じですかというふうな、そういううた

い文句で広くＰＲをされております。 

 そういうことで、今、農林の方でも別の予

算でお願いをいたしておりますが、その増額

をお願いしておりますけれども、間伐をされ

る方につきましては、その作業費の10％補助

をしていきたいと、このようにも思っており

ますので、また引き続きそういう意欲のある

林家の方をまた取り上げていただきたいと、

このように思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） ただいま２人の課長

さんから報告がありました。 

 私は、この森林と、それから地籍調査、大

変地味な仕事でありまして、華々しい目に見

えた仕事ではないと考えております。だから

こそなかなかこれらについて現状の中では進

行しない、そういう側面があろうかと思うん

です。 

 だから、これはやはり今、農林課長が言わ

れましたように、表課長が言われましたよう

に、避けて通るというわけにはいかないと思

うんです。中能登町の55％を森林が占めてい

る。そのうち10％が今のところいろんな意味

で間伐だとか、そういう中で整備されている

ということでございます。あと90％はそのま

まにあるということになりますと、やはりこ

れらにつきましてもひとつ県の方とタイアッ

プをされまして、予算的にもひとつ町長の方

にもこういう点の事業振興についても積極的

に取り組んでいただきたい。そのように再度

お願いをしたいと思います。 

 それから地籍調査につきましては、これに

つきましては私本当になるべく早く、少しで

もそういうことを知っている人がいる間にし

なければいかんと思うんです。そういう中に

おきましても、今の体制というのは何人体制

でやっておられるのかわかりせんが、そうい

う体制をもう少し大きくして広げていく。少

しでも、30年かかるものが20年ほどで済むと

か、そういう一つの方法がなされなくては、

今のところ後山と、何か小さい集落ばかりや

っていて大きい集落は全然手つかんとなって

きますと、なかなかこれでは進まんと思うん

です。 

 これも町民にとれば本当に華々しい事業で

はありません。大変担当課長もそういう点で

大変だと思うんです。わかるんですけれど

も、ひとつそこら辺につきましてももう少し

予算的にも見ていただきまして、早急に少し

でも早く地籍調査を進めていく、そういう方

向づけをひとつ考えていただきたい。その点

を、これは要望いたしまして終わるわけでご

ざいます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 私の方からも一言お

答えしたいと思います。 

 森林に対しましても、私自身も大変大事で

あろうと、そう思っておりまして、昨年度、

そして今年度と町の町有林といいますか、そ

れらについても皆さん方に認めていただきま

して500万円ずつしているわけでございま

す。 

 また今、森林を取り巻く環境も大分変わり

まして、このままでは絶対だめだということ

で、間伐材も今まで林ベニヤが洋材を使って

いたものをすべて買って、そしてベニヤをつ

くるというような環境にもなっております。 

 そういう中で、なかなか間伐材が言われる

だけ出てこないというような現状でありまし

て、それらについても今、県といたしまして

も環境税を取って20年間借りて、そして間伐

材を林ベニヤへ持っていくというような格好

で、いろんな面でやっておりますし、町とい

たしましても森林に関してはこれからも積極

的によくしていきたいと、そう思っておりま
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す。 

 また、地籍調査にいたしましても大変大事

なことであると思っています。今、19市町あ

るわけでありますけれども、本当に行ってい

るところは５つか６つぐらいしかありません

し、来年度も２班体制でやることに今19年

度、班編成をして県へ予算要望をいたしまし

たら、これだけの金がないと。わずか一千何

百万の金も、県全体の予算を削っておりまし

て、中能登町も200万円か、はっきり今覚え

ておりませんけれども、300万円少なくして

ほしいというような実態であります。 

 そういう中で、だんだん早くしなければな

らないということと同時に、また地味な仕事

かどうかわかりませんけれども、補助金も少

なくなっているということも事実であります

し、また県全体からすれば中能登町は進んで

いる状態でありますし、全然手もつけていな

い市町も幾つかあるように聞いております。 

 この２つにつきましては積極的にまた進め

ていきたいと、そう思っております。 

○議長（若狭明彦君） ほかに質疑はありま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑ないものと認め

ます。 

 以上で一般会計補正予算についての質疑を

終結いたします。 

 次に、議案第75号 平成18年度中能登町国

民健康保険特別会計補正予算、歳入歳出全般

について質疑を行います。 

 質疑の方はございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑ないものと認め

ます。 

 以上で国民健康保険特別会計補正予算につ

いての質疑を終結いたします。 

 次に、議案第76号 平成18年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算、歳入歳出全般に

ついて質疑を行います。 

 質疑の方はございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑はないものと認

めます。 

 以上で下水道事業特別会計補正予算につい

ての質疑を終結いたします。 

 次に、議案第77号 平成18年度中能登町ケ

ーブルテレビ事業特別会計補正予算、歳入歳

出全般について質疑を行います。 

 質疑の方ございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑ないものと認め

ます。 

 以上でケーブルテレビ事業特別会計補正予

算についての質疑を終結いたします。 

 次に、議案第78号 平成18年度中能登町水

道事業会計補正予算についての質疑を行いま

す。 

 質疑の方はございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑はないものと認

めます。 

 以上で水道事業会計補正予算についての質

疑を終結いたします。 

 次に、議案第79号 七尾鹿島広域圏事務組

合規約の変更についての質疑を行います。 

 質疑の方ございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑はないものと認

めます。 

 以上で七尾鹿島広域圏事務組合規約の変更

についての質疑を終結いたします。 

 次に、議案第80号 石川県後期高齢者医療

広域連合の設立についての質疑を行います。 

 質疑の方ございませんか。 

 20番 杉本平治君 

  〔20番（杉本平治君）登壇〕 

○20番（杉本平治君） 議案第80号につい

て、ひとつ担当課の方へ私の方から質問させ

ていただきますので、お答えを願いたいと思
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います。 

 １番目に、今、国の指導によりまして県が

後期高齢者医療広域連合というのを設立す

る。来年の４月１日から発足するということ

になっているわけでございます。基本的な共

通経費については、負担割合というのは明確

に示されているわけでございますが、お聞き

したいのは、これによる保険料の負担という

のはどれくらいを予定されているのか。 

 実務的なものは各市町村に任されるという

ことでございますが、予想される金額という

のは、県の方の今発足するという医療広域連

合の中で審議されて決められると思うんで

す。今知っている金額が出されておりました

ら、報告を求めたいと思うんです。 

 先般、新聞等ではそういうことについて報

道されておりました。具体的なものについて

は、新聞報道でございますので差し控えます

が、担当課の方でどういう点まで把握されて

いるのか、予定される負担額というものを説

明願いたい。医療費の保険料の負担額という

ものを説明願いたいと思うんです。 

 次に２番目として、現在、中能登町の老人

医療費の負担割合、１人当たりの負担額は県

内の自治体の中でどれくらいを占めているの

か。県平均を真ん中にしますと、中能登町の

老人医療費の１人当たりの負担額、お医者さ

んにかかった金額でございますね。それはど

のぐらいの位置を占めているのか、その現状

をひとつ報告を求めたいと思います。 

 まず、この２点についてよろしくお願いを

いたします。 

○議長（若狭明彦君） 小林保健環境課長 

  〔保健環境課長（小林玉樹君）登壇〕 

○保健環境課長（小林玉樹君） ただいまの

ご質問にお答えいたします。 

 まず１つ目が、後期高齢者医療制度の保険

料が幾らぐらいになるかということでしたけ

れども、現在まだその連合会すらできており

ません。それで、賦課については保険料を決

めること、それから賦課については連合会が

できてから決められると思います。市や町の

仕事は徴収だけになります。それも特徴にな

ると思いますので、憶測ですけれども年金の

中から幾ばくかのお金をいただくことになろ

うかとは思っております。金額については全

く決まっておりません。また決まりましたら

ご報告いたします。 

 ２つ目の老人保健の医療費の負担額といい

ますか、医療費がどれほどかかっているかと

いうことで、県内では私、ここにはっきりと

した資料を持っておりませんので正確なこと

は申し上げられませんけれども、県内では中

ほどだったと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） 再質問をさせていた

だきます。 

 ただいま担当課長の方から答弁をいただき

ました。保険料については具体的なものは決

まっていない、広域連合が発足した以降に審

議されて出てくるであろうという、そういう

答弁でございます。それは私も実質的なもの

はそのようになろうかと考えておりますが、

先般の新聞等によりますと、１人当たり月

6,000円、年にしますと７万2,000円ほどにな

るのではないか。そういうことが出ておりま

した。 

 その上に問題なのは、年金から保険料が天

引きされるということでございます。今、介

護保険が年金から天引きされまして、大きな

町民の中で不満が出てきております。年金と

いうのは常にお年寄りにとりましては楽しみ

の一つ、生活の糧になっているわけでござい

ますが、介護保険が値上がりした。その値上

がりした介護保険を年金から天引きされる。

そして今、課長が言われましたように高齢者

の医療費の負担も年金から天引きされるとい

うことになりますと、やはり大きな、年金で

生活している人にとれば大変なものを感じる
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と私は思うんです。 

 そこら辺につきましても、国の中では年金

の中でやるという、そういう制度を法律で決

めようとしているわけでございます。そうい

う一つのものが各自治体にも議案として出て

いるわけでございますが、私はそこら辺につ

きましても慎重に審議していく必要があるの

ではないかと思うんです。 

 それから、現在の中能登町の老人医療費の

１人当たりの負担額は県内の自治体の中で真

ん中ほどにしているであろうという、そうい

う課長の答弁でございました。 

 県が発行した「グラフで見る石川の国保と

介護」という、これは平成17年度版でござい

ますが、それによりますと、中能登町は年間

の１人当たりの老人医療費が64万7,000円。

一番安いのは志賀町、次が珠洲市、輪島市、

下の方から４番目に中能登町が位置している

わけでございます。石川県の平均は79万

8,000円ですから約80万円、中能登町は65万

ほどでございます。 

 また、退職被保険者等の医療費は、中能登

町は県内の自治体の中で最下位でございま

す。石川県の平均が37万2,000円でございま

すが、中能登町は30万円でございます。石川

県の自治体の中で最下位の医療費でございま

す。 

 ただ、一般被保険者ということになります

と中能登町は上の方に占めているわけでござ

います。石川県の平均が21万8,000円、中能

登町は24万3,000円ということになります。 

 私は、トータルいたしましても中能登町の

医療費というのは大変安い金額を占めている

と思うんです。そういう中でお聞きしたいの

は、医療費が安いということになりますと、

当然、中能登町の保険税というのも安くなっ

ていると思うんです。これは当たり前でござ

いますね。医療費が安いということになれば

保険料も安くしてもいいわけです。旧の鹿島

町におきましては、県内におきましても本当

に安い保険料で経営していたわけでございま

す。運営していたわけでございます。 

 そういうことを考えますと、現在の石川県

の保険料の位置はどこら辺に中能登町がして

いるのか。先ほど医療費のことを聞きました

が、中能登町の保険料というのはどこら辺に

位置しているのか。石川県の平均から見れば

安いのかどうなのか。これを再度お聞きした

いと思うんです。 

 これは、町長にもひとつこれからの一つの

町の中での方針として運営していただきたい

と思うんですが、今日まで中能登町は早期発

見、早期治療ということで保険料の負担を少

しでも安く抑えるという、そういう政策を私

はとってきたと思うんです。これは自慢でき

る一つの中能登町の政策だと思うんです。 

 これが高齢者医療で広域化されることにな

りますと、このような中能登町独自の医療費

を少しでも安くし、そして保険料もそれにつ

れて安くするという、そういう努力というの

は広域連合になった場合どうなるのかという

ことなんです。石川県全体として金額を決め

る。努力している町と、しない町ということ

は言えませんが、努力している町はそこら辺

はどうなってくるのか。ここら辺についても

担当課長の方からひとつその点について知っ

ておられれば答弁をお願いしたいと、そう思

うんです。 

○議長（若狭明彦君） 小林保健環境課長 

○保健環境課長（小林玉樹君） 杉本議員の

再質問にお答えいたします。 

 先ほど細かい数字を教えていただきまして

ありがとうございました。 

 それで、国保税の税額が県内でどれぐらい

にランクするかということでございますけれ

ども、たしかそれも下から２番目か３番目だ

ったと思っております。たしか川北ぐらいし

か上にいなかったのではないかと思っており

ます。 

 それで、後期高齢者の制度における当町の
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人たちの保険料というものがどうなるかとい

うことだったかと思うんですが、これについ

ては先ほども申しましたが、まだ連合会自身

ができておりませんし、その中でどういうふ

うな話がなされるのか。現在、その準備会と

いうことでいろいろ準備をして、私たちも出

席したりして話しておりますけれども、細か

い税額あるいは保険料についての話というの

は出たことはございません。 

 でございますので、今どのような答弁を申

し上げてよいか適当な言葉がございませんの

で、以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） ただいま担当課長か

ら答弁をいただきました。保険料についても

今後審議の中で決められてくるであろうとい

う、そういうことでございます。 

 そうしますと、この広域連合会の設立とい

うものは私は大変重大だと思うんです。町長

が必ず入るということになっているわけでご

ざいます。議会も当然設立されて、当町から

も議員が出るわけでございます。今まで身近

に老人保健、国保の問題を論議していた町の

議会の中で、それが石川県の方で一括して決

めて議会で可決して保険料も決められてくる

ということになりますと、本当に地域の住民

の声というのは届くのかどうかなということ

を私は懸念するわけでございます。 

 今後、高齢者がふえてくるということ、こ

れは間違いないと思うんです。そうなります

と、これらの保険料というのは、中能登町の

議会の中で論議できない中で、一方的に広域

連合の中で決められたものを中能登町の住民

が年金から天引きされて徴収されるというこ

と。そこら辺について、私はこの広域連合の

設立というのは本当に住民の声を考えた中で

の設立なのかどうかということを疑問に思い

ます。 

 またもう１点、これにつきまして今、小林

課長は、中能登町の保険料というのは最下位

に近いであろうという、そういうものは言わ

れました。そうなりますと、保険料が安いと

いうことは、当然、担当課を初め町が今日ま

で医療費の高騰を抑えてきた、努力をしてき

た。早期治療、早期発見をしてきた。そうい

う努力があって初めて医療費が安くなり、つ

れて保険料も安くなった。 

 広域連合になりますと、そういう努力した

町と漫然としている町と、広域連合の中に保

険料でどうそれを考えていくのか。これが私

はこれからの課題ではないかと思うんです。

この点については、議会の方はまだどなたが

出るということは決まっておりませんからこ

れは言われないんですけれども、執行部の方

は町長が出るのは間違いないんです。ひとつ

広域連合の執行部の中に入られましたら、中

能登町が今まで努力してきた、そういう努力

というものをやはり認めてもらう広域連合の

保険料というものを強力に主張していただき

たい。それが私は今まで一生懸命に課長を初

め職員の方も議会もそういう面で論議してき

たんですから、これは町長にぜひともそうい

う面について声を強くして、高くして力説し

てほしい。また、議員としてどなたが出られ

るかわかりませんが、選出された議員につい

てもその点については主張してほしい。 

 私は、報われる、そういう一つの広域連合

であってほしいと思うんです。私はそういう

点を強く要望して、終わりたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 小林保健環境課長 

○保健環境課長（小林玉樹君） 全協でそこ

までお話しすればよかったのかどうかわかり

ませんけれども、今、杉本議員おっしゃった

中で、町長が必ず広域連合の方へ出るという

お話でしたけれども、決してそうとは限って

おりません。 

 これは３月の定例会においてお願いしなけ

ればならないのですけれども、町長あるいは

町議会議員の皆様の中からどなたかお１人出

ていただくということでございます。各市町
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ともそういう形になっております。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） ほかに質疑はありま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑はないものと認

めます。 

 以上で石川県後期高齢者医療広域連合の設

立についての質疑を終結いたします。 

 ここで休憩をとります。 

           午前11時08分 休憩 

 

           午前11時20分 再開 

○議長（若狭明彦君） 再開します。 

 議案第81号 中能登町総合計画基本構想に

ついての質疑を行います。 

 質疑の方ございませんか。 

 20番 杉本平治君 

  〔20番（杉本平治君）登壇〕 

○20番（杉本平治君） 議員の方々から大変

不満の声が出ておりますので、簡単にやらせ

ていただきます。 

 総合計画、私も読みました。いずれ12日の

日、皆さんと一緒に論議するわけでございま

すが、いつも私が意見を述べて町長の見解を

求めているわけでございます。 

 先般の６月の議会におきましても、笹川議

員がこの件について発言をされました。男女

共同参画推進事業、これについて今の中能登

町の総合計画の中に具体的なものは全然載せ

てないんですね。私は、こういう点について

もう少し積極的に他の市町を考慮されて、男

女共同参画事業というものを推進していただ

きたい、このように思うわけでございます。 

 例えば、私は今、広域圏に出ております。

隣の七尾市は男女共同参画推進条例という条

例をつくりまして、具体的にまちの果たす役

割、また家庭での役割、地域での役割、それ

らについてシステムをつくりまして行ってい

るわけでございます。それはやはり条例化し

た中で初めてできると思うんです。 

 中能登町におきましても、男女共同参画推

進条例というか、そういうものをぜひともこ

れからつくられまして、より積極的にこうい

う点について前向きに検討していただきた

い。このことを１点だけ要望しておきたいと

思います。 

 以上で終わります。 

○議長（若狭明彦君） ほかに質疑はありま

せんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑はないものと認

めます。 

 以上で中能登町総合計画基本構想について

の質疑を終結いたします。 

 ここで委員会付託表を配付いたしますの

で、暫時休憩いたします。 

           午前11時25分 休憩 

 

           午前11時26分 再開 

○議長（若狭明彦君） 再開いたします。 

 

 ◎常任委員会付託 

○議長（若狭明彦君） 日程第２ 常任委員

会付託 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第73号

から第80号までの議案８件及び請願第４号、

第５号の２件については、会議規則第39条の

規定により、お手元に配付しております議案

及び請願付託表のとおりそれぞれ所管の常任

委員会に付託いたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、議案及び請願付託表のとおり各

常任委員会へ付託することに決定いたしまし

た。 

 

 ◎休会決定の件 
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○議長（若狭明彦君） 日程第３ 休会決定

の件についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 各常任委員会審査などのため、12月８日か

ら12日までの５日間、休会いたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、12月８日から12日までの５日

間、休会とすることに決定いたしました。 

 

 ◎散   会 

○議長（若狭明彦君） 以上で本日の日程は

終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午前11時28分 散会 
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           午前10時00分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（若狭明彦君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は20名です。 

 議員定数の半数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 

 ◎一 般 質 問 

○議長（若狭明彦君） 日程第１ 一般質問 

 これより一般質問を行います。 

 あらかじめ申し上げておきます。一般質問

についての各議員の発言時間は１時間ですの

で、守っていただくようお願いいたします。

執行部におかれても、的確な答弁をお願いい

たします。 

 それでは、通告順に質問を許します。 

 18番 田中治夫君 

  〔18番（田中治夫君）登壇〕 

○18番（田中治夫君） おはようございま

す。 

 少しのどが傷んでおりますのでお聞き苦し

い点があることをご了解いただきたいと思い

ます。 

 通告してあります学校再編について、５点

にわたり質問をさせていただきます。 

 本題に入る前に、けさの朝刊、大変私、こ

の問題に、学校再編の問題を質問しようと通

告してあるわけなんですが、けさの新聞に、

恐らく執行部の私は首脳部だと思いますよ、

こういう記事を提供するのは。書いたのはき

ょうここに傍聴にいらっしゃいますけどね。

苦言を申し上げておきます。ひとり歩きする

んですよ、マスコミにこういう。これから議

論が始まるんですね。あえて申し上げておき

ます。注意をしてください。軽々にこういう

取材に。彼らはなりわいでやっているんです

よ。協力するということは、私いかがかなと

思うんです。まだまだ議論を重ねていかねば

いかんのに。そしてまた、きょう私一番最初

にこの問題をやるんですから、改めてひとつ

この件だけは注意をこれからしっかりとして

ください。申し上げておきます。 

 それでは、学校再編、５点にわたり質問し

ます。 

 まず第１点は検討委員会のあり方、２点

目、旧３町の合併と学校統廃合について、３

番目は小規模学校のメリットについて、４番

目、空き中学校を小学校にすることについ

て、５番目、学校とまちづくり。以上、要旨

は５点であります。 

 先般、中能登町学校再編について答申がな

されたわけであります。そもそもこの検討委

員会は統廃合を行うという前提に立って設立

され、検討された委員会ではありませんか。

もちろん有識者が集まり、公に議論を行った

わけでありますので尊重する必要があります

が、委員会の名前からもまず統廃合ありき、

できる限り統廃合を行うということを前提に

議論する委員会であったということをまずご

認識をしていただきたい。 

 次に２番目です。旧３町の合併と小学校統

廃合に関してであります。 

 鹿島、鹿西、鳥屋の３町は晴れて合併を行

いました。これは行政区分の話であります。

大人たちが大人たちの社会の中で一番効率が

よい仕組みをつくるために合併をしたので

す。 

 ただ、小学校はだれのものかというと子供

たちのものです。我々大人は大人の仕組みに

子供たちを当てはめるのではなく、子供たち

の立場に立ってこの問題を検討する必要があ

ります。本当は子供たちの意見を聞くのが一

番ですが、子供のことを一番に考えている親

御さんは署名という形で意思表示をしており

ます。 

 委員会の答申が大人からの意見であれば、

署名はいわば子供の立場からの意見です。ど

ちらの意見が重いのかは自明のことと思われ
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ます。よって、小学校問題に関しては行政区

分上の３町合併と切り離して考える必要があ

ると認識をしております。 

 次に、小規模小学校のメリットに関してで

あります。 

 大人たちがどう思おうと、学校というのは

子供たちにとっては学ぶことと仲間たちと遊

ぶことに夢中になります。日々を楽しみ、そ

して学ぶ場所です。主役は子供です。一人一

人の子供が学校の中で心豊かにコミュニケー

ションをつなぐために、より少人数での寄り

添いに希望を託しているはずです。 

 新聞の記事で失礼しますが、５月18日の朝

日新聞によると、文部省の国立教育研究所が

学級崩壊と１クラスの人数が40人に近いほど

学級崩壊が多いことが明らかになったと報告

しております。また、１学級25人以下になる

と急速に学力が伸びるという国際的な研究も

あります。また、コロラド大学のＧ．スミス

教授、アメリカでは98年度から教員10万人を

ふやし、小学校低学年の学級規模を18人にし

たという記事がありました。 

 大人からすると、今回の学校の問題は、学

校を統廃合すればコストもかからなくなる。

子供にとっても友達が多い方がいいだろう。

だから統合する。これが新しい流れだ。また

一方、廃止に反対するのは卒業生や地域の人

たちのノスタルジーとエゴだ。何と古い考え

だというふうに片づけられるかもしれませ

ん。 

 ただ、そんな紋切り型の簡単な問題ではな

いことをまずはご理解いただきたい。また、

統廃合ありきであれば、学校はそのままにし

て学校の行事を統廃合するのはいかがです

か。ご存じかと思いますので、ここでは例を

出しません。町の合併により各種行事を統合

したり、学校間で交流を深めたりする例はた

くさんあります。 

 新聞報道にもありましたように、次に鹿島

中学校の小学校利用に関してであります。 

 答申の中で、鹿島中学校の小学校転用とい

う問題があります。答申でも転用に関しては

専門家の意見を聞いてという条件が出ていた

と思います。 

 小学校はご存じのように６歳から12歳まで

の児童が通うところです。一方、中学校は12

歳から15歳までの生徒が通うところです。中

学校を小学校に転用するということは、15歳

用の箱を６歳の子供に当てはめるということ

であります。 

 世の中の親で、15歳用の箱を６歳の子供に

当てはめますか。また、15歳用に準備した部

屋や自転車や洋服や靴を６歳の子供に利用さ

せますか。大人は同じコンクリートでできた

建物だからと簡単に言うかもしれませんが、

子供にとっては大きな違いです。子供の視線

を忘れないでください。 

 地域の中学生に聞きました。最初に中学校

に入ったとき、大きな校舎で全く小学校とは

違う雰囲気。上級生は大人だし、自分もその

仲間に入り、この校舎に通うのかと思うと、

うれしいような恐ろしいような気がした。申

しておりました。小学校と中学校は全く違う

ということをよく認識していただきたい。 

 専門家の意見を十分に聞くとただし書きに

あるものの、中学校を小学校に転用という答

申に、どれほど子供の立場というのを考えた

のだろうか疑問を持た座間ざるを得ません。 

 次に、まちづくりと小学校についてであり

ます。 

 今回の３町合併に伴う町内小学校の位置づ

けの再認識、あえて統廃合とは言いません。

我々地域住民に小学校のあり方を再度考えさ

せられるよい気づきの機会を与えてくれたと

思っております。 

 確かに現在全国的に規定路線となっている

学校の統廃合は、数字の上では町の財政を助

けるものであると理解しております。したが

って、我々地域住民も統廃合をしなかった地

域の小学校を地域のまなびや、地元に根差し
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た小学校とするため、小学校と地域住民、教

育委員会で考え、施策として打ち出していく

必要があるかと思います。 

 この統廃合問題で地域のきずな、学校の重

要性を再認識した今こそが、教育、学校とい

う問題に地域住民が参加する最高で最後のチ

ャンスであります。もし答申どおりに統廃合

が進めば、地域住民の学校に対する熱意、町

政に対する期待は一気にしぼんでしまうでし

ょう。もしこの越路地区ひいては中能登町が

どこにでもある普通の地域、普通の町を望む

のであればそれでもよいでしょう。ただ、ほ

かとは違う、誇りに思える地域にするために

は、この住民の熱意のあるこの今を利用して

教育問題、地域問題を真剣に考え、そして地

域住民が率先して参加する我がふるさと中能

登町ができ上がるのです。 

 全国的に広がっている統廃合が教育の場に

持ち込まれていますが、それは構造改革の名

のもとに市場原理を持ち込んでいるのではな

いでしょうか。今大切なことは、統廃合と効

率化という視点で学校教育を見直すのではな

く、子供一人一人が豊かに友と交わり、地域

の人々と一緒になって学ぶ喜びを自分のもの

にするということを考えます。 

 そのためには、まず地域に住む人々が、教

え育てる従来の教育とともに、子供と大人が

ともにはぐくむ教育の大きな場づくりの中に

小学校を位置づけることではないかと思いま

す。それは父母だけではなく、多くの住民の

協働の力でつくり上げていく運動です。そう

いった意味では、小学校の存続と再生はまち

づくりの原点でもあり、そういった視線で考

えてはいかがでしょうか。 

 先般、中能登町小中学校再編について答申

がなされたわけであります。そのことを踏ま

え、町長は６月定例会で、大変大切であり重

要なことであり、重く受けとめていると署名

の件について答弁されておられます。現在も

いささかの変化もないと受けとめております

が、今のお気持ちをお聞かせ願いたいと思い

ます。 

 また、町長にとって先ほど申し上げました

教え育てる教育、ともにはぐくむ教育をまち

づくりの中でどのような位置づけで考えてお

られるのか、お聞かせを願いたいと思いま

す。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 田中議員の質問にお

答えをしたいと思います。 

 まず最初に、北國新聞の今の答申について

の記事でありますけれども、執行部が漏らし

たのでないかというようなお言葉でありまし

たけれども、犯人探しというようなそういう

ことはする気はありませんけれども、この答

申を持っているのは議員の皆さん、そして執

行部の三役、それに答申を出された委員の

方々が持っておいでます。そういう中で執行

部がということで、私は執行部ではないと、

そう信じております。そういうことでご理解

を願いたいと思います。 

 また、委員会がまず合併ありきでないかと

いうようなことで進められたのではないかと

いうような意見もありましたけれども、委員

の皆さん方には町のそれぞれの有識者、そし

て組織の代表者、公正公平に選びましてお願

いをして公正公平にいただいたものと、そう

信じております。 

 そういう中で議員の質問にお答えをしたい

と思います。 

 学校統合につきましては、中能登町学校統

合検討委員会より答申をいただきました。私

は、この答申を尊重し、議員の皆さんと相談

をしながら学校再編に努めていきたいと思っ

ております。 

 まずは統合中学校の建設の実現に向け努力

をしたいと思っております。 

 小学校の再編につきましては、答申を尊重

し、ご意見を参考にしながら、さらに検討を
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重ね、合意が得られるよう進めていきたいと

思っております。 

 また、お尋ねの６月議会において署名の提

出についてのその意向も大切であるとお答え

をしておりますが、現在もそのように思って

おりますし、思いは変わっておりません。 

 また、教育とまちづくりについては、まち

づくりは人づくりであると思っております

し、すばらしい人材を育ててこそ地域の発展

につながると信じております。教育は人づく

りであり、まちづくりの礎であると、そう思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 田中治夫君 

○18番（田中治夫君） 今ほど町長の方から

答えをいただきました。町長も私も教育に対

する思いは大筋では変わらないと、そういう

ふうに理解しております。 

 また、答弁にありましたように、学校検討

委員会の答申を尊重し、また議会とも相談し

ながらということでございます。 

 また一方、署名の件も大変大切である。現

在もその考え方には変わりはないと申されて

おられます。 

 まあまあ、この学校検討委員会の答申と署

名の問題、相反する問題ですね。相反する問

題なんです。この相反することを今後どうい

うふうに考えておられるのか。この兼ね合

い、相反するこの問題、兼ね合いをどういう

ふうに判断されておられるのか。どういうふ

うな展望で今後臨まれるのか。もう少し踏み

込んでこの２つの件、お答えをしていただき

たいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） きのうの全協におき

まして私の考えの一端も述べさせていただき

ましたように、まず中学校を建設する。その

後、小学校の統合につきましては中学校の建

設後に将来を展望した形で検討してまいりた

いと。そういう中で当然、今出ております越

路の皆さんのご意見、そして議会の方々の意

見、そしてそれぞれの町の有識者の方々の意

見、それを大いにいろんな面から検討して、

まず子供たちがどうすれば一番幸せなのか、

どうすれば一番いい教育なのか。そういう中

から結論を出していきたいと、そう思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 田中治夫君 

○18番（田中治夫君） わかったようなわか

らんような。大変これ難しい問題ですよ。住

民のそういう生の声もありますし。いろいろ

これからまた議論をしなくてはいけないと私

は思っております。 

 したがって、あえてお願いをしておきま

す。杉本町長の教育に関する熱意、大きなリ

ーダーシップを私は期待し、一般質問を終わ

らせていただきます。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 次に、16番 坂井幸

雄君 

  〔16番（坂井幸雄君）登壇〕 

○16番（坂井幸雄君） おはようございま

す。通告に基づきまして３点ばかりお聞かせ

願いたいと思います。 

 少し抽象的な問題でございますが、答弁の

方、苦しいですがよろしくお願いいたしま

す。 

 第１点目でございますが、きのうからの新

聞では国の予算編成に関して云々ということ

でございます。国では2007年度の予算編成で

当初予算の段階では25兆円前半ということ

で、国の国債発行額を圧縮するという考えを

示しております。それがどうのこうのという

のではないんですけれども、これにあわせて

地方交付税も恐らく抑制されるのではないか

と思います。 

 また、県でも市町の財政の健全化の取り組

みについていろいろと加速しております。ま

た、先般の新聞では県内の市町村では５年度

の普通会計決算について報告がありました。
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皆さん方も興味津々として見ておられたと思

います。 

 中能登町では起債制限比率が19位、実質公

債費比率が18位ということで大変豊かでござ

います。ただ一つ、自主財源比率が少のうご

ざいます。これを高めなければもっと豊かに

ならないかと思います。 

 そういう兼ね合いもございまして、これか

ら予算編成を行うわけでございますが、今の

段階ではいろいろと頭の中の草案でございま

すと思いますけれども、19年度の重点課題の

計画をどのように思っておられるかお示し願

いたいと思います。 

 それとまた、先日、町の総合計画で基本構

想案がございました。その項目で、３カ年を

期間としたローリング方式とはということで

ございましたので、その点もあわせてお知ら

せ願いたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 坂井議員の質問にお

答えをいたします。 

 平成19年度の重点課題とする計画は何かと

いうご質問ですが、平成19年度の継続事業と

しましては、町道の改良事業及び消雪事業、

県営圃場整備事業、県営老朽ため池整備事

業、上水道の石綿セメント管更新事業、上水

道施設集中監視システム整備事業、特定環境

保全公共下水道事業におきます鳥屋北部浄化

センターと鹿島東部クリーンセンターの２系

列増設工事等が挙げられます。 

 また今後の事業といたしましては、上水道

送水管・連絡管整備事業、図書館のシステム

統合事業、学校の統合整備事業等を予定して

おりますが、大変厳しい財政状況であります

ので、施策の重要度、優先度を勘案しながら

議会とも相談しながら進めていきたいと考え

ております。 

 次に、３カ年を期間としてのローリング方

式とは何かという質問ですが、３カ年を計画

期間として毎年見直しと策定を行うというも

のでありますので、ご理解のほどお願いをい

たします。 

○議長（若狭明彦君） 坂井幸雄君 

○16番（坂井幸雄君） 今、町長の答弁では

社会資本整備ということを重点にだと思うん

です。住みよいまちづくりのためにはぜひと

も必要ではないかと思うんですけれども、１

点だけはお願いしたいことがございます。 

 人は力なりということでございますが、交

流人口の拡大支援ということでうたっており

ます。先般、加賀の18代当主の前田様が富山

県の県人会で東京に開催あったわけでござい

ますが、富山県県人会で1,000人の方が参加

されたということを新聞に報告あったわけで

ございます。石川県は、谷本知事がふるさと

交流ということで250名ほどだったと思うん

ですけれども、ふるさとを離れた都会にいろ

いろと活躍しておられる方がおられます。 

 そういう方々のまた交流の場として、以前

は旧の時代には交流ということで、名前は使

ったらいけないかもしれませんけれども、東

京とりや会、大阪とりや会、金沢とりや会と

いうことであったわけでございます。その

方々は、いろいろと都会で活躍しておられま

す。今までは点でございましたが、つながり

あることによっては線が結ばれたりしており

ます。それを起点として中能登町出身者の交

流を深めるためには、ぜひともそういうこと

の維持をお願いしておきたいわけでございま

す。 

 先般のときに、昨年度ですか、町長の答弁

では、大阪とりや会では補助金は要らないと

いうことでありました。大阪とりや会の場合

は、能登互助会の前身である商売人の方々の

集まりでございます。東京や金沢は本当にサ

ラリーマンや学生の集まりでございます。せ

めてその方々の事務連絡費ぐらいは予算計上

をお願いしたいということでございます。 

 最近、構想の中でも企業誘致促進というこ
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とがございました。県と連帯して町出身者の

人的ネットワークが必要でないかということ

をうたっております。ふるさとを離れて思う

ことは、ふるさとに何か貢献できないかとい

うことが都会へ出た人たちの思いだと思いま

す。 

 それで、ぜひとも交流の場を消さないよう

に補助金をわずかでございますが計上してい

ただきたい。予算編成に向かって計上してい

ただきたいと思いますが、その点、町長のお

考えをお示し願いたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） ただいま坂井議員の

言われました交流人口ということで、交流と

いうことは私も大変必要だと思っておりま

す。 

 また、先般も石川県人会が七尾の方にあり

まして、国内はもちろんハワイ、アルゼンチ

ンからも500名を超える方々がおいでて大変

旧交を温めていい会合でありました。 

 そういう中で大阪とりや会あるいは東京と

りや会、いろんな会合もあるわけでありま

す。昨年も大阪とりや会にも参りまして、ま

たことしもぜひ来てほしいということで２月

９日に私と議長と、そして課長と３名の招待

がありましたので、行って旧交を温めてこよ

うと、そう思っておりますし、また先月には

能親会というのがありまして60周年というこ

とで私が行ってまいりました。 

 そういう中で、いろんな会のせめて通信で

もというようなことであります。そういうこ

とを今、その会の方々からは要請も受けてお

りませんし、また大阪とりや会の方には昨

年、以前は町から幾らかの補助金もいただい

ていたと。だけど新しい合併になったから私

らはそういうことは要りませんと。そういう

中で、せめて町長、議長にぜひずっとある限

りは来てほしいと、そのような要請でありま

した。それぞれの団体、それぞれのまた意見

も聞きながら検討してまいりたいと、そう思

っております。 

○議長（若狭明彦君） 坂井幸雄君 

○16番（坂井幸雄君） 答弁ありがとうござ

いました。東京とりや会、金沢とりや会はち

ょうどことしの３月で10周年の記念をやりた

いということでございますので、またご招待

あったら時間の許す限り出席していただきま

して懇親を深めていただき、中能登町をＰＲ

していただきたいと思います。 

 その次は２番目でございますが、教育に新

聞をということでございます。 

 先ほど田中議員もきょうの朝刊の記事を並

べまして質問しておられたわけでございま

す。 

 私の思いとしては、小学校、中学校、学校

教育に関しては大変そういう時間を割けるよ

うなことは思っておりません。せめてあいさ

つ程度がわりのきょうの出来事ということ

で、新聞の記事に関して子供たちが話し合い

すればいいんじゃないかなということでござ

います。 

 先般、12月８日に教育民生常任委員会が当

町の小学校、中学校を訪問していろいろ教育

の指針や施設を見させてもらいました。学校

ごとにはそれぞれ特徴がございまして、いい

点ばっかりでございます。 

 そこで、ある学校では、中能登町は小さな

町ですけれども、発言力が乏しいというご意

見があったと思います。そこで、発言力は小

さいうちから養わなければならないかと思い

ます。せめて簡単な表現でございますが、き

ょうの出来事、きのうの出来事がきょうの新

聞に載っているわけでございますが、松井秀

喜の応援歌ができたとか、今のアジア大会で

200メートルで金メダル取ったとか、そんな

ことからお互いに友達同士が会話できるので

はないかと思います。 

 週５日制でなかなかそういう時間をとられ

ないようでございますが、せめて朝のあいさ

つのときにきょうの出来事ということで、お
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互いにわやわやということで関心を持ったこ

と、写真の一番大きく載ったことは何かとい

うことであれば、自分の考えでなくてもあっ

たことを報告は子供はできるんじゃないかと

いうことでございます。それが一つの表現力

に結びつくのではなかろうかと思います。 

 そこで教育に新聞を取り入れてはいかがな

ものかなということで、重い思いではござい

ませんけれども、簡単な思いで答弁をお願い

したいと思います。 

 それともう１点ですけれども、教育民生常

任委員会で訪問したときには、ある学校では

中高一貫教育という言葉が出ました。その

点、中高一貫教育はいろいろと難しい問題が

ございますが、その点、突然でございますが

教育長のご見解をお聞かせ願えれば幸いかと

思います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

  〔教育長（池島憲雄君）登壇〕 

○教育長（池島憲雄君） 本日、このような

議会という本当に最高の場で発言の機会をい

ただきましたことをまことに光栄に思ってい

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 早速ですけれども、先ほど坂井議員からご

質問がありました学校で新聞をもっと活用で

きないのかということについてお答えをいた

します。 

 確かに坂井議員のご指摘のとおり、新聞は

その活用次第で大きな効果が生じます。実際

に町内の小学校におきましても積極的に取り

入れている事例がたくさんあります。例え

ば、小学校の方で心に強く残った新聞記事を

取り上げまして１分間スピーチを行っていま

すし、また総合学習におきましても、石川県

や中能登町の話題を切り張りして壁新聞をつ

くり、地域への興味や関心を高めておりま

す。 

 また一方、中学校におきましても、政治や

経済の勉強で新聞記事から最新の情報あるい

は世の中の動きを取り上げまして学習に生か

しております。 

 また、高校の入学試験の際には、小論文あ

るいは面接で世の中の話題や事件が取り上げ

られることが多くなりました。生徒たちは積

極的に新聞を読むようになってきたなという

ように思っております。 

 今後も学校教育の中で積極的に新聞の活用

を進めることで、新聞を読む力、それから先

ほどお話しいただきました発表する力、世の

中の動き、そういうものに興味を持って主体

的にとらえることのできる子供たちを目指し

て教育に頑張っていきたいなと、指導してい

きたいなというふうに思っています。 

 以上です。 

 それからもう一つあったかなと思うんです

けれども、中高一貫教育についてどういうよ

な考えを持っているかということだったかな

と思います。 

 中高一貫教育というのは、併設型と連携型

の２種類があります。富来や門前で行われて

いるのは連携型の中高一貫教育といいますか

中高一貫高校ですし、金沢の方でできました

錦丘高校、それから県立錦丘中学校、これは

併設型の中高一貫学校として新たに創設され

たものです。 

 その県立中学校の最初の卒業生が今回出る

ということで、県の方でもどういう効果があ

ったのか、その県立の中学校を卒業した生徒

たちが次にどこへ進学をしていくのかという

ようなことをしっかりと見守っているところ

であります。その結果によって、能登地区あ

るいは加賀地区の方でもこういう中高一貫教

育が実現していくのかどうかということの一

つの参考にしようというようなことになって

いるかと思います。 

 もちろん個人的ですけれども、中学３年間

と高校３年間、合わせて６年間、中高一貫教

育ができれば非常に有効に一貫した教育がで

きて、大変魅力的だなというように思ってお

ります。 
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 極めて現実的なことですけれども、もしそ

ういうようなことの動きが出てまいりました

ならば、鹿西高校さんともまたご相談をいた

だきまして、そういう可能性があるのかどう

かというようなことも大変興味があります

し、もし私たちの中能登町に中高一貫教育が

もし実現できれば、町の振興発展、活性化の

ためにも大変大きく役立つのではないかなと

いうように個人的には思っております。 

 今後の県の動き、そういったこともあわせ

て見守っていきたいなというふうに思ってい

ます。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 坂井幸雄君 

○16番（坂井幸雄君） 私が論ずるまでもな

く、学校で取り入れていただいているという

ことは大変社会情勢を子供たちが敏感にキャ

ッチしていることだと思います。今後とも学

習に障害がないようにして取り組んでいただ

きたいと思います。 

 それではもう１点、農業関係についてでご

ざいます。 

 ６月にも農業関係についていろいろと質問

させていただきました。たくさんの答弁もも

らっております。また一緒な質問ではないか

なということでございますが、日に日に政策

が動いておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 きょうの新聞では、ご存じのように日本と

オーストラリアの両政府間の関税撤廃の原則

ということで、自由貿易協定が締結されるよ

うな電話のやりとりがあったわけでございま

す。来年度から始まることで合意ということ

で記事が載っておりました。 

 オーストラリアは、世界有数の農産物の輸

出国でございます。牛乳、小麦、乳製品が主

だと思います。それで、日本の農業の地域に

３兆円規模ほどの打撃を受けるということを

書いてありました。それにあわせていろいろ

と、私らはそうでもないかもしれませんけれ

ども、動きが激しいことだけはきょうの新聞

でわかったわけでございます。 

 それで、先般も６月の定例会にもお聞きし

ましたんですけれども、19年度より農業改革

が実行されます。私たちの農業を取り巻く環

境が大変厳しいわけでございますが、農業者

の高齢化、並びに農業者数が急速に減ってい

るわけでございます。 

 昨日の総合計画の中でも杉本議員がお示し

した数字がもっと減少するのではなかろうか

という危惧をしておられました。確かにその

とおりだと思います。 

 それで、19年度より農業改革が示されてお

ります。品目横断的経営実施については前の

ときにもお聞きしましたが、今まで以上にげ

たをはくとか、ならし対策ということがだめ

になったわけでございますが、たとえ今後認

定農家や集落営農に移行して、その経営安定

する補助金をということでございますが、現

在、来年度から変わりますけれども、転作作

物では麦、大豆並びにある一定のネギの栽培

者の方々の今後は一般農家は切り捨てになる

のかどうか。所得に関して補助金があるかな

いかということでございます。その点、お聞

かせ願いたいと思いますし、認定農家、集落

営農の前回にも９月の時点でございますが62

名、農業者数が1,519名、全体の4.1％でござ

いますが、それ以後少しずつ認定農家の数が

ふえているなと思います。その点をお示し願

いたいと思います。 

 それと、２点目ですが、耕作放棄地の解消

についての取り組みでございますが、県では

荒れた地を牛を放牧して云々ということが一

つの案だと思います。 

 先般のときに、耕作放棄地を守る組織をつ

くって青壮年団やら女性協議会やら地区の活

動に合わせて地区の農業地の景観を保全する

ための必要があるということで支援策がござ

います。水田10アール当たり4,400円という

ことでございますが、4,400円では耕作放棄
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地の解消にはならないのではなかろうかと思

います。補助金があればできるわけでござい

ませんが、皇太子が工房つばさに訪れたとき

には、あの周辺の荒れ地を草刈りしたわけで

ございます。やればできるようなことがこの

間は見えたわけでございますので、今後荒れ

地をどのようにして解消するかの取り組みが

あったらお聞かせ願いたいと思います。 

 その次、先般にもお願いしました良川の一

部の地区の排水溝の深掘りということでござ

いましたが、その点、そのときにはいろいろ

とお願いしていたわけでございます。 

 受益面積が５ヘクタール以上であれば県単

事業で取り組まれるということでございます

が、その以後にいろいとある程度の見積もり

をお願いしていたわけでございますが、その

見積もりがあった場合には、やるとかやらな

いかは別にしてお示し願いたいと思います。 

 それと最後に、最近は食の取り組みで加賀

野菜、能登野菜ということにこだわっている

わけです。魚では加能カニとか言っておられ

ますが、一つの品目でございますが、能登野

菜の振興に取り組みをということでございま

すが、どのような取り組みをしていかれる

か。品種がいろいろとございますので、あえ

て全部というわけにいきませんけれども、せ

めてこれから育成するためには苗代の半分ぐ

らいは３年間ほど補助できないものかなとい

うことを思っております。 

 最初の年度はなかなか雑草も生えたりして

なかなかものにならないわけでございます

が、３年たったら意欲ある人はものになって

いくのではなかろうかということでございま

すので、最初の３年間は苗代ぐらいは補助で

きないかと思います。 

 それと、能登ねぎを１、２、３と面積拡大

とか反収の向上とかいうことは基本計画にう

たってあります。その点、拡大をどのように

して思っておられるのかお示し願いたいと思

います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 農業関係で４つの質

問をいただいたわけでありますけれども、ま

ず能登野菜の振興品目の取り組みについてお

答えをいたしたいと思います。 

 平成17年９月には能登野菜育成七尾鹿島協

議会が設立をされました。会長が武本七尾市

長、そして副会長が私と田中能登わかば農協

長であります。七尾鹿島地域において特産化

に取り組んできた野菜の振興と、古くから栽

培されてきた伝統的農産物の発掘をし、地域

のブランド商品、食品に育成することを目的

としております。 

 現在までに特産化農産物と伝統的農産物の

候補を絞り込んでいる段階でございます。今

年度中に能登野菜を使ったアイデア料理のレ

シピ集の発刊をも予定しているところであり

ます。 

 12月７日付の新聞で、県においても能登野

菜の販路拡大を支援するため、年度内をめど

に、仮称でありますけれども能登野菜振興協

議会を設置して、能登野菜のブランド化に向

けた規格統一の策定や共同出荷体制の準備に

乗り出すという谷本知事のコメントも掲載さ

れていたところであります。 

 今後は、県の支援をいただきながら能登野

菜の確立とまた振興等に努めてまいりたいと

考えておりますし、また苗代というようなお

話もありましたけれども、それらにつきまし

ても本当にやれる方々とまたいろんな議論を

重ねながら検討してまいりたいと、そう思い

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

 その他につきましては、農林課長の方から

答弁をさせますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（若狭明彦君） 表農林課長 

  〔農林課長（表 辰祐君）登壇〕 

○農林課長（表 辰祐君） 坂井議員のご質
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問にお答えいたします。 

 認定農家、集落営農の数等についてでござ

います。 

 その前に、品目横断的経営安定対策のいわ

ゆる対象外になる一般農家への支援について

お尋ねでございましたが、制度に乗れない一

般の農家につきましては、残念ながら今のと

ころ支援というのは考えられておりません。 

 そこで、どうしたら品目横断的経営安定対

策に対応できるかという農家の育成に努めて

まいっておりますが、具体的にはことしの５

月から中能登町の緊急担い手支援チームとい

うのを組織しまして、私ども町とＪＡの石川

中央会、それからＪＡ能登わかば、そして石

川県中能登農林総合事務所の土地改良部並び

に農業振興部、そして農業共済組合、これら

の関連団体が連携を密にしまして取り組んで

まいりました。 

 その結果、本日までに認定をされました中

能登町の認定農家というのは68人でございま

す。うち４法人を含んでおります。それか

ら、集落営農では18地区の集落で取り組む予

定がなされております。 

 これらが全体の割合では、認定農家につき

ましては、パーセントなんですが分母によっ

て多少変わりますが、水稲作付農家に対する

割合になりますと4.5％になります。それか

ら、農地集積面積というのは27.7％、集落営

農の体系をとれるのは41％ということになり

ます。 

 それから、２つ目の耕作放棄地の解消につ

いての取り組みでございますが、中能登町で

は耕作放棄地というのはアバウト150ヘクタ

ールぐらいあると思います。先日まで町内あ

ちこちでセイタカアワダチソウの黄色一面に

生い茂っていた。それからまた、ススキの穂

が揺らいでいるというようなことで、それら

は年々拡大、拡散をしている状況でございま

す。その耕作放棄地のほとんどといいますの

は未整備田というところでございますので、

一年でも早く大型圃場整備事業を導入しまし

て、そして水田の汎用化を図り、水田を農地

をよみがえらせる、そのことが一番第一条件

で思われます。そういうところから、今年度

もずっと未整備地区の説明に積極的に取り組

んできました。 

 ここ１年の動きでございますけれども、小

竹、尾崎、水白地区でこのほど同意率が90％

を超える状況まで高まってきましたので、県

の計画審査会に近々上げる予定をいたしてお

ります。できれば平成20年度新規採択を目指

したいと思っております。 

 それから、武部地区におきましても先日、

準備委員会というのが組織をされまして前向

きに進んでおりますし、それから二宮地区に

おきましてもことし２回地権者説明会を行い

ました。こちらの方も前向きに進んでいる感

触というのを強くいたしております。 

 それからソフト事業では、先ほど議員おっ

しゃったように農地・水・環境保全対策とい

うのが19年度から実施されます。補助金

4,400円、これが安いのではないかというふ

うなことでございますが、4,400円というの

は現在までの国の制度の示しているところで

は10アール当たりで最高額が4,400円でござ

います。県の方ではこの4,400円についてさ

らにローカルルールというのを今定めており

まして、つい数日前に決定をしてきました。

どうも普通地区におきましては2,200円か

ら、最高ではその取り組みいかんによっては

4,400円まで上げることができるでありまし

ょうということになっております。 

 それから、良川地区の排水溝の件でござい

ますが、おっしゃいましたように去る９月議

会にもお尋ねになられたところでございま

す。受益面積が５ヘクタール以上であれば県

単事業で対応は可能であるというふうにお答

えをいたしましたけれども、ただ事業費には

上限があります。1,000万円を超えるものに

つきましては県単事業では残念ながら採択は
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してもらえない。県の方でもさらに国の事業

で対応しなさいというふうなことになりま

す。 

 その地区を積算いたしましたところ、希望

されているＵ字溝が約3,400メーター、事業

費で3,500万円ぐらいが見込まれます。そう

しますと、今ほど言いましたように県の事業

では、県も毎年シーリングをかけていますの

で非常に採択が難しくなっております。そう

したところから、議員も地域のいろいろ心配

されての質問でございましたので、私たちの

方でも実は県の方へ打診をしました。打診を

したんですが、やはり返ってきた答えは、県

営の圃場整備事業でしか対応できないでしょ

うということでございます。 

 町としても、先ほど言いましたようにいろ

んな地区へ説明に出向いております。良川地

区にもまたこれから行きますので、また議員

も事業の推進に弾みがかかるようにご協力も

していただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 坂井幸雄君 

○16番（坂井幸雄君） ありがとうございま

した。長々と質問、答弁いただきまして、い

い答弁もあったし悪い答弁もあったわけであ

ります。 

 ありがとうございます。これで終わりま

す。 

○議長（若狭明彦君） ここで休憩をとりま

す。開会は11時15分からいたします。 

           午前11時02分 休憩 

 

           午前11時15分 再開 

○議長（若狭明彦君） 会議を再開いたしま

す。 

 ４番 宮下為幸君 

  〔４番（宮下為幸君）登壇〕 

○４番（宮下為幸君） それでは、通告に従

いまして12月議会に３つの質問をしたいと思

います。 

 まず最初に、いじめ対策について。 

 福岡県筑前町の中学生と北海道滝川市の小

学生がいじめを苦に自殺したことが相次いで

発覚したことを受け、いじめ問題に関する実

態把握や防止対策などについて再点検するこ

とに文部科学省が要請しました。文部大臣か

ら異例と言えるような子供たちに対して、地

域の皆さんに対して、スポーツ指導者に対し

て、そういう文部科学大臣からの文書が出て

います。子供たちには「未来ある君たちへ」

ということで文章が学校で配布されました。 

 ただ、地域のスポーツ指導者、スポーツ関

係の皆さん、家族の皆さんへは出ていないよ

うに思います。その地域の皆さん、スポーツ

関係の皆さんの文部科学大臣から送られたメ

ッセージを読まさせていただきます。 

 このところ「いじめ」による自殺が続きま

して、まことに痛ましい限りです。いじめら

れている子どもにもプライドがあり、いじめ

の事実をなかなか保護者等に訴えられないと

も言われます。一つしかない生命。その誕生

を慶び、胸に抱きとった生命。無限の可能性

を持つ子どもたちを大切に育てたいもので

す。子どもの示す小さな変化をみつけるため

には、毎日少しでも言葉をかけ、子どもとの

対話をして下さい。子どもの心の中に自殺の

連鎖を生じさせぬよう、連絡しあい、子ども

の生命を護る責任をお互いに再確認したいも

のです。 

 伊吹文部科学大臣から地域の皆さん、スポ

ーツ指導者の皆さん、ご家族の皆さん、お父

さん、お母さんへということでこれが出てい

ます。 

 ただ、学校の子供たちはこの文章は見まし

て、お父さん、お母さんは知っていると思い

ます。ただ、地域の皆さん、スポーツ関係者

の皆さんはこういう文章は知らないと思いま

すので、ぜひ出していただきたいなと思いま

す。 

 これを受けまして、石川県教育委員会も９
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年ぶりに各小学校でのいじめの調査を無記名

で11月24日から29日まで、子供たちに家へ持

たせてそのいじめの把握をしております。そ

れの調査結果が出ている町もあるそうで、中

能登町も多分にして出ていると思います。 

 そこで、その調査結果がどのようになって

いるのか、それについての対応策はどのよう

になされるのかお聞きしたいと思います。 

 それと、言語環境についてどうしているの

か。言語環境で今、子供たちは平気で「死

ね」とか「消えろ」とか「ウザい」というよ

うな言葉を使います。それに関して教育の力

で正しくしていくことが必要でないのかなと

いうことを思いますので、教育長にその辺の

ことについてお聞きしたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

  〔教育長（池島憲雄君）登壇〕 

○教育長（池島憲雄君） 今ほどの宮下議員

のご質問にお答えをしたいと思います。 

 ２件あったかと思います。 

 まず第１点目ですけれども、全国でいじめ

によりみずからの命を絶つという痛ましい事

件が相次いで発生したことから、石川県の公

立学校すべての小中学校におきまして、いじ

めの実態調査が先ほど言われたとおりに実施

されました。 

 これは、いじめの実態をしっかりと把握

し、今後のいじめの問題への取り組みに生か

していきたいということで実施されたもので

す。それぞれの学校で現在集計と分析、もう

終わるのかなと思いますし、もしそれぞれの

学校で少しでも気になる結果が見られたよう

なことがあれば、直ちに子供たちとの面談あ

るいは学級での話し合い、そういったことに

直ちに入るようになっております。そして、

いろんな子供たちの情報収集あるいは保護者

の皆さん方が情報をいただきながら対応策を

検討して解決を図っていくという、そういう

ことになっています。 

 まだ私たち教育委員会の方でも学校での集

計結果というものがどのようになっている

か、全体の様子はまだつかみかねておりま

す。それぞれの学校で結果をもとにしてどう

対応していくのか、どういう方針をとってい

くのかということも含めまして、私たち教育

委員会の方に報告をいただくということにな

っておりますので、全体の様子についてはま

だつかみかねるかなと思います。 

 それからもう一つは、個人情報にかかわる

ことも含まれてくるかなと思いますので、

個々のケースについては具体的な公表といい

ますか、こうこうこういうことがあって、こ

ういうことに悩んでいるんだよというような

問題、そういうようなことについてはなかな

か公表できないのかなという面もあるかと思

います。 

 とにかく私たち教育委員会におきまして

も、学校の実情把握にどういう、それぞれの

学校が今どのような取り組みをしているのか

ということをしっかりと把握しながら、もし

学校あるいは保護者の皆さんからそういう問

題について訴えがあったり問い合わせがあっ

たり相談があれば、積極的に支援やあるいは

保護者の皆さんへの相談に当たっていきたい

なというように思っています。 

 以上です。 

 それから２つ目です。言語環境については

どう指導しているのかというようなことだっ

たかなと思います。 

 先ほどご指摘のように、今の子供たちは

「死ね」とか「消えろ」「邪魔」「ウザい」

「キモい」といった、そういう暴言を平気で

口にするようになってきたなという感じを持

っております。テレビとか漫画あるいは雑誌

などの影響が大きいのかなと思うんですけれ

ども、言葉の乱れが本当に気になり出してき

ました。 

 とにかくそういう言葉は人間性を無視した

言葉でありまして、そういったことを言われ

た子供は心が傷ついて、精神的に耐えがたく
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なっていく。それはまさにいじめそのものと

いうことにもなりますので、学校現場の方で

もしそういう場面を見つけたら、その場で即

刻注意をしてその子に丁寧に指導をしていく

というようになっています。 

 もちろん全校集会や道徳あるいは学級活動

の時間などでいじめの問題ともあわせて指導

も行っているわけですけれども、なかなか改

善してよくなったなというようなところまで

は至らないのが実情かなというふうに思って

います。とにかく子供たちの心情に訴えなが

ら、時には子供たち自身の問題として子供た

ちにもしっかりと考えさせながら改善に向け

て気長に取り組んでいく必要があるかなとい

うことに思っております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 宮下為幸君 

○４番（宮下為幸君） 今、教育長は全体的

にはまだアンケートが把握されていない。部

分的にはあるのですか。その辺をお聞きした

いと思います。 

 それと、部分的にあるということは少し私

たちも耳に入ってきますので、その部分的な

分に対してどのように学校が対応しているの

か。親も含めてどういうような家庭へ持ち帰

って子供に接しているのか。その辺について

お聞きしたいと思います。 

 それと、鳥屋小学校の方でカウンセラーを

やっている人がおいでると聞いておりますの

で、そういうカウンセリングを利用される方

が現在までおいでたのかどうか、その辺のこ

とについてお聞きしたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

○教育長（池島憲雄君） 今ほどの再質問で

すけれども、トータルはまだつかみかねてい

ません、もちろん。部分的には数字として、

データとしてはいただいているところもあり

ます。それによりますと、なるほど現在いじ

められているなという認識を持っている児童

生徒は数字としては何件か上がってきており

ます。 

 ただ、低学年にいくほど数字が大きくなっ

ている。中学校よりも小学校、小学校でも

高、中、低といくほど数字が大きくなってい

るという面もありますので、こういったのは

いじめの調査で、その低学年の子供たちはい

じめというものをどのようにしてとらえてい

るのかなということにも大きくかかわってく

るのかなというように思います。 

 例えば、お母さんあるいはお父さんと一緒

にあの調査をしたときに、「ねえ、あんた。

きょうだれかに嫌なこと言われんかった」

「言われたよ。きのうも言われたよ」「その

前はどうやった」「おとつい、３日ほど前か

ら言われた」「ああ、それはいじめだな」と

いうようになったり、そういうようにして簡

単なトラブルとか友達同士のやりとりでも非

常に心に苦痛というように認識した場合には

いじめということになるんですけれども、い

じめの程度によっても日常的なことから深刻

なことからいろいろとあるかなというように

思います。 

 そういったあたりも各学校の現場ではデー

タを、もちろん無記名ですので学級だけがわ

かりますので、自分のクラスにそういう、ど

ういう、ここにあらわれた数字と同じような

ことが起こっているのかどうかというあたり

を学級担任あるいは校長、教頭、あるいはそ

ういう生徒指導の担当者の方でよく状況を見

ながら、現在、学級全体の様子をつかみ、

個々の様子をつかんで今実情をつかんでいる

最中であります。 

 もちろんその中には、これは大きな問題だ

なというようなこともあるかもわかりません

し、もう３日目、４日目になったら仲直りし

てという状況になっているかもわかりません

し、その辺についてもう少し時間をかけた検

討と状況把握が必要なのかなというふうに思

います。 

 それから、カウンセラーの件ですけれど
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も、カウンセラーについては町内の２つの中

学校にカウンセラーの人２名配属になってお

ります。もちろん配属されている中学校は、

その中学校のためにということでなくて、そ

の中学校に配属されておりますので、町内の

保護者の皆さんあるいは教職員、ぜひ相談し

たいな、お力をかりたいなという人はカウン

セラーの先生とご相談というのは十分可能と

いうふうになっております。 

 それぞれの学校でそういうことを知ってい

るかなと思いますので、現に相談されたもの

もたくさんあるかなと。これまでにそういう

ケースもあるかなというふうに思います。 

 別に数字そのものを出す出さないというよ

りも、どの程度のものかなのかということを

しっかりと状況を今つかんでいる最中かなと

いうふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 宮下為幸君 

○４番（宮下為幸君） 今、教育長から答弁

いただきました。 

 いじめというのは、私ら昔から、子供のと

きからあって、私らはいじめる方でしたので

なくなるということはないと思います。学校

が機能しているというような証拠だなという

ような感じを受けますので、これからぜひそ

ういう難しい問題がありましたら的確に対応

していただきたいなということを思いまし

て、次の質問に移ります。 

 鍼灸の助成券の発行について。 

 ３月、６月の定例議会で前議員の五十嵐三

朗さんが鍼灸の助成について２回にわたり一

般質問されました。石川県では、４つの自治

体が70歳以上の人を対象に福祉サービスを受

けていると聞きます。 

 私も10月ごろに腰が痛くなりましていろん

なところを回りましたがなかなか治らず、は

りを打ちましたら見事に効果ありまして楽に

なりました。現在、１カ月ほど行っていない

ものでまた立っていると腰が重くなってくる

ような状態になっています。健康管理のため

に月１回は行かんならんなというような感じ

をしております。 

 鍼灸を体験したことのある日本人は２％に

対し、アメリカでは10％に達しているそうで

す。世界保健機構では100以上の疾患で適用

を認めているのに、日本で保険が使える治療

は神経痛、リューマチなど６つだけの症状だ

そうです。日本は世界の鍼灸の後進国だとい

うことで北國新聞の方で紹介がありました。 

 禁煙治療は今年度から保険の対象になりま

したが、鍼灸もぜひいろんな意味で禁煙、ダ

イエットとか、不眠症、精神障害、麻薬中毒

の治療にも効果があるということも書いてあ

りました。刺す、私は精神安定剤だと思いま

す。 

 中能登町でも来年度から70歳以上にぜひ、

今予算のヒアリングをやっておいでる時期だ

と思いますが、今、保険がききません。

3,000円ということで、例えば私行きまして

も3,000円。どういうふうな助成をするんだ

ということで、町が1,000円、受ける本人が

1,000円、そして病院が1,000円ということ

で、そういうような多分ほかの自治体もやっ

ていると思います。 

 その辺について各自治体での利用券の発行

枚数、助成金はどのくらい出ているのか、白

山市を含めて４つの市がやっていると聞いて

おりますのて、その辺について担当課長にお

聞きしたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 詳細につきましては

担当課長より説明をさせますけれども、前段

の方に私の方から説明をしたいと思います。 

 はり、きゅうの福祉助成券に関するご質問

であります。 

 ３月、６月の定例会において五十嵐前議員

から同様の質問があり、検討をしておりまし

たが、現在のところ、はりやきゅうを福祉事
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業として要望されている方、町民のニーズが

どの程度のものかまだ判断をしかねていると

ころでございます。 

 県内の調査もいたしましたが、実施市町は

金沢を初め４市にとどまり、また財政面の絡

みもあり、今後の存続の是非を考えていると

の状況だそうであります。また、近隣市町で

はいまだ実施はされておりません。 

 加えて、治療面の必要な方は医師から鍼灸

治療の診断書をいただいて、治療時に提出を

していただければ医療行為に当たりますの

で、１割から３割の自己負担ではり、きゅう

治療を受けることができます。 

 また、今後もこれらについて住民の皆さん

のニーズを的確に把握し、検討していきたい

と考えております。 

 この後につきましては、課長の方から答弁

をさせます。 

○議長（若狭明彦君） 小林保健環境課長 

  〔保健環境課長課長（小林玉樹君）登壇〕 

○保健環境課長（小林玉樹君） 宮下議員の

２つ目のご質問です。各自治体での利用券の

発行枚数、それから助成金はどのくらいかと

いうことでございますので、お答えいたしま

す。 

 まず、４つございますので、金沢市でござ

います。１回当たり1,200円の券でございま

す。これを１年間に18枚を上限として交付し

ております。ですから、この上限といいます

か最高枚数を交付していただくと２万1,600

円となります。 

 次に、輪島市でございます。こちらは１回

1,000円でございます。1,000円の補助券を12

枚を上限に１年間交付ということで、１万

2,000円でございます。 

 次に、小松市。小松市は輪島市と同じでご

ざいます。１回1,000円の補助券でございま

すが、これは１年間に欲しいときに言ってい

ただくというんじゃなくて、１年間に18枚を

つづりにした冊子で発行しております。です

から、全員の方が１万8,000円分を最初に受

け取るという形になっております。 

 次に、白山市でございます。１回1,100円

を１年間に６回を上限として発行しておりま

す。ですので6,600円の上限となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 宮下為幸君 

○４番（宮下為幸君） 結構金額１年間に１

万2,000円とか１万8,000円の助成、小松市、

輪島市、白山市、金沢市がしていることを受

けまして、ぜひ中能登町も来年度予算にぜひ

入れていただきたいなということを思いま

す。 

 それでは、３点目の宅地造成について。 

 中能登町は2005年度の普通会計決算では経

常収支比率、起債制限比率、実質公債費比率

とも19市町村の中でもトップクラスの位置に

いました。 

 ただ、自主財源比率は下から３番目という

ことで25％にとどまっております。トップが

野々市町の64.5％です。野々市町は固定資産

税が26億円、住民税、法人税合わせて24億、

50億の自主財源があります。目立った企業誘

致もないそうです。現在、野々市駅の周辺で

は100区画の造成をしていると聞いておりま

す。 

 中能登町でも、自主財源を求めるには人口

定住、宅地分譲を促進していくことが私は必

要だと思います。選挙のときにあおば台の方

を回りましたら、あおば台の町民の方々がこ

こはいいところやと。二宮の駅は近いし、平

和堂もすぐ歩いてでも行かれるしということ

で、いいところへ来たということで言ってお

いでました。この辺もまだふやさんがかねと

いうようなことも言っておいでましたが、そ

れはわかりませんということで言っていたわ

けですが、大変な歩いて暮らせるまちづくり

の、私はあの辺はモデル地区だと思います。 

 ぜひああいうのを今、氷見田鶴浜線、羽坂
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交差点から二宮駅までの周辺、まだ先の方も

あいていると聞いております。その辺での宅

造の考えはあるのか、要望等はあるのかお聞

きしたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 宅地造成の質問にお

答えをいたします。 

 現在、町においては住宅団地に隣接をした

町有地の整備を行い、宅地として供給する計

画であります。12月の定例会におきましても

予算化をお願いいたしているところでもあり

ます。 

 一方、今年度において町有地を含め宅地造

成の候補地について調査を行っております。

宮下議員が野々市町の事例を述べられたわけ

でありますが、私も今定例会の提案理由の中

で触れさせていただきました地方自治体の創

造性が今後ますます強く求められると考えて

おります。 

 そうした中で、宅地造成は中能登町のまち

づくり推進をしていくための大きな施策の一

つであると考えております。 

 ご質問の羽坂地区については、現在正式な

要望はありませんが、候補地の一つとして地

理的条件、農業振興、あるいは環境問題など

を踏まえて検討させていただいているところ

でございます。 

 その他につきましても、宅地造成の可能性

につきましていろいろと今調査中ということ

でございますので、よろしくご理解をいただ

きますようお願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 宮下為幸君 

○４番（宮下為幸君） 今、町長はほかの地

区でも調査検討中ということを言われました

が、そういう調査検討している宅地造成の候

補というのは現在は幾つもあるかないかとい

うことだけでもお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） ３カ所ほどありま

す。区長さんの方からこの辺はどうですかと

いうようなこと、また民間の方からこの辺は

どうですかというようなことで、私の聞いて

いるところでは３カ所ほどございます。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 宮下為幸君 

○４番（宮下為幸君） ３カ所あるというこ

とで、ぜひまた宅地造成はしていただきたい

なと。企業誘致もなかなかわけにいかないと

いうことで、ぜひやっぱり大型集積地を含め

て宅地造成をしていただきたいと思います。 

 私は旧鹿西地区ですが、本当に今、少し明

るい話題というか、明るいなというような感

じがあります。それはどこかといいますと、

デイサービスひまわりに神戸ルミナリエでは

ありませんが、私は上区ルミナリエはすごい

なということを言っております。地区の人が

皆さんでお金を出し合って、150万円を集め

られてああいう韓国の「冬のソナタ」ばりの

青色ダイオードでイルミネーションをつくら

れたということはすごいなということを感じ

ます。 

 ぜひそういう本当に住んでよかったという

まちづくりをぜひこれから来年度にかけてま

たしていただきたいなということを思いまし

て、一般質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（若狭明彦君） 次に、２番 諏訪良

一君 

  〔２番（諏訪良一君）登壇〕 

○２番（諏訪良一君） 通告のとおり３件に

ついて質問したいと思います。 

 最初に、石動山における通話の不便さの解

消について。 

 林道城石線の開通、大宮坊の再建と関連施

設の整備、氷見田鶴浜線の道路改修や各種の

イベントの開催等に伴って、観光や散策など

で石動山を訪れる人が年々ふえつつあるも、

一方では公衆電話がなく、また携帯電話にあ
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っては電波の圏外域のため、防災と緊急時に

おいて山からの電話連絡ができないとの不便

さが指摘されています。 

 そこで、必要性の所感について、解消策の

方策についてをお尋ねします。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 諏訪議員の質問にお

答えをいたします。 

 まず必要性についてでございますが、現

在、携帯電話会社として３社がございます

が、石動山資料館周辺では１社以外は通話圏

外と聞いております。ただし、通話のできる

１社も地域の中のごく一部の場所でしか通話

ができないと聞いてもおります。 

 石動山は国指定の史跡で、大宮坊や資料館

などがあり、平成17年度では約２万人の方が

訪れておりますが、その中には携帯電話での

通話ができないなど不便さを感じられた方も

おいでたのでないかと思っております。 

 現在、緊急時には資料館や大宮坊にある電

話を使用していただいておりますが、施設の

休館日等には利用できないのが現状でありま

す。また、災害等での電話線の断線も考えら

れますので、携帯電話での緊急連絡方法の確

保も必要であると認識をいたしております。 

 次に、携帯電話の不便さ解消策といたしま

しては、まずだれもが気軽に利用できる固定

電話の設置等が考えられます。また、携帯電

話についてはアンテナ基地局を建設すること

が最善ではございますが、史跡内での建設は

極めて難しいと思われます。基地局建設以外

にも方法があると聞いておりますので、通話

エリアの拡充に向けた詳細な調査を携帯電話

会社へ要望していきたいと考えております。 

○議長（若狭明彦君） 諏訪良一君 

○２番（諏訪良一君） 大宮坊の周辺では相

当困難な面があろうかと思いますが、携帯電

話がどうしてもだめということであれば、固

定電話でもやむを得ないのではなかろうか、

こんなように思いますので、続いてご検討を

願いたいと思います。 

 次に、被保険者証（カード）の更新につい

てです。 

 先般更新されました国民健康保険被保険者

証は、以前のものに比べて非常に小さいため

携帯しやすいという利点がある。反面、非常

に小さくて薄い。持って歩いても、なくなる

のではなかろうかというような懸念が持たれ

ております。 

 保険者証の更新にかかる経費の削減上の観

点から検討すれば、当然考えられるところで

はなかろうかと思いますが、反面、身分証明

にも利用できる大変大切な証、カードであり

ます。紛失や汚れ、破損等の心配が持たれる

ようなカードの作成を考慮すべき必要があろ

うかと思います。 

 そこで、カードのサイズについて。カード

裏面に大変重要なことが記載されております

が、その字が小さいために読める人がいない

のではなかろうかと思います。そんなことか

ら、注意事項欄の活字の大型化、汚れ、破損

等の防止について伺いたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 本年９月に国保の被

保険者証を、住民の要望でもあり、時代の流

れでもありましたが、被保険者一人一人で使

っていただけるようカード化をし、郵送でお

届けをいたしました。 

 まず、１つ目の質問の大型化すればいかが

かとのことですが、カードの大きさは国民健

康保険法施行規則第６条第１項に縦54ミリ、

横86ミリと定められており、金沢、小松、か

ほく市、志賀町などでも同サイズで同じ材質

カードで実施をされております。これについ

て今すぐつくりかえるということは無理があ

り、今回は現物のものでご承諾いただきたく

お願いをいたします。 

 国保の保険証は基本的には１年ごとの更新

となりますので、規定外の材質や厚み等につ
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いては住民の要望をできる限り反映をしてい

きたいと考えておりますので、よろしくお願

いをいたします。 

 ２点目の注意事項欄の活字の大文字化につ

いてでありますけれども、小さいカードの中

であれだけの必要事項を記入しますと、文字

サイズは最大でもあの大きさが限度になりま

すが、やはり次回にはできる限り短い文章で

表現をし、少しでも文字を大きく読みやすい

ものへ努力したいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 諏訪良一君 

○２番（諏訪良一君） もう１件の汚れ、破

損等の防止についてはどのようにお考えです

か。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 申しわけございませ

ん。今のカードは大変薄く、サイズも決まっ

ているわけでありますので、先ほど申しまし

たように１年で更新をいたします。次、厚

さ、それらにつきましては汚れをすぐふくよ

うな、何かそういう材質で変えてまいりたい

と、そう思っております。 

○議長（若狭明彦君） 諏訪良一君 

○２番（諏訪良一君） こんなようなフイル

ムがもう市販されております。これを望む方

がおいでるわけです。これ１枚28円ほどなん

ですね。何千枚と予約すれば相当安くなって

くると思うんですね。そして、これを挟みま

してラミネーターという簡単な機械があるん

です。それにかけるともうきれいなこんなカ

ードになります。医者によっては、これをサ

ービスしてくれるようなところも出ておりま

すので、ぜひこのあたりも検討していただき

たいと思います。 

 その次に、行財政改革大綱の策定について

であります。 

 行財政改革の推進を抜きにしては、その将

来の運営がままならないという文言は中能登

町総合計画案に明記されております。中能登

町の誕生は、いわば行政改革を断行するため

の手段にあると言っても過言ではないと思い

ます。財政事情が非常に厳しい折、いち早く

合併後の新たな行財政改革を策定し、邁進し

てこそ所期の目的が達せられるのではなかろ

うかと思います。 

 このことについては、昨年の12月の議会で

私が一般質問しております。そのときの答え

は、18年３月末には議会の前で公表したいと

の回答でした。策定作業の進捗状況につい

て、公表時期についてお尋ねします。 

○議長（若狭明彦君） 苗山参事兼総務課長 

  〔参事兼総務課長（苗山雅幸君）登壇〕 

○参事兼総務課長（苗山雅幸君） 諏訪議員

のご質問にお答えをしたいと思いますが。 

 中能登町行財政改革大綱につきましては、

昨年、役場職員において行政改革ワーキング

グループを組織いたしまして、職員アンケー

トを実施し、約80件の提言がありました。そ

の後、提言の集約と各担当からの意見聴取を

実施を行いまして、素案をまとめておりま

す。その素案を課長補佐会議、課長会議にて

協議したものを本年３月29日に開催いたしま

した中能登町行政改革懇談会において有識者

の方々に大綱の内容を確認していただきまし

た。その後、公告並びに町のホームページに

おいて大綱の内容を公表はいたしておりま

す。 

 しかし、行財政改革については日々の積み

重ねが大切であるとともに、職員一人一人が

改革に対する意識を高めることが重要かと考

えております。年が明ければ、行政改革大綱

における本年度の進捗状況を検証するととも

に内容を見直していくこととしております。 

 検証の方法といたしましては、役場の課長

会議を行政改革推進本部と位置づけまして、

その推進本部を中心として検証作業を進め、

その結果を順次懇談会を開催いたし公表して

いくこととしておりますので、よろしくお願

いをいたします。 
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 なお、行政改革懇談会の委員には８名の

方、各種団体の長でございますが、８名の方

に委嘱をいたしております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 諏訪良一君 

○２番（諏訪良一君） 特に財政の関係は大

変難しいと思います。国自体もはっきり定ま

っていないというところですが、かといって

それをいつまでも検討、検討ではタイミング

を失してしまうのではなかろうかと、このよ

うに思います。 

 でありますので、やはりここで答えていた

だきました言葉を真摯に受けとめて、それに

責任を持てるような業務の推進、このあたり

を特にお願いしたいと思います。 

 昨年の12月、このほかにももう１点ありま

すが、そのことはきょうは割愛しますが、と

にかくここで答えていただいたことに沿わな

いような業務の推進を皆さんにお願いしたい

と思います。 

 以上で終わります。 

○議長（若狭明彦君） ここで昼食のため１

時20分まで休憩いたします。 

           午後０時04分 休憩 

 

           午後１時20分 再開 

○議長（若狭明彦君） 会議を再開いたしま

す。 

 ７番 甲部昭夫君 

  〔７番（甲部昭夫君）登壇〕 

○７番（甲部昭夫君） 私の番がやっと参り

ましたけれども、一言断っておきたいんです

けれども、一般質問の通告書に、私の質問の

中に「拒否のうわさを」と括弧して、私は町

民と書いてあるので、ある人がこれは町長と

書いてあるがでないかと言われたものですか

ら、この辺、皆さんひとつ町民ということ

で、町長ではないということでご訂正をお願

いしたいと思います。 

 それでは、今回の質問は、先ほど宮下議員

も言っておいでになりました学校の教育問題

のいじめ、そして登校拒否、自殺問題につい

て一言お聞きをしたいと思います。 

 この問題で、いじめなど全国各地で子供た

ちや学校長までが犠牲になり亡くなられてお

り、本当に痛ましいことだと思っておりま

す。 

 今、私たちの小中学校時代のことを思い出

しますと、その当時は先生にしかられること

は当たり前で、そういう問題を家まで持って

いって処理するようなことはほとんどなかっ

たと思っておりますが、昔と今は本当に違っ

ているんだなとつくづく思います。 

 さて、本題に入りますが、一連のいじめ、

登校拒否、自殺問題に関して教育長はどのよ

うな所感を持っておいでになるか、一言お聞

きしたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

  〔教育長（池島憲雄君）登壇〕 

○教育長（池島憲雄君） ただいまの甲部議

員のご質問にお答えをいたします。 

 いじめにより児童生徒がみずからの命を絶

つという本当に痛ましい事件が相次いで起こ

りまして、大きな社会問題となっておりま

す。報道によりますと、教職員自身の言動が

児童生徒を傷つけたり、いじめを助長したと

いうケースもありました。38年間にわたり学

校現場で子供たちの教育に携わってきた者と

いたしましては、まことに残念でたまりませ

ん。 

 大切なお子様をお預かりいたしまして、し

っかりと守るべき学校で深刻ないじめが発生

し、それが原因でみずからの命を絶つ。そう

いうようなことは絶対にあってはなりませ

ん。とにかく学校長を中心に、教職員が一丸

となっていじめが起こらない学校づくり、い

じめを起こさない指導に全力で取り組んでま

いります。 

 まずは、子供と教師と保護者相互の信頼関

係を築くこと。その上に立って心の教育を真
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剣に推進してまいりたいと思います。特に、

いじめを含めさまざまな問題行動には早期発

見、早期対応が肝心です。問題を抱える児童

生徒への親身になった指導に努めるととも

に、保護者の協力、関係機関との連携を特に

重視して取り組みを進めてまいります。 

 地域の皆さん方のご協力もぜひお願いをし

たいなと思っています。 

 よろしくお願いします。 

○議長（若狭明彦君） 甲部昭夫君 

○７番（甲部昭夫君） その問題に関しまし

て、私は町民の方から当町の学校において登

校拒否をしているという、子供さんが数カ月

拒否をしているというような話を聞いており

ます。詳しくは申し上げることはもちろんで

きないわけですけれども、このような事実が

あったのかどうか、教育長は現場の先生から

報告を受けているかどうか、この点をお聞き

したいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

○教育長（池島憲雄君） ただいまのご質問

は、当町の小学校でいじめによる不登校があ

るのではないかとのご質問だったと思いま

す。 

 甲部議員が今言われましたとおり、２学期

に入ってからいろいろなことが原因で学校を

休みがちになる子が町内の幾つかの学校で何

人か出てまいりました。これは事実です。 

 その中で、初めの間は担任の先生や友達の

働きかけで何とか学校へ来ていたわけですけ

れども、現在は欠席が続いているというお子

さんもおいでます。その一方で、学校や家

庭、そして関係者の皆様の懸命な働きかけに

よりまして元気に登校できるようになったお

子さんもおります。 

 ただ、学校を休みがちとなる原因は非常に

複雑でありまして、すべてがいじめが原因だ

という、そういう単純なものでは決してあり

ません。実際は幾つかの要因が重なり合って

おりまして、解決の方法も非常にそのケー

ス、そのケースで異なってまいります。 

 教育委員会といたしましても、学校へ行き

たくないという子供たちが一日も早く元気に

登校し、みんなと一緒に学校生活を送ること

ができるように問題解決に向けて積極的に取

り組んでいきたいなというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 甲部昭夫君 

○７番（甲部昭夫君） そこで、その子供の

お話を聞いたという方のお話を聞いたんです

が、学校の先生が信頼できないというような

ことも言っているというようなことでござい

ました。その原因を早く解決しないことには

大変な事態になることも想像されますので、

この件に関してはその対応をお聞きしたかっ

たんですけれども、今の教育長の答弁に一部

その対応の姿勢が入っておりましたので、こ

れは答弁は要らないようにいたしたいと思い

ます。 

 なお、当町にも小さないじめや登校拒否な

どがあったことに驚いているわけですけれど

も、早く解決していい環境をつくり、みんな

で学校生活を楽しく送れるような子供たちを

育てていきたいと、そういうふうに念願をし

ております。 

 次に、せんだって新聞の報道ではございま

すけれども、学校の給食費未納という問題が

出ておりました。これに関しても、この機会

に一言お聞きしておきたいなと思うんです

が。 

 福井、富山、石川と比較しますと、石川県

は数字は554万円ということで0.15％、全体

の0.15％という数字を書いてありました。こ

れには未納の理由というのは払えない人もい

るし、払えても払えない人、それにまた払う

気のない人というような、そういうのもたく

さんいるということでしたけれども、この辺

は当町においての学校給食でそういう問題は

あるのでしょうか。また、未納者が何人かい
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るのでしょうか。その辺も少しお聞きをした

いと思います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

○教育長（池島憲雄君） 続きまして、学校

給食における給食費の未納の件についてお尋

ねがあったかと思います。17年度の資料でお

話をさせていただきます。 

 学校給食を提供している児童の数は1,594

人、給食費の総額は8,024万1,968円となって

おります。未納者の数は33名、金額にして83

万4,350円、パーセントで1.04％となりま

す。 

 未納の理由といたしましては、先ほどご指

摘がありましたように保護者の経済的問題、

それから責任感あるいは規範意識の問題があ

ると思っております。 

 未納者の対応といたしましては、電話によ

るお願い、文書によるお願い、あるいは学校

長、学校の職員あるいは教育委員会の職員、

給食関係者が家庭訪問を行いましてお願いに

回っているということです。 

 ちなみに17年度、先ほどの数字がありまし

たけれども、それが今年度、12月７日までに

どれほど改善したのかということで少し触れ

ておきます。前年度分について、今年度に入

ってから支払いをしていただいのが19万

6,560円、それから平成17年度、ずっとそれ

以前の分について８万円、合計27万6,560円

という金額が今年度おくれて納入をしていた

だいております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 甲部昭夫君 

○７番（甲部昭夫君） ただいまの報告をい

ただきまして、やっぱりうちの町にもあるん

だなということを痛感しました。こういう問

題はなかなか難しいので、これ以上追及する

こともできませんけれども、今後よろしくお

願いしたいと思います。 

 最後に、学校統合問題について簡単にお聞

きしたいと思います。 

 学校統合問題については、合併時において

は鹿西中学校を使うか、新しいところにもし

くは建てるかというような２案が出ていたと

思います。そして、合併後にせんだって報告

をいただきました新しいところに建てるとい

うような場所に建築をするということになっ

たと聞いておりますが、町長はこの問題に関

してどのように考えておいでになるか、改め

てお聞きをしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 甲部議員の質問にお

答えをいたします。 

 学校統合につきましては、中能登町学校統

合検討委員会より先般答申をいただいたとお

りでございます。私はこの答申を尊重し、学

校再編に努めていきたいと思っております。 

 まずは、統合中学校の建設に向けて、統合

中学校が新しい時代にふさわしい学校になる

よう、学校建設に対する基本的な考え方につ

いて保護者や地域住民及び学校の代表者の

方々から意見を求めて進めたいと思っており

ます。 

 これからの事業を進めるに当たりさまざま

な課題が生じると思いますが、住民の皆様方

とご相談をしながら進めてまいりたいと、そ

う思っております。 

 そういう中で、きのう全協の中でもう少し

踏み込んだ答弁をしたところであります。答

弁というか、お示しをしたところであります

ので、この場でもう一度私の考えの一端を述

べさせていただきたいと思います。 

 旧町の合併協議会の中で、いち早く中学校

の統合問題が取り上げられ、少子化傾向が続

くことも考慮し、一日も早く統合中学校を開

校すべきであるとの答申がなされました。内

容としては、鹿西中学校を増改築して利用す

る場合と、統合中学校を新規に建設する場合

の両論併記の形で提案を受けていましたが、
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町民の意見を拝聴する必要があるということ

から、本年３月３日に中能登町学校統合検討

委員会を立ち上げ、委員に15名を委嘱し、協

議をしていただきました。その答申の内容は

皆様方にお配りしたとおりであります。 

 そこで、私といたしましては、合併の基本

理念であります現有施設の有効利用と財政的

なことを考慮しつつ、今回の答申を真摯に受

けとめ熟慮した結果、教育環境、通学の利便

性を考慮し、適切な場所に新校舎を建設すべ

きであるとの思いに達しました。議員の皆様

方のご理解、ご協力を切にお願いを申し上げ

る次第であります。 

 今後は、仮称でありますが統合中学校建設

準備検討委員会を立ち上げ検討していただく

ほか、平成19年度予算には計画、設計等の予

算計上をし、本格的に建設に向けて進めたい

と考えております。 

 議員の皆様方には逐一検討結果等を報告

し、ご理解を得、お知恵も拝借しながら、新

町の大きな目玉事業として実施してまいりた

いと思っております。 

 なお、建設場所、規模、敷地面積等は全く

白紙の状況であり、現有の施設の利用方法等

についても今後議員の皆様方にご相談申し上

げますので、ご協力のほどお願いを申し上げ

ます。 

 また、小学校の統合につきましては、統合

中学校の建設後に将来を展望した形で検討し

てまいりたいと思っておりますので、よろし

くお願いをいたします。 

 これが私の考えであります。 

○議長（若狭明彦君） 甲部昭夫君 

○７番（甲部昭夫君） ただいま町長からご

返答をいただきました。一歩進んだお答えを

期待していたら、そのとおりだと思って喜ん

でおります。 

 これからまた生徒のこととかいろんなこと

を考えてこういう問題が進んでいくんだろう

けれども、そういう問題に関しては今ここで

私も発言する立場にないので言われませんけ

れども、またゆっくりと考えていい学校、い

い中身の生徒をつくっていただきたいなと、

そういうふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 終わります。ありがとうございました。 

○議長（若狭明彦君） 次に、10番 武田純

一君 

  〔10番（武田純一君）登壇〕 

○10番（武田純一君） 質問に入ります前

に、私の通告書で文字が違っておりますので

ご訂正方をお願いいたします。 

 ３番目に書いてあります町営公衆浴場の欄

ですけれども、「料金の総一」になっており

ますけれども、そうではございません。「統

一」でございますので、訂正方をよろしくお

願いいたします。 

 それともう一つ、２番目に総合計画につい

て質問するのに出してあるんですけれども、

総合計画につきましてはきのう全員協議会で

協議もされ、また序章、基本構想について素

案が出た時点で私は何点か自分の提言を行っ

ております。その提言が採択されております

ので、これに関しては触れることはしませ

ん。 

 それともう一つ、特別委員会も設置される

やに聞いておりますので、今回は総合計画に

ついては取り下げをいたします。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 平成19年度の予算についてお尋ねをいたし

ます。 

 12月３日の地方紙に、「市町村財政基盤強

化へ」の見出しで「県内19市町地方債は初の

減少」とありました。当町の実質公債費比率

は10.6％で、要注意ラインだと言われており

ます18％を大幅に下回り、従来の起債制限比

率は5.5％で、同じく要注意ライン14％、こ

れも大幅に下回っており、健全財政であり喜

ばしい限りでないかなと思っているんです。 

 しかしながら、喜んでばかりはおられませ
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ん。標準的な財政規模に対する義務的経費の

割合を示す経常収支比率は88.8％でありま

す。この数値は決算審査特別委員会の要求に

より得た数値であります。町においては75％

を超えると財政構造の弾力性が失われつつあ

ると言われています。それが88.8％でありま

す。 

 また、義務的経費は35.26％、うち人件費

は19.38％です。投資的経費は19.5％であり

ます。これらのことを踏まえて、17年度の総

括をお願いしたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 武田議員の質問に対

してお答えをいたします。 

 平成17年度決算を総括しての思いはとの質

問ですが、平成17年度は合併後初めての予算

を組み、真に必要な施策、優先順位を見きわ

めながら、過度な投資は行わず、健全財政と

住民福祉の向上を心がけて、１年間暗中模索

の中に執行をしてまいりました。 

 しかし、全国を震撼させたアスベストの有

害物質の除去工事等があり、特に教育施設に

思いがけず多額の費用をかけざるを得ない状

況もありましたが、それ以外は町民の生活に

密着した環境整備を実施してまいりました。 

 収入面においても、合併市町村補助金とし

て２億4,500万円が交付され、町税について

も8,800万円の増額となりました。その結

果、先般、石川県より発表がありました平成

17年度決算における主要財政指標の状況で

は、中能登町は地方債の財政負担を示す指標

であります実質公債費比率や起債制限比率は

大変良好な数字を示しております。 

 その一方で、町税などの自主的に収入でき

る財源の比率であります自主財源比率は残念

ながら悪い方から３番目ということであり、

今後とも自主財源の確保と強化を図らなけれ

ばならない状況にあります。 

 また、ご指摘のありました経常収支比率に

つきましても県内19市町のうちよい方から３

番目という結果でありますが、今後ますます

財政が硬直化することが予想され、厳しい財

政運営が求められています。 

 しかし、17年度は合併初年度ということも

あり、私のモットーであります町民の融和を

図るべくイベントの町祭を開催したほか、さ

まざまな交流の機会を得る事業が実施できま

したことは大きな意味を持った年であったと

思っております。 

 17年度を総括いたしますと、中能登町まち

づくり計画の基本理念であります「ふるさと 

ふれあい 心を育む 中能登町」の具現化に

向けた第一歩であり、まさに議員の皆様方の

深いご理解とご協力により１年目を終えたと

思っていますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（若狭明彦君） 武田純一君 

○10番（武田純一君） どうもありがとうご

ざいました。 

 義務的経費が35.26％、それから人件費の

方19.38％、今後ますます義務的経費がふえ

ていくだろうと。投資的経費、これは17年度

が19.5％ということで、この数字も決して高

い数字でなかろうかなと思います。 

 そういう中にあって、人件費の方ですけれ

ども、中能登町は石川県でも人件費が低い町

ではなかろうかなと思います。どうかその義

務的経費、これを少しでも減らすような努力

をしていただきたいと思います。 

 それでは、次に移ります。 

 次に、19年度の予算について、基本施策に

ついて問うてあるんですけれども、これは先

般、坂井議員の質問に町長が答えられました

ので、これに関しては割愛をさせていただき

ます。 

 次に、平成19年度の予算規模と歳入見込み

についてお尋ねをいたします。 

 その先に、決算審査特別委員会で求めた資

料に起債償還推計表があります。平成17年度
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公債費は元金が７億7,641万10円、利子は１

億7,588万6,224円、合計９億6,452万7,234円

であります。19年度の償還は、17年度より２

億7,000万円の増加になります。償還のピー

クは平成21年度で13億8,680万386円で、17年

度より４億3,400万円の増加になるのであり

ます。平成22年度は13億7,960万、４億2,440

万円の増になるのではないでしょうか。17年

度とほぼ同額になるのは平成26年になるので

はなかろうかと理解しております。 

 これらのことを踏まえ、我が国の景気は緩

やかな回復傾向にあるとも言われておりま

す。しかしながら、私どもにはまだまだ実感

ができないのが現状でございます。 

 加えて、地方交付税の大幅減税が報じられ

ております。先ほど町長が言われました自主

財源比率、17年度、これは24.92％でありま

した。大幅な伸びは望まれないと思います

が、予算規模と収入見込みについてご所見を

賜りたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 予算規模と歳入見込

みについてお答えをいたしたいと思います。 

 平成19年度の予算規模等についての質問で

ありますが、まず質問がありました地方債の

償還についてでありますが、18年度の一般会

計で借入します地方債の総額は、合併特例債

のケーブルテレビ施設整備事業や合併まちづ

くり基金等でおよそ39億円を借り入れる予定

であります。現時点では、償還のピークが平

成21年度になると推計をしております。 

 次に、予算規模と歳入見込みについてであ

りますが、日ごろより皆様方にお話ししてい

るように今のところ大型事業の予定はござい

ませんが、新年度は経常的な事業が主にな

り、予算規模は18年度より縮小されるかと思

います。しかし、将来の事業計画においては

大型事業も見込まれることから、費用対効果

の検証を徹底的に行い、投資的経費及び補助

金等の歳出全般の見直しを行うよう今年度、

経常経費のマイナスシーリングを命じており

ます。 

 歳入見込みにつきましては、19年度は今年

度に増して国からの交付税等が大幅に削減さ

れることが見込まれておりますので、財源確

保に一層重点を置く必要があります。 

 今後とも国の動向を注意深く見守り、税収

の確保や受益者負担の適正化により財源確保

に努めるほか、事務事業全般について徹底的

に見直し、創意と工夫を凝らした予算編成に

取り組んでいくこととしておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（若狭明彦君） 武田純一君 

○10番（武田純一君） 今ほどの町長の答弁

の中で、来年度の予算規模、これはことしよ

りも、平成18年度よりも少なくなると。それ

から歳入についても交付税が少なくなるとい

う、そういう中で予算を組まれるということ

で、大変な作業だなというふうに思います。

ひとつ歳出の方の見直しをされまして、健全

経営、これを続けていっていただきたいなと

思います。 

 それで、次の質問も歳出の関連になるんで

すけれども、次に移らせていただきます。 

 町営公衆浴場についてお尋ねをいたしま

す。 

 公衆浴場法の定義によれば、公衆浴場と

は、温湯、潮湯又は温泉その他を使用して公

衆を入浴させる施設をいうと定義されており

ます。浴場業は、県知事の許可を受けて業と

して公衆浴場を経営するということになって

おります。 

 当町の健康ハウス憩、老人福祉センターゆ

うゆう、老人福祉センター天平の里、３カ所

とも県知事の許可を得た公衆浴場でありま

す。歴史にそれぞれ相違がありますが、旧町

時に建設され、経営主体も町福祉課、町社会

福祉協議会と異なっております。 

 天平の里は鉱泉で効能もあります。他の２

つは水を沸かしただけであります。この３つ
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の公衆浴場は合併協議会で協議検討されたこ

とはありませんでした。中能登町になり１年

10カ月になろうとしております。経営を一本

化し効率的な管理運営体制の確立をする時期

に来ているのではないでしょうか。 

 平成17年度利用者は、天平の里が２万

9,393人、憩は５万6,410人、ゆうゆうは２万

1,947人であります。利用時間の方ですけれ

ども、天平の里は９時30分から16時まで、た

だし入浴は15時になっております。ゆうゆう

は９時から16時まで、憩いは９時30分から21

時40分までで、13時から30分、清掃の時間に

なっております。 

 対象者の方ですが、天平の里は20歳以上、

ゆうゆうは町内60歳以上または身体障害者に

なっております。憩は制限はございません。 

 料金の方ですが、天平の里は町内60歳以上

と身障者は200円、その他は300円でありま

す。ゆうゆうは60歳から64歳までは100円、

65歳以上及び身障者は無料でございます。憩

は小学生、65歳以上、身障者は100円、中学

生から64歳までと町外の方は300円でありま

す。 

 町民利用者の不公平感をなくするために

も、料金の統一を図るべきではなかろうかな

と思います。それから、先ほどありました歳

出の削減ですね。これも図れるのではなかろ

うかなと思います。 

 もう一つ、過剰サービスの廃止について申

し上げたいと思います。 

 健康ハウス憩の平成17年度消耗品に、ボデ

ィソープの購入代54万540円がございます。

それと、週刊誌、雑誌が12万6,000円です。

１カ月１万円ちょっとになります。この２つ

の方を検討する必要があるのではなかろうか

なと思います。ご所見を承りたいと思いま

す。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 町営公衆浴場につい

てのご質問でありますので、お答えをいたし

ます。 

 現在、町が直接管理運営をしております鳥

屋地区の老人福祉センターゆうゆうと鹿西地

区の健康ハウス憩、それに町の社会福祉協議

会が管理運営をしております老人福祉センタ

ー天平の里の３施設がございます。 

 これらの施設は、いずれも公衆浴場法の認

可を受けて営業行為をしている部分について

は同じでありますが、運営主体が違っており

ます。ご指摘の経営の一本化につきまして

は、同じ公衆浴場であり、また健全経営を図

ることから、今後統一化を図ってまいりたい

と考えております。 

 次に、料金の統一についてでありますが、

議員の言われる利用料金や対象者が異なって

おります。天平の里、ゆうゆうにつきまして

は、老人福祉センターとして運営をしてお

り、健康ハウス憩についてはお年寄りから若

者までが利用できるようにし、また町外から

も利用していただくためにサウナや最新のト

レーニング機器も設置をし、喫茶コーナーも

設けております。３施設の建設時の目的及び

施設設備面で格差があり、同一料金にするの

は困難かと思われます。しかしながら、現在

の利用料金及び対象者につきましてはばらつ

きがあり、今後段階的になるべく均衡のとれ

た運営形態に統一してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、健康ハウス憩の消耗品でございます

が、ボディソープでは町外のスーパー銭湯や

羽咋市のユーフォリア千里浜、志賀町のＳＨ

Ｉ・ＯＮ、中島のいやしの湯などに備えつけ

られております。ボディソープはサービスで

はなく、利用料金の一部と考えております。 

 次に、週刊誌、新聞でございますが、週刊

誌は２部、月刊誌が１部、新聞は２社の講読

をしております。同じく町外の入浴施設を見

ましても週刊誌、新聞は置かれており、休憩

時のひとときを過ごすのにも必要かと思われ

ます。何とぞご理解をいただきますようにお
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願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 武田純一君 

○10番（武田純一君） 経営主体の統一を図

りたいと。ありがとうございます。ぜひその

ように進めていっていただきたいと思いま

す。 

 それから、料金の方ですけれども、ゆうゆ

うの方に65歳以上の方と、それから身障者の

方が無料になっております。憩の方では65歳

以上の方、身障者とも100円です。それから

天平の里の方は、これは200円です。ぜひこ

のあたりもさらなるご検討をお願いしたいと

思います。 

 それから、私の過剰サービスでないかと言

いましたボディソープの方ですけれども、も

し今の論法でいった場合には、ゆうゆうの

方、それから天平の里の方も該当するのでは

なかろうかなと思います。そちらの方ともよ

く相談をされまして、不公平感のないように

していただきたいと思います。 

 それから、ことしの春ですか。天平の里の

方を改造しまして、ふろが２つになったと。

そのときに、公衆浴場法の適用というふうな

ので大変関係者の方が苦慮されたはずです。

町長もその担当部局の方へ赴かれておりま

す。私も担当部局の方へ伺いまして、その効

があったかないかはわかりませんけれども町

の方の要望どおりになったと。これは公衆浴

場の関係です。 

 時間を区切って女湯になったり男湯になっ

たり。これはできないと。これは県の条例、

それから国の方の法律を見ていただければお

わかりになると思います。今後、修理その他

が出てきたときには、やはりもう少しシビア

な取り扱いが必要でなかろうかなというふう

に思います。 

 今申し上げました何点かの要望、これをも

う一遍検討されるようにお願いをいたしまし

て、私の質問を終わります。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（若狭明彦君） 次に、１番 笹川広

美君 

  〔１番（笹川広美君）登壇〕 

○１番（笹川広美君） 中能登町議会が新し

いスタートを切った本年も残すところ２週間

余りとなりました。１年生議員として何もわ

からない中、先輩議員を初め多くの皆様のご

指導をいただき、本日第２回の一般質問に立

たせていただきます。 

 今回も３項目にわたる質問を町民の皆様の

声を代表し行わせていただきますので、町長

を初め担当課長の皆様の温かいご答弁をよろ

しくお願いいたします。 

 まず、いじめ、不登校の問題について、町

長並びに教育長のご所見をお伺いいたしま

す。 

 今、いじめを苦にした子供たちの自殺が全

国で相次ぎ、世間に大きな衝撃を与えており

ます。また、このようないじめの問題は日本

ばかりではなく、世界じゅうで深刻な社会問

題となっております。イギリスでは、６万人

とも言われる不登校の子供たち、その３分の

１はいじめが原因であるとのことです。私も

小学生の子供を持つ親として大きな不安を抱

かずにはおれません。 

 いじめ防止のための取り組みが急務とされ

る中、政府は2006年度補正予算案でいじめ対

策のための経費を計上する方針を明らかにし

ました。また、教育再生会議においてもいじ

め問題への緊急提言をまとめております。 

 いじめなんて昔からあった、大したことは

ない、こんな時代だから少しくらい仕方がな

いなどという声があります。とんでもない。

だれが何と言おうと、いじめは絶対に悪で

す。いじめられている側に問題があるのでは

ありません。いじめる側が100％悪いので

す。目の前のクラスメイトが苦しんでいる心

がわからない。恐ろしいことです。わかって

いじめをやっているとしたら、もっと恐ろし
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い。 

 社会全体がいじめは人間として絶対に許さ

れないという強い認識を持つことが何よりも

不可欠であります。学校側は、どんな理由が

あろうと人を苦しめるいじめは悪という姿勢

を貫き、いじめを発見したらすぐにやめさせ

る行動を起こすべきです。 

 また、いじめをなくすかぎを握っているの

は周りで見ている子供たちです。自分は関係

ない、見て見ぬ振りもいじめもと同じなんだ

と教え、傍観せず、いじめをとめる勇気を持

つとうとさを私たち大人が呼びかけていくこ

とが大切だと思います。 

 中能登町におきましても、このいじめ問題

は決して対岸の火事としてのんびり眺めてい

る問題ではありません。 

 そこで、いじめ、不登校問題について中能

登町の現状と取り組みに関し、以下の５点に

わたりお伺いいたします。さきの宮下議員、

甲部議員の質問とも多少重複する点もあるか

と思いますが、よろしくお願いいたします。 

 １つ、現在、中能登町の小中学校のいじめ

の実態はまだ全体像が見えないとのお話でし

たが、不登校の児童生徒は何人いるのでしょ

うか。また、その不登校の原因は何によるも

のでしょうか。そして、不登校の子供たちへ

の具体的対策はとられているのかお聞かせく

ださい。 

 ２、先ほど教育長からスクールカウンセラ

ーは２名おいでるとのことでしたが、相談窓

口はどのように設置されているのでしょう

か。また、相談活動の状況をお伺いいたしま

す。 

 ３、何よりいじめを早期に発見し、解決し

ていく環境づくり、体制づくりが必要かと思

われますが、具体的取り組みをぜひお聞かせ

願います。 

 ４、子供にとって教師こそ最大の教育環境

であると言われるように、一人の教師の存在

は子供の成長、その後の人生に多大な影響を

及ぼします。この重大な使命を担う教員の資

質向上に対し、どのように取り組まれておら

れますか、お伺いいたします。 

 ５、一連の学校の不祥事を受け、教育委員

会への批判と改革論議が高まっております。 

中能登町の教育委員会に照らし、教育長のご

所見をお伺いいたします。 

 以上、５点にわたるご答弁をよろしくお願

いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

  〔教育長（池島憲雄君）登壇〕 

○教育長（池島憲雄君） 今ほど教育問題で

非常にたくさんのご質問をいただきました。

一つ一つ答えていきたいなと思っています。 

 まず第１点目、いじめ、不登校の問題につ

いて、その実態、人数、原因、対応について

のご質問であったかなというように思いま

す。 

 いじめの実態調査につきましては、午前中

お話をしたとおり、現在、結果を踏まえた状

況把握と指導方針、あるいはどのような指導

方法をとっているのかということを各学校ご

とに検討を行って、速やかな解決に向けて頑

張っているところであります。 

 それから、もう一つの不登校についてです

けれども、実際に町内の小中学校ともに、さ

まざまな悩みあるいは問題を抱えながら学校

を休みがちになる子、それから学校へ登校で

きない子、また教室へどうしても入れずに別

室で勉強をしている子も、わずかですがそう

いう子がおります。 

 それぞれの学校では、校長、教頭はもちろ

んですけれども、担任が中心となりましてそ

の子供さんと丁寧にお話をしたり聞いたりし

ながら、また保護者あるいは児童相談所、ス

クールカウンセラー、あるいは羽咋にありま

すやすらぎ教室、それから七尾のわかたけ教

室、そういったところともいろいろと相談を

しながら解決に向けて頑張っているところで

あります。 
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 それから２つ目、スクールカウンセラーの

件についてですけれども、配置状況はどうな

っているのかということだったかなと思いま

す。 

 現在、スクールカウンセラーは県内では40

数名が学校に配属になっております。この中

能登町には、中学校２校、鹿島中学校と鳥屋

中学校にカウンセラーの先生が配属となって

おります。週１回の割合で年間35回、配属に

なっている学校を拠点にしていろいろと相談

活動をいただいている、こういうことになっ

ています。 

 相談状況、相談内容ですけれども、もちろ

ん子供たちの悩みや心配事について相談に乗

るカウンセリングを行う、そういうことが中

心なんですけれども、そういう問題で悩んで

おられる保護者との相談、もちろんそういう

子を抱えている、そういう心配な子を抱えて

いる学級担任との相談とか助言、あるいは実

際に子供たちの教室で先生と一緒に授業に出

て、子供たちの心の健康、体の健康、あるい

は悩みのこと、そういったことについて指導

をしていただく。そういうようなことで活動

をしていただいております。 

 もちろん配属されている２校だけでなく

て、中能登町にある小中９校どこの子供さ

ん、どこの保護者の皆さん、どこの教職員も

相談があれば申し入れをいたしまして時間を

決めていただいて相談活動を行う。そういう

ようになっているかなというふうに思ってい

ます。それが２つ目です。 

 それから３つ目、学校や教育委員会でどの

ような対応をしているのかということだった

かなと思うんですけれども、とにかく学校の

方では毎朝のように気になる生徒の情報交換

というのを、学校によって朝やるところ、帰

りにやるところ、職員会議でやるところ、あ

るいは週１回の生徒指導を中心とした委員会

でやるところ、さまざまですけれども、気に

なる生徒の情報交換、どうもあの子は元気が

ないなとか、どうも服装が乱れているぞと

か、休みがちだがどうかなとか、友人関係の

こと、家庭でのこと、そういうようなことを

すべて含めながら気になる生徒を出し合いま

して情報交換を行い、そして一人一人の子供

たちに当たっているということをやっており

ます。 

 もちろん月１回の職員会議では生徒指導主

事を中心といたしまして、話題に上がった生

徒の中から少し困ったなという部分について

は全教職員でいろんなことを検討しながら、

指導方針を立てながら学校挙げて取り組みを

進めている、そういう状況かなというふうに

思います。 

 それから４番目、教員の資質向上に向けた

取り組みということだったかなと思うんです

けれども、もちろん教員は絶えず人間修養と

人間としての魅力を高めるためのそういう努

力を日々行うべきでありますし、実際に行っ

ていると思います。さまざまな機会を通して

教師としての力量、授業力、指導力、そうい

ったことも意識しながら教材研究をしたり、

いろいろと本を読んだり、研修会に参加した

りということで頑張っております。 

 もちろん町や県の教育委員会が主催する研

修会はたくさんありますし、教育センターな

どの教育機関が主催する研修会もあります

し、いろいろと指定を受けた学校の研究発表

会等もありますし、そういうところに出かけ

ながら研究をしているということで、研修の

機会もたくさん用意されているのかなという

ように思っています。 

 それから最後、５番目ですけれども、教育

委員会への批判が全国的にある。あるいは改

革論議がある。それに対してどう思うのかと

いうことだったかなというように思うんです

けれども、全国的にいろんな問題が、一つ一

つ詳しいことはわかりませんけれども、例え

ばいじめ問題で非常に対応のまずさがあった

とか、いろんな問題で教育委員会の不備が指
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摘されていることもあったのかなというよう

に思います。私たちの教育委員会では、とに

かく住民の皆様方のご意見を踏まえ、そうい

ったものも反映しながら教育行政に対する指

導、助言をしっかりと行って自分たちの責任

を果たしながら頑張っていると思いますし、

今後もいろいろと指導力を発揮しながら町の

教育行政にかかわっていきたいなというふう

に思っているところです。 

 なかなか詳しいことはつかみ切れなかった

部分もあるわけですが、以上です。 

○議長（若狭明彦君） 笹川広美君 

○１番（笹川広美君） ありがとうございま

した。 

 教育の目的は子供たちの幸福にあります。

中能登の子供たちを一人としていじめなんか

で苦しませるものかとの思いで全力で教育行

政に取り組んでいただきたいと強くお願い申

し上げます。 

 次に、子供の読書活動の推進についてご質

問いたします。 

 平成13年12月、子供の読書活動の推進に関

する法律が施行されました。その基本理念に

は、子供の読書活動を人生をより深く生きる

力を身につけていく上で欠くことができない

ものとしております。とりわけ子供たちの読

書活動を推進していく上で学校図書の果たす

役割は最も重要なところであります。 

 文部科学省は、平成５年度の学校図書整備

新５カ年計画の実施に当たり、蔵書数の目標

として学校図書館図書標準を制定しておりま

す。例えば、小学校の場合、12学級の学校な

らば7,960冊、６学級の学校ならば5,080冊、

中学校では15学級の学校ならば１万720冊、

６学級の学校ならば7,360冊と定めておりま

す。 

 また、子供読書活動推進法の成立を受け、

学校図書の整備充実を図るため、平成14年度

より５年間、毎年約130億円、総額約650億円

の地方交付税措置が講じられております。 

 全国学校図書館協議会の調査によります

と、図書整備費が予算化されている地域の小

学生の１カ月の読書量は予算化されていない

地域の小学生の２倍に上がっております。さ

らに学校図書館から借り出された本の冊数

は、予算化されている地域では予算化されて

いない地域に比べ、小学生で2.5倍、中学生

では３倍以上だったということです。いかに

図書館の蔵書数の大小が子供の読書率に影響

を及ぼしているかを物語る調査であると思わ

れます。 

 中能登町の小中学校へは学校図書充実のた

めの十分な予算措置はなされているのでしょ

うか。また、各学校の図書の蔵書冊数は学校

図書館図書標準の目標冊数に達しているので

しょうか。お伺いいたします。 

 次に、学校図書館への司書の配置について

お伺いいたします。 

 平成15年から全国の学校約２万3,000校に

教育活動や読書活動の中心的な役割を担うこ

とを目的として、学校図書館の専門的職務を

担当する司書教諭が配置されました。かほく

市では、現在、６つの学校に順次司書が配置

され、図書室の本の貸し出し件数が２倍以上

に急増したとの新聞報道を目にしました。昼

休みは図書室は楽しく読書をする児童であふ

れておりました。 

 中能登町におきましても、大変優秀な司書

の方がお１人おられます。お１人で小学校、

中学校の９校を巡回する形で頑張っていただ

き、おかげさまで以前より子供たちの読書量

がふえていると伺いました。 

 しかし、９校を掛け持ちで担当されるのは

かなり無理が伴い、思うような活動が困難で

あると思われます。早期に図書司書の増員を

お願いし、将来的には全校に司書が配置でき

ることを目指していただき、子供たちの読書

活動を大きく推進していただきたいと思いま

す。何とぞ教育長の前向きなご答弁をよろし

くお願いいたします。 
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○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

○教育長（池島憲雄君） 先ほどの笹川議員

の子供の読書活動についてのご質問であった

かなというように思います。 

 まず、平成17年度地方交付税教育費積算基

盤による標準施設単価であります小学校１学

級当たり２万4,388円、中学校１学級当たり

４万9,600円をもとにした学校図書館費概算

額は、中能登町の小学校６校53学級で129万

3,000円、中学校３校23学級では114万1,000

円であります。 

 実際の学校図書費は、小学校では平成17年

度171万円、18年度は209万円となっておりま

す。中学校の方では、平成17年度も18年度も

107万8,000円となっております。 

 次に、学校図書の蔵書、それから整備状況

についてですけれども、小学校では４万

4,916冊、充足率120％、中学校の方では２万

5,509冊、充足率は113％となっております。

今後も順次新しい図書を購入し、整備をして

いきたいというように思っております。それ

が１点目です。 

 次、２点目、学校図書館への司書の配置の

件についてお話をされたかなというように思

います。 

 学校からの強い要望にこたえまして、今年

度から町で図書館司書１人を採用し、町内の

学校９校を掛け持ちで巡回指導を行っており

ます。これは先ほど笹川議員言われたとおり

です。 

 学校現場からは、大変よかったと高い評価

を受けているわけですけれども、月２回の指

導では本来のよさを十分に発揮してもらえな

い。何とかして増員をお願いできないかとい

う強い要望があることも承知をしておりま

す。 

 学校側が司書の方に期待するものとして、

学年単位の読み聞かせ、あるいは図書購入の

際のアドバイス、あるいは新刊図書の紹介、

図書室の環境整備や年代に合った子供たちへ

の読書の指導、そういったものをぜひ充実し

たいなという、そういう期待があります。 

 一番簡単なことを言いますと、図書館司書

を２人でも３名でも採用できればいいわけで

すけれども、何とか一般町民の皆さんで学校

図書館ボランティアのような形で支援をして

いただく、そういう体制はとれないものか。

あるいはまた、町の職員の方で司書の資格を

持った方も何人かおいでますので、そういう

方を学校の図書館司書として配置していただ

くことが可能なのかどうかというようなこと

も含めまして、今後検討させていただきたい

なというように思っております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 笹川広美君 

○１番（笹川広美君） 大変前向きなご答弁

ありがとうございます。テレビやゲームの影

響により子供たちの本離れ、読書に親しむ時

間は残念なことに激減しております。成長著

しい子供たちに読書が与える影響は計り知れ

ません。この大切な時期に読書の楽しさをも

っと伝えてあげる努力を私たち大人は怠って

はいけないと思います。どうか教育長を中心

に力強い読書活動の推進をよろしくお願いい

たします。 

 最後に、不法投棄についてお伺いいたしま

す。 

 先月10日、地元町内会で議会報告を開かせ

ていただきました。60人近くの多くの方に参

加いただき、その際、氷見田鶴浜線の県道沿

いではよくごみが捨てられている。軽トラで

２台分も処理するほどだ。この道沿いは田ん

ぼが多く、農作業をする人が大変困ってい

る。町でクリーン運動を行っているが、ポイ

捨てごみが一向に減らない。せめて中能登町

の住民だけでもポイ捨てはしないということ

を訴えていってはどうかとの住民の皆さんの

声がありました。 

 子供たちとクリーン運動に参加すると、た

ばこの吸い殻、ビールの空き缶などなど、ど
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う見ても大人が捨てたとしか考えられないご

みが多く散乱しています。すると、子供たち

からは大人のモラルの悪さへの厳しい批判の

言葉が次々と飛び交います。本当に情けない

限りです。 

 ポイ捨てごみの問題は、私たちにとってと

ても身近で日常的な、そして日本全国どこの

地域も抱えている半永久的な大きな問題であ

ります。 

 野々市町では、道路など公共施設を養子に

見立て、町民が里親役となり、美化ボランテ

ィアに取り組むというアダプトプログラムが

平成14年から行われております。現在、この

美化ボランティアの登録は６企業４団体で約

200人に広がり、町民の善行がすっかり定着

をしてきたそうです。 

 また、加賀市でも地域の美化活動の仕組み

づくりを金沢星稜大学が研究、調査している

との新聞記事がありました。先月、ごみフォ

ーラムinかがというイベントの開催も行われ

ています。どこも美しいまちづくりを目指

し、知恵を絞り奮闘されております。 

 秋田県北秋田市では、沿道1,100メートル

に植栽を行い、地元の人々から花の希望ロー

ドとして親しまれている県道があります。夏

にはヒマワリが温かく帰省客を迎え、秋には

マリーゴールドが市主催のマラソン大会のラ

ンナーにさわやかな声援を送ってくれる。平

成10年、地元老人クラブの会長さんが、ポイ

捨てごみが散乱し雑草が茂る県道に花を植え

る活動をたった１人から取り組み、今では

109名もの会員が携わる一大プロジェクトへ

発展したそうです。 

 そして、皆さんもよくご存じかと思います

が、我が石川県でも能登半島を駆ける珠洲道

路のサルビアの植栽は本当に圧巻です。道の

左右を何キロメートルにもわたり、それは見

事なサルビアの真っ赤なじゅうたんが行き交

うドライバーに大きな感動を与えてくれま

す。この植栽活動は、全くお１人の方の真心

で行われているとお聞きしています。 

 我が中能登町でも近くの道路を手入れして

くださっている方、また、だれに言われるで

もなく家の前の公園を我が家のごとく大切に

管理してくださっている方等、人知れず地域

の美化にご尽力くださっている方々がいらっ

しゃいます。 

 私たちの町は私たちの手で守っていこう。

子供たちからお年寄りまでみんなが誇れるま

ちづくりができたらどんなにすばらしいでし

ょう。美しい町は人の心を穏やかにし、優し

さで包んでくれる町です。それはそのまま安

心、安全なまちづくりにつながると私は思い

ます。 

 そこで、担当課長にお伺いいたします。 

 不法投棄、ポイ捨てによるごみの現状は町

全体でどのような状態なのでしょうか。ま

た、その事態に対しどのような対策をとられ

ているのでしょうか。 

 また、美しいまちづくりを目指し条例の制

定、ごみゼロ宣言を行うなど、杉本町長が先

頭に立って町のクリーン運動、ポイ捨て禁止

を叫んでいただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。町長の前向きなご所見をお聞か

せ願います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 笹川広美議員の不法

投棄についてお答えをいたします。 

 産業廃棄物や生活ごみの不法投棄は、残念

ながら大変続いております。産業廃棄物につ

いては、17年度につき２件、家庭系一般廃棄

物、いわゆる生活ごみについては12件の報告

がされており、職員が確認し処理をしたもの

でございます。また、産廃の２件については

該当者もわかり、罰金等が科されておりま

す。 

 こうしたごみの不法投棄の中で最近特にふ

えてきているのが、家電リサイクル法の施行

によりその処理に費用を要するテレビ、エア
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コン等であります。投棄される場所はふだん

人通りの少ない山間地で、車のとめやすいく

ぼ地あるいは河川が多くなってきておりま

す。 

 この対策といたしましては、現在、中能登

町では鳥屋地区、鹿西地区におのおの２名、

鹿島地区には４名、計８名の不法投棄監視員

の方を委嘱し、担当地区のパトロールを行っ

ております。 

 また、不法投棄の目立つ場所には投棄防止

の啓発看板を設置し、加えて職員の随時パト

ロールも行っておりますが、要は個人のモラ

ルの欠如でありますので、ＰＲや長い目で見

た学習機会の提供が必要と考えております。 

 また、町ではいろんな方々によりまして、

ボランティアの方々において花をつくってい

ただいたり、またごみ拾いをしていただいた

り、また春と夏には全町民が出ましてクリー

ン＆グリーンというような運動も行っており

ますし、また本当に１人で県道あるいは川の

ふちをこつこつと何十年にもわたってしてお

いでる、そんな方が本当にたくさんおいでま

す。またそんな方々と、また町民の方一丸と

なりまして、きれいなまちづくりに努めてい

きたいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（若狭明彦君） 笹川広美君 

○１番（笹川広美君） ありがとうございま

した。 

 2007年、来るべき新しい年に向け、杉本町

長を中心に、さらに希望輝く中能登町を目指

しての皆様の大いなるご活躍をご期待申し上

げ、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（若狭明彦君） ここで２時50分まで

休憩いたします。 

           午後２時38分 休憩 

 

           午後２時50分 再開 

○議長（若狭明彦君） 会議を再開いたしま

す。 

 20番 杉本平治君 

  〔20番（杉本平治君）登壇〕 

○20番（杉本平治君） 12月の今議会の最後

の質問をさせていただきます。 

 最後の質問というのは、私初めてなんで

す。それで、議員の皆さんも執行部の皆さん

も朝から座っているというのは大変苦痛だと

思うんです。私も今までこっちへ座っており

ましたけれども、やはり大変行をしているよ

うな気持ちでございまして、そういう中で質

問をさせていただきますが、ひとつ執行部の

方におかれましては、質問の趣旨を理解され

まして適切な答弁をお願いいたしたいと思い

ます。 

 私、今回初めて広域圏議会に議員として出

席させていただきまして、11月の定例議会で

組合長に対しまして一般質問を行いました。

それは、新聞等でも大きく報道されておりま

す能登病院の置かれている諸問題について、

果たしてこれは能登病院だけが独自で解決で

きる問題でないのではないか。そういう趣旨

から武元組合長に質問を行いました。 

 私は、それと同じような趣旨で中能登町の

町長にお尋ねをいたしたいと思います。 

 まず第１番目に、能登地域全体の住民の命

を守る医療機関として位置づけていくことが

行政側としては大事ではないか。そのことが

今日まで欠けていたのではないか。私は、そ

の必要があるのではないか、そう思うわけで

あります。 

 ご承知のように、能登全域の自治体の病院

は多数が赤字であります。また、病院により

ましては診療科目を閉鎖したところもあるわ

けであります。石川県内におきまして、毎年

のごとく人口が減少し、高齢化が進む。そう

いう地域におきまして、そうなればなるほど

ますます医療の施設の充実が私は住民から求

められてくる。それは必然でなかろうかと考

えます。 
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 私は、町長に望みたいのは、能登の全自治

体が結束してこれらの諸問題を協議するアク

ションを起こすべきではないか。そのことを

まず要望したいのであります。 

 先般、石川県の県議会において中央病院の

問題が論議されておりました。古くなったか

ら建てかえてはどうかという、そういう要望

が県議会の中に出されておりましたが、能登

地域の医療については能登出身の議員の中で

それらを心配する発言が全然ないのでありま

す。 

 私は、ますます進む過疎地域におきまし

て、県議会においても積極的に論議されて要

望するよう能登地域の自治体の長がこれらに

ついても働きかける。私はそういう中で能登

の医療を守る協議会をぜひとも立ち上げてい

ただきたい。そのことを要望するものであり

ます。この点について、町長からの答弁をい

ただきたいと思います。 

 先般の新聞によりますと、11月30日の新聞

でございますが、新聞によりますと「連携で

生き残りを探る 七尾能登地域医療フォーラ

ム」、こういうものが結成されて審議されて

おります。 

 能登の10の医療機関の院長ら30人が出席し

て意見を交わしたそうでございます。医療制

度改革の進展や医師や看護師不足など医療機

能の低下や医療サービスの不足が懸念される

中で、能登地域全体を見据えた医療のあり方

をお互いに模索したそうでございます。主催

したのは公立能登病院であります。 

 私は、このように医療機関が今積極的に打

ち出ようとしている中で、行政側がそれに対

して安穏といるということにつきましては、

私はどうもこれではいけない、そう思うわけ

であります。ぜひとも第一歩を踏み出してい

ただきたい。そして、行政も積極的に対応し

ていただきたい、そう考えている次第であり

ます。 

 次に、ぜひともお願いしたいのは、12月６

日の新聞で発表されておりました拠点病院を

年度内に国が指定するそうでございます。こ

れは、がん対策の診療連携拠点病院として

2006年度中に国が正式に指定するとの報告を

受けたことを県の部長が明らかにいたしまし

た。この拠点病院は、県レベル地域では１

つ、地域レベルでは４カ所が適当とされてい

ると言われております。ぜひともこの拠点病

院の４カ所のうち能登に２カ所を指定される

ように町長には積極的に県へ働きかけていた

だきたい。このことをお願いいたしたいと思

います。答弁を求めたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 能登総合病院の経営

改革については、経営改革委員会の答申を受

け経営改革改善計画を策定いたしまして、赤

字解消に向け、コンサルタントを入れ経営診

断をしていただき、院長以下職員一丸となっ

て21年度には単年度黒字化を目指し、鋭意努

力を重ねておられるところでございます。 

 具体的には、医師の確保あるいは病床の利

用率の向上による収入増。給与等の削減や効

率的な人員配置による経費削減による収益の

向上。地域医療機関との連携強化などの方針

を打ち出し、実施をしているところでありま

す。 

 自治体病院の経営は独立採算が原則であり

ますが、不採算医療へのかかわりや医療水準

の向上、地域の医療機関との連携強化にも積

極的に取り組むのが役割と考えております。

そのためにも、能登総合病院に対して当町も

応分の負担はいたし方なく思いますし、県に

対しましても能登地域の中核的総合病院とし

ての役割を認識していただき、支援も仰げる

ように働きかけを行っていきたいと考えてお

ります。 

 また、能登総合病院の能登地区の市町のそ

んな方々に機会をとらえて呼びかけもいたし

たいと思っております。 
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 また、先般の12月定例議会におきまして

も、我が町出身の山田県議が能登病院につき

まして、中核病院としてのいろんな支援をし

ていただきたいというような質問もされまし

た。まだ日がありませんので、その内容につ

いては見ておりませんけれども、議会が終わ

りましたらインターネット等で見てみたい

な、そう思っておりますし、それらにつきま

しても能登総合病院等のいろんな事務長との

打ち合わせもいたしまして、これらについて

も提言、働きかけをかけているところでござ

います。 

 また、中核病院ということであります。そ

れらにつきましても、今言われるようにいろ

んな方々からまたご支援もいただきながら呼

びかけてまいりたい、そう思っております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） 私は、次のようなこ

とを考えているんです。 

 広域圏の議会の中でも私、発言していたの

ですが、今、能登の各地の自治体病院の中で

医者不足が本当に大きいんです。だから診療

科目を閉鎖しなければいけない。そういうこ

とがやはり出てくるんです。 

 12月10日の新聞では、このように出ており

ました。産科宿直料が低過ぎるということ

で、県立奈良病院の２人の医師が県を提訴し

たという。今の時代の中ではいろんなものが

出てくるわけですね。だから、今、能登の中

でどう医者を獲得するかということは、これ

は大きな課題だと思うんです。 

 そういう中で、私はひとつぜひとも提案し

て自治体の長が、能登の長が寄られてフォー

ラムをしたときにこの問題について提起して

いただきたい。 

 中核病院である能登病院を中心にして、輪

島、珠洲、穴水、富来、いろんな羽咋から病

院がありますね。先般もやはり優秀なお医者

さんが来ないので、ある能登の病院では石川

県でも先端を行く器械を入れたそうでござい

ます。だから、それを使用する。それをこな

すお医者さんがその病院にいないということ

で、そして七尾の方へ救急車で移送されてき

た。 

 私は、そういうことの中で、やはりお互い

にお互いの役割を協議していく必要があるの

ではないか。穴水の病院は穴水病院としての

役割というものを果たしていく。そういうこ

とが必要ではないかと思うんです。操作もで

きない、お医者さんもおられないのに器械ば

かりに投資するということでなしに、これか

らの過疎の中で能登病院の位置づけというも

のをその中心に備えつけるということで、ひ

とつ考えていっていただきたい。私はそのよ

うに思うわけでございます。 

 ひとつ幾つかの能登にある病院の役割とい

うものも協議の中に入れて、これからの病院

問題の解決に進んでいっていただきたい、そ

のように思うわけでございます。 

 次に、石川県の後期高齢者医療広域連合の

設立について、議案第70号に出ております。

質疑の中にも私これについてはいろんな点で

質疑を行いましたので、それは省かせていた

だきまして、町長に次の４点についてお願い

をいたします。 

 １、石川県の関係市町村議会への、地元の

議会へのこれらについての報告をきちんと行

うこと。 

 次、議員定数の公平な配分を行うというこ

とであります。 

 ３番目に、後期高齢者の75歳以上の方々の

意見を反映する仕組みを、この医療連合会の

設立の中で求めていっていただきたい。 

 次、４番目に情報公開の徹底をしていただ

きたいと考えております。 

 その中で、広域連合設立後も中能登町議会

でも積極的に問題点を取り上げてチェックす

る機能を果たすことが求められていると私は

考えるものであります。ぜひとも町長として



 －57－

これらの意見をこれからの広域連合の設立の

審議会の中で町長会を通じて発言をしていた

だき、住民がこれからどのように保険料が制

定されるのか、医療においても本当に安心し

てかかれる制度になるのかどうか、これらに

ついて要望をまたしていただきたいというこ

とをお願いいたしまして、答弁を求めたいと

思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 現在の段階では、後

期高齢者医療制度については、保険料を納め

る広域連合の設置につき県内全市町の議決を

求めている段階であり、仮定の話の域を出て

おらないのが現実であります。 

 しかし、来年３月の定例会では連合会の議

員として当町から首長または議員のいずれか

１人が選出されることになっております。連

合会設立の後には、各市町から選出の議員に

よる討議あるいは担当事務レベルでの論議も

これまで以上に幾度も回を重ね進めていかれ

ることになります。 

 そうした中において、この保険料の問題に

ついても当町の立場に立って、議員の言われ

るとおりできるだけ住民の負担を軽くすべく

主張すべきものと考えております。 

 また、今言われました４つ、県内議会への

報告、また議員の定数、75歳以上の医療費、

情報公開等につきましても一生懸命に頑張っ

て話をしていきたいと、そう思っておりま

す。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） この後期医療の件に

つきましては、厚生省の方から県の方へ指導

文書が流れておりますよ。 

 ここに朝日新聞、７月11日、全面トップで

こういう大きいのに出ているんですよ。75歳

以上の保険、無医地区に、お医者さんのいな

い地区には配慮するとか。私が質疑の中に意

見として言っておりました。医療費が少なく

保険料が安い市町村に住む高齢者にとって

は、新制度に移ることによって値上がりにな

る可能性もある。厚生労働省はそういう判断

をしているんです。 

 そういう場合にはどうするかということも

ここにうたってあるんですよ。だから、これ

らは県へ行って聞けば、県の方へは厚生労働

省からこの件についての指導文書というのは

こういう考えにいるというものは出てきてい

ると思うんです。 

 ７月11日の朝日新聞のトップに出ているん

ですから。今、12月でしょう。来年の発足に

向けて、そういう把握ができないということ

は私はないと思うんです。積極的にそれらに

ついてぜひとも把握されて、質疑の中にも言

っておりましたように、中能登町は医療費が

少ないんです。医療費が少ないから保険料も

安いんです。そういう自治体をどう扱うかと

いうことをきちんとやはり要望として言って

いただきたい。 

 そして、先ほど言いましたように、中能登

町の議会でも積極的にこれらについての情報

公開を行っていただきたい。このことを要望

して、次に進みたいと思います。 

 次は教育問題でございますが、大変私はこ

れについてはいろんな意見を持っております

ので、まず一番最後にいたしまして、今、テ

レビ等でも大きく報道されておりました。 

 きょう13日８時35分から、これは再放送で

す。ＮＨＫが「生活ほっとモーニング」とい

うことで「もう医者にかかれない ～国民健

康保険 値上げの波紋～」、こういうタイト

ルで朝８時35分から放送しておりました。 

 前回は50分間放送したんです。福岡市を例

に挙げてやっている。保険料を納めたくても

納められない人、納められるのに納めない

人、２つあるんですよ、保険料の滞納者に

も。 

 ＮＨＫのこの「生活ほっとモーニング」で

言っているのは、納めたくても納められな

い、そういう方々に対してどうするのかとい
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うことを問いかけたテレビ放送なんです。私

は、この点につきましてぜひともお願いして

おきたいことがあるんです。 

 中能登町におきまして、現在の問題点につ

いてどうなっているのかということについて

ぜひとも説明を求めたいと思います。 

 高齢者の負担が大変高くなりました。そう

いう関係上、住民税がふえまして、それが国

保税にはね返っている。きょうの「生活ほっ

とモーニング」では、全国で470万世帯が滞

納あり、６割の自治体がそれによって赤字を

抱えている、そういうことが報道されている

わけでございます。 

 それでお聞きいたしますが、今回の中にお

きまして、中能登町では住民税の値上がりに

よりまして国保税がどれくらい値上がりにな

っているのか。その点についてデータがあり

ましたらお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 杉本議員の質問にお

答えをいたします。 

 現在の国民健康保険税負担の現状はどのよ

うになっているかとの質問ですが、税率等に

つきましては、合併時には低い町の率に合わ

せて現在に至っており、県内でも低い方とな

っています。 

 詳細につきましては、担当課長より答弁さ

せますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（若狭明彦君） 永源税務課長 

  〔税務課長（永源 勝君）登壇〕 

○税務課長（永源 勝君） 国保税の現状に

ついてご説明をいたします。 

 国民健康保険税医療分の所得割の税率は

5.5％、資産割が50％、均等割が１人につき

１万8,000円、平等割が１世帯につき２万

1,000円となっています。また、介護分では

所得割が0.6％、資産割が３％、均等割が

5,500円、平等割が3,500円となっておりま

す。 

 ことしの税制改正によって国保税の医療分

への影響ですが、昭和15年１月１日以前に生

まれた方で年金額が260万円未満の方は所得

が20万円上がります。しかし、国保の特例措

置によりまして13万円の控除がありますので

差し引き７万円の所得増となります。それに

所得割の5.5％を掛けた3,850円が、また国保

の介護分では医療分と同じく課税額が７万円

上がりますので所得割率の0.6％を掛けた420

円が年間で負担増となります。 

 なお、年金額がそれよりも多い方は負担が

もう少し大きくなるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） 再度お尋ねします

が、平成18年度の国保会計予算では総額で

628万9,000円が増収になるという、そういう

予算を組んでおられるわけですね。国保会計

の中で。628万9,000円が税制改正になって国

保税もふえてくるであろうという、そういう

予算編成を組んでおられるわけでございます

が、それらについて今の状態でいった場合、

その金額というのはどう変化されるのか。 

 また、来年度へいきますと老齢者控除やい

ろんなものがまたなくなることになるわけで

ございますが、それらについても踏まえまし

て、来年度はどのように変化していくのか。

国保税はふえるのか、現状のままでいくの

か、そこら辺ひとつ課長の方の答弁を求めた

いと思います。 

 次、このことによりまして国保税の滞納は

中能登町は現在どうなっているのか。滞納さ

れる世帯、金額、現状でございます。それら

についても報告を求めたいと思います。 

○議長（若狭明彦君） 永源税務課長 

  〔税務課長（永源 勝君）登壇〕 

○税務課長（永源 勝君） 来年度の国保税

に関してですが、特例措置が今年は13万円の

控除がありますが、来年度はこの控除が７万

円に下がりますので、そういう関係で所得が

少し伸びる関係で所得割が伸びます。 
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 また、資産割につきましては、今年とほと

んど変わらないと思います。ただ、加入者等

につきましては、現在、異動がありますの

で、来年度の予算につきましては現在予算を

立てている最中でございますので、次の機会

に述べさせていただきたいと思います。 

 また、滞納者でございますが、国民健康保

険税につきましては、前年度は310人の方が

滞納となっております。滞納額でございます

が、滞納額につきましては、一般、退職合わ

せて滞納金額が7,018万8,477円というふうに

なっております。 

 以上でございます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） 私は、国保税という

のは広域の議会にも言っていたと思うんで

す。11月の議会では、町長は欠席しておりま

して小山助役が出席しておりましたが、国保

の証を持っていればお医者さんへ行って安心

してお医者さんにかかられる。それが国民健

康保険の皆保険の私は制度だったと思うんで

す。終戦後、そういう意味で国民健康保険と

いうものが発足したと思うんです。今、それ

がお金がなくてはかかられない、そういう一

面と同時に、これもお金が患者を左右すると

いうか、そういうものが出てきているわけで

ございます。 

 先般も私、相談を受けて病院へ行ってきま

した。年金が５万円前後なんです。お医者さ

んは、今の点滴のあり方では栄養が３分の１

しか体内に入らない、だから再手術をして十

分に栄養の入るそういう手術をしなければい

けないという。お医者さんはそう言うんで

す。国民年金が５万円前後です。ケースワー

カーに聞いたんです。お医者さんの医療費、

それに食事代、そして着る寝巻き代というの

か、それらを全部ひっくるめると５万円なん

です。そして、それに新たに手術をして、今

３分の１の栄養しか入っていない点滴を十分

な点滴にして、その患者さんが果たして十分

に病院から退院して働かれるかということで

ございますね。それが大きな問題なんです。 

 だから、基本的にはお医者さんと相談した

んです。このまま家へ帰って寝かせておきた

い。そう言ったんですが、お医者さんは退院

許可はしませんでした。医者としてこのまま

退院させるわけにはいかない。もう少し医者

として治療をして、よくなったら退院許可を

出すけれども今のままでは退院させられな

い、そう言ったんです。患者はだんだんと体

が弱ってきております。痴呆もふえてきてお

ります。私が行ってもちょっとわからない。 

 だけれども、医者のお金が払えないという

現実と、次に残った者が100万円も200万円も

かけてお医者さんに支払う、そういうわけに

もいかないというそういういろんなものが絡

み合って、今、私は国保の問題というのは本

当に大きな課題を抱えていると思うんです。

昔のようなそういうわけにはいかない、私は

そういうことを思ってきたわけでございま

す。 

 そういう面をひとつよろしく町としても、

そういう住民も中能登町にいるということを

ひとつ町長も頭の中に入れておいてほしい。

それをぜひともお願いいたしまして、次の課

題に入りたいと思います。 

 次の課題は、障害者の方々でございます。 

 この件につきましては、ことしの10月５日

の日、日本共産党の中能登町委員長でありま

す五十嵐三朗さん、政策対策委員長である清

水 昭さん、それに議員として私、３人が中

能登町行政の方と要望書を出しましてお願い

をした件でございます。 

 障害者控除対象者に認定する、そういう関

する認定書でございます。先ほど申しました

ように、６月からの徴収分から増税される個

人住民税は特に高齢者に深刻な影響を与えて

いる。総務省によりましても、高齢者の非課

税限度額の廃止によって新たな住民税が課税

される高齢者は多く上っている。住民税がふ
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えれば連動して国保税もふえてくる。 

 先ほど申しましたように、ＮＨＫのドキュ

メント放送で福岡市の住民税の滞納の現状を

50分にわたって放送しておりました。 

 中能登町の住民税の改正により、国保税に

は大きな影響を与えている。私はそう思うわ

けでございます。 

 そういう中におきまして、今度のこの改正

によりまして、障害者の方々がこれらにつき

ましてぜひとも障害者の控除が今のままにい

きますと残されている面があるわけでござい

ます。 

 例えば、障害を持った方、未成年者、65歳

以上の方、または寡婦（夫）の方の場合は課

税所得金額が125万円までは住民税が非課税

でありました。これが廃止されたわけでござ

います。ことしの６月の徴収分から住民税が

課税になるということになったわけでござい

ますが、ただ、障害者と寡婦（夫）の非課税

の制度は残されているわけでございます。 

 私は、これらにつきまして、ぜひとも中能

登町におきましてもこれらを十分に生かされ

まして、申請すれば介護保険利用の方々、障

害者に認定されまして所得税や住民税の所得

控除を受けることができるわけでございま

す。これらにつきましては、1991年11月18日

の厚生省大臣官房保健福祉部長の通達で寝た

きり制度の基準がはっきりとしており、また

1993年10月26日の同省の老人保健福祉局長の

通知でも痴呆性老人の日常生活自立支援制度

基準でも明らかであります。 

 私は、これらをひとつ介護保険で障害者控

除認定についてこの通知を適用していただき

たい。そして、少しでもこれらについて、こ

れらの方々が恩恵を受けられるようにぜひと

もしていっていただきたいと思うわけでござ

います。 

 金沢市におきましては、聞くところにより

ますと正式に金沢市の広報を通りまして、ま

た津幡町におきましても町報等によりまして

周知徹底いたしまして、該当者に積極的にこ

れらを申請していただきたい、そういうこと

を行っていると聞いておりますので、中能登

町もその点につきましても積極的にひとつ取

り組んでいただきたい、そのことを要望いた

します。 

 町長の答弁をいただきます。 

○議長（若狭明彦君） 杉本町長 

○町長（杉本栄蔵君） 介護保険の要介護認

定者に障害者控除対象者であることを周知徹

底するとともに、障害者控除認定証を発行し

ていただきたいという質問であったかと思い

ます。 

 障害者控除は、身体障害者手帳等の交付を

受けている方のほか、身体障害者等に準ずる

方として市町村長の認定を受けている方が対

象とされているところであります。 

 当町では、国が示した取り扱いに基づき、

中能登町障害者控除対象者認定交付に関する

要綱を平成18年12月１日に施行で制定いたし

ました。この要綱に定める対象者者は、介護

保険法における要支援認定、要介護認定を受

けている方について、介護認定情報により身

体障害者等と同程度の障害を持つと判断され

る方であり、単に要支援認定、要介護認定を

受けていることのみで障害者控除対象者と判

断することではなく、あくまでも国が示す日

常生活における自立度の基準に基づいて判断

する取り扱いであります。 

 また、そのほか６カ月程度以上寝たきりで

食事、排便等の日常生活に支障のある状態で

あると介護認定情報により確認できる方であ

れば、寝たきり老人として障害者控除の対象

とすることができます。 

 この制度のＰＲに関しましては、要支援、

要介護認定者全員に説明資料を配布するほ

か、広報紙、ホームページに記載をして周知

徹底を図りたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 
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○20番（杉本平治君） 私の要望に対しまし

て積極的にこたえていただくという答弁をい

ただきました。ぜひともそのように実現を図

っていただきたいということをお願いいたし

て、この件についての質問を終わります。 

 次、教育基本法について、あと18分ありま

すので、この点について私、端的に教育長に

お尋ねいたします。 

 これは今、国会の中で大きな問題になって

いるんです。15日が今国会の閉会の日でござ

います。それまでに教育基本法をどうするの

かということが課題の大きな問題でございま

す。 

 まず、端的に教育長にお尋ねいたします。

今、政府が教育基本法の改正を国会で提出い

たしておりますが、これらについて教育長と

してどのように考えておられるのか。まず、

この点について１点目お伺いいたしたいと思

います。 

○議長（若狭明彦君） 池島教育長 

  〔教育長（池島憲雄君）登壇〕 

○教育長（池島憲雄君） 今ほどの杉本議員

のご質問に関連してお話をさせていただきま

す。 

 現在、参議院教育基本法特別委員会で教育

基本法の改正が論議されておりますけれど

も、その現在の基本法で何が問題なのかなと

いうことをお尋ねなのかなというように思い

ます。 

 今の教育基本法は昭和22年に施行されたわ

けですが、年月が経過をし、現状と合わなく

なってきている面もあるための改正というよ

うに理解しているわけです。教育水準が向上

し、生活が豊かになる一方で、都市化や少

子・高齢化の進展などによりまして教育を取

り巻く環境は大きく変わってきました。近

年、子供のモラルや規範意識、学ぶ意欲の低

下、そして家庭あるいは地域の教育力の低下

などが指摘されているのも事実です。 

 しかし、その改正の中身とか論議について

は新聞とかテレビなどで断片的に知るだけで

ありまして、詳しいことを総合的にまとめて

わかっているとか、真剣にそれを調べてい

る、研究しているということではありませ

ん。今は、国会での論議を見守っていきたい

なというように思っております。 

 以上です。 

○議長（若狭明彦君） 杉本平治君 

○20番（杉本平治君） 私、答弁の中にもっ

と踏み込んで答弁を求めたかったんですが、

教育長の行政の責任者としてのこれ以上の答

弁はなかなかでき得ない。私はそう思うんで

すよ。心の中に言いたいことはあると思うん

ですけれども、教育長という立場でこれ以上

のことは口から出すというわけにはいかな

い。 

 それで、私がかわってお話をしたいと思う

んです。 

 これは、私新聞の、よくコピーして持って

いるんですが、作家で日本文藝家協会の副理

事長、日本ペンクラブの理事でございます辻

井 喬さんという方が、憲法、教育基本法、

これは教育の憲法なんです。教育基本法を変

えてしまったら教育の荒廃はますます深まる

という、こういう見出しでこの人が発言して

いるんです。 

 今、何のために教育基本法を変えるのでし

ょうか。全くわからない。そう言うんです。

変えようとしている人たちの理由を聞けば、

教育が荒廃しているからという。教育の荒廃

はそのとおりです。今、教育長も言われまし

た。しかし、それは教育基本法のせいではな

いんです。もっとやるべきことがたくさんあ

ると思うんです。 

 池島教育長は教員として37年間でしたか。

８年間ですか。先生としてやってこられまし

た。今の先生は忙しい。大変なんです。それ

は官僚統制的な報告書ばかりつくらされてい

るからであります。 

 私は、そうでなくて先生が子供たちと触れ
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合って議論できるような、そういう状況にす

ることが大切だと考えております。先生が教

育そのものにエネルギーを注げる、そのよう

にすることが急務であると私は考えます。 

 教育基本法をいじることではないという。

今、教育基本法をいじること自体がおかしな

ことで、最悪の対処ではないか。仕方ではな

いか。このように辻井 喬さんは言っている

わけでございます。 

 きょうの朝日新聞、12月13日の朝日新聞の

社説。社説では、トップにやはり「教育基本

法の改正案には疑問が残る」、こういう社説

を朝日新聞は出しました。この中に、大きな

論争点は今の教育基本法の10条に「教育は不

当な支配に服することなく」という条文があ

るわけでございます。そして、国民全体に対

して直接責任を負っている、そういうことに

10条になっているわけでございますが、改正

案ではこれらが16条になりまして、「不当な

支配に服すること」は残っておりますが、そ

の後の文面は「国民全体に対して直接責任を

負って行われる」というのはカットされまし

て、法律及び他の法律の定めるところにより

まして行う、こういうことに変えたわけでご

ざいます。 

 私、議員を初め執行部の課長方も戦前の教

育を受けた方々は少なくなっております。議

員には一人もいないと思うんです。 

 先般、朝のテレビ、15分のテレビを見てお

りました。「芋たこなんきん」というテレビ

放送が朝15分放送されておりますね。先般、

皆さん方は知らないかもわかりませんが、

昔、学校にご真影というものがあったんで

す。天皇と皇后陛下の飾る。それが火災によ

りまして消失したということで、校長が責任

をとって自殺したんです。そのことが朝のテ

レビで放送しております。「芋たこなんき

ん」。昔はそういうことがあったんですよ。 

 だから、私はこの教育基本法はあくまでも

国民全体に対して直接責任を負って行われる

教育でなくてはいけない。私はそう思うんで

す。それが法律及び他の法律の定めるところ

によって行われるということに変わります

と、私はこれからの時代の中で大変行政がこ

れらに対しまして直接タッチをしてくる、そ

ういうことを思うんです。 

 私、時間がまだありますから簡単に言いま

すが、昭和16年、太平洋戦争が始まった年で

ございます。小学校の５年生でした。続いて

国民学校の高等科の２年生になったんです。

今の中学校の２年生でございます。２年生の

ときになったら、１年間は学校へ行かなくて

もいい。軍需工場へ行って働きなさいという

ことで、軍需工場へ行って飛行機づくりをし

ておりました。１年間。 

 昭和20年の３月に先生から卒業したらどこ

へ行くんだということで、私、国鉄へ入りた

いと言ったんです。先生が大変怒りまして、

今の時代に日本に残っているという、そうい

うめめしい根性はだめだということで、今の

中国の東北部、昔満州といいましたね。満州

へ行きなさいということを言われたんです。

３人それに応募いたしまして、私、満州の満

鉄へ入ることになったんです。 

 １人は満州にあるホウテン製鉄へ入ること

にいたしました。その方は、鹿西町の教育委

員もしておりました大西貞義さん。あの方は

そこへ入ることに決めたんです。３人でこれ

でお別れだということで、記念写真を撮った

んです。今でも持っております。大西さんも

持っているんです。 

 そして、８月15日が終戦の年でした。３月

にそこへ行きなさいということで、あと少し

ばかりで終戦です。今の中学校の２年生の体

でそこへ行っていたら、私は満州、今の中国

の東北部から生きて帰れなかったであろう

と、私いつもそう思っているんです。 

 幸いにして、私が長男ということで、私の

知らない間に母が県の七尾の連絡事務所へ行

きまして強硬に談判いたしまして行かなくて
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もいいことにいたしました。支度金10円と、

当時朝鮮は併合いたしまして日本の国になっ

ておりましたから、満州の境までの切符が来

たんです。10円と切符をもらいました。満鉄

へ入るのは２人いたんです。 

 もう１人のホウテン製鉄へ行くことに決め

ました大西さんは、そのまま行ったんです。

行って、８月に終戦になりました。その中で

どうしてソ連が攻めてくる、戦争が今の中国

の東北部にあるそういう中で日本へたどり着

いたか、私まだ細かく聞いていないんです。

今の中学校の２年生の中で、そういうことを

私は体験しようとしたんです。 

 国は８月に戦争が終結するということは上

部の方はわかっていたと思うんですよ。それ

をあえて満州へ行きなさい。それを積極的に

勧めたのは学校の先生なんです。学校の先生

がそういうことをしたんですよ、そのとき

に。 

 だから、私は今の教育基本法の中に、この

「法律及び他の法律の定めるところに行われ

る」という文言を入れるということは、教育

がそのとき時代の政府の意のままになる教育

を行う、そういうことになっていく、そうい

う危惧を感じるんです。 

 池島教育長は、戦後先生になられたからわ

からないと思うんです。私たちをそういうこ

とに積極的に教育をし、指導し、戦争に送り

出した学校の先生は、終戦と同時に新たな平

和教育の先頭に立って新しい教育を始めたん

です。 

 だから、私はそういうことではいけないと

思うんです。教育というのは一貫していかな

くてはいけない。今の民主教育をこれからも

続けていく。そういうことが私は大事ではな

かろうかと思うわけでございます。 

 私は、幸いにいたしまして、親の力により

まして東北部へ行くことはなくなりました。

行っていれば、中国の残留孤児とまでいかな

くても、そういうことになっていたかもしれ

ません。死んでいたかもしれません。そうい

うことが教育の名によって行われたというこ

とをぜひとも私は皆さんに知ってほしいんで

す。 

 私は、そういう点から考えて、今の教育基

本法に対しましては、やはり国民全体に直接

責任を負って行う、それが教育でなければい

けない。私はそのことを最後に発言いたしま

して、これからも池島教育長にぜひともお願

いしたいのは、行政が教育の中にタッチして

いくということにつきましては、教育方針に

タッチしていくということに対しましては慎

重にしていっていただきたい。私は、そのこ

とをお願いいたしまして、発言を終わる次第

でございます。 

 ちょうど時間です。ありがとうございまし

た。 

○議長（若狭明彦君） 以上で一般質問は終

了いたしました。 

 

 ◎追 加 日 程 

○議長（若狭明彦君） お諮りします。 

 議題となっています議案第81号 中能登町

総合計画基本構想について、常任委員会へ付

託したいと思います。これを日程に追加し、

議題といたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、常任委員会付託の件を議題とい

たします。 

 ここで、委員会付託表を配付いたしますの

で、暫時休憩いたします。 

           午後３時52分 休憩 

 

           午後３時53分 再開 

○議長（若狭明彦君） 再開いたします。 

 

 ◎常任委員会付託 

○議長（若狭明彦君） 日程第２ 常任委員
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会付託 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第81号  

中能登町総合計画基本構想については、会議

規則第39条の規定により、お手元に配付して

おります議案及び請願付託表のとおり所管の

常任委員会に付託したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、議案及び請願付託表のとおり所

管の常任委員会へ付託することに決定いたし

ました。 

 

 ◎散   会 

○議長（若狭明彦君） 以上で本日の日程は

終了いたしました。 

 あす14日は議事の都合により休会といたし

たいと思います。これにご異議ありません

か。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、あす14日は休会とすることに決

定いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時55分 散会 
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           午後２時45分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（若狭明彦君） ただいまの出席議員

は20名です。議員定数の半数に達しておりま

すので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議の議事日程は、お手元に配付の

議事日程表のとおりであります。 

 

 ◎決算審査特別委員会委員長報告 

○議長（若狭明彦君） 日程第１ 決算審査

特別委員会委員長報告 

 これより、９月定例会に付託をし継続審査

となっておりました付託議案、認定第１号か

ら認定第６号まで認定６件を議題といたしま

す。 

 認定６件に関し、委員会における審査の過

程及び結果について委員長報告を求めます。 

 決算審査特別委員会委員長 杉本平治君 

  〔決算審査特別委員長（杉本平治君）登 

   壇〕 

○決算審査特別委員長（杉本平治君） それ

では、決算審査特別委員会の審査結果につい

て報告を行います。 

 ９月定例会におきまして当委員会が付託を

受けました平成17年度各会計決算認定６件に

つきましては、11月７日、８日、10日及び16

日の計４日間にかけまして委員会を開催し、

最終日の16日には現地視察も行い、慎重に審

査を実施いたしました。 

 委員会では、執行部から各会計決算の内容

について詳細な説明を求めまして、逐次質疑

を行い、予算執行のあり方、事業の効果、適

正な決算措置がとられているかを重点に、慎

重なる審議を交わしました。 

 決算認定による審査の意義は、行政効果の

客観的な判断と今後の改善、反省事項の把握

と活用であり、審査の結果は今後の予算編成

や行政執行に反映されることが大変重要であ

ります。 

 現在、中能登町での積極的な子育て支援や

教育、福祉、介護の整備充実は、近隣の市町

では見られない町特有の実りある住みよいま

ちづくりが進められております。 

 今後もこうした住民中心の施策として、サ

ービスの公平性やより効率的な施設の運用と

統廃合を進めるなど、厳しい社会情勢も視野

に入れ、国の厳しい財政事情による地方交付

税の減額も予想されますことから、むだな過

剰投資は極力控えるとともに、経常収支を低

く保ちながら、収支のバランスのとれた健全

な財政計画を確立し、安心して暮らせる「ふ

るさと ふれあい 心を育む 中能登町」に

努力されたいと思います。 

 最後に、審査の過程で各委員から合計しま

して235点の発言がありました指摘、意見、

要望事項などについては、執行部はその真意

を真摯に受けとめ、厳しい財政状況の中では

ありますが、それぞれ改善、検討、努力、整

理をされまして、本決算審査での結果を踏ま

えまして新年度の予算編成に当たられますよ

うに強く望むものであります。 

 それでは、審査の結果について簡潔に報告

させていただきます。 

 認定第１号 平成17年度中能登町一般会計

歳入歳出決算認定から認定第６号 平成17年

度中能登町水道事業会計歳入歳出決算認定ま

での付託認定６件につきましては、全会一致

で可決認定いたしました。 

 なお、報告いたしました結果につきまして

は、お手元に配付済みの委員会審査報告書の

とおりでございます。 

 以上で決算審査特別委員会の報告を終わり

ます。 

○議長（若狭明彦君） 委員長報告が終わり

ました。 

 これより委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑の方はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 
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○議長（若狭明彦君） 質疑がないようです

ので、質疑を終結いたします。 

 

 ◎各常任委員会委員長報告 

○議長（若狭明彦君） 日程第２から日程第

４ 各常任委員会委員長報告 

 これより、本定例議会から付託をしており

ました議案第73号から第81号まで議案９件、

請願第４号、第５号及び継続審査となってい

ます請願第３号を一括して議題といたしま

す。 

 以上の案件に関し、委員会における審査の

過程及び結果について各常任委員長の報告を

求めます。 

 総務常任委員会委員長 小坂博康君 

  〔総務常任委員長（小坂博康君）登壇〕 

○総務常任委員長（小坂博康君） それで

は、総務常任委員会からの審査の結果をご報

告いたします。 

 本定例会から当委員会に付託を受けました

議案３件につき、去る12月11日及び14日に委

員会を開催し、委員６名全員の出席並びに議

長の同席のもと慎重に審査をいたしました。 

 その経過並びに結果についてご報告いたし

ます。 

 まず、11日に開催しました委員会では、議

案第74号の一般会計補正予算並びに議案第77

号のケーブルテレビ事業特別会計補正予算に

ついて補正内容の説明を求めました。議案第

78号の七尾鹿島広域圏事務組合規約の変更に

ついても説明を受け、質疑を行い審査をいた

しました。 

 また、14日の委員会では、議案第81号の中

能登町総合計画基本構想について説明を求

め、慎重に審査をいたしました。 

 議案などの審査の過程での委員からの主な

発言や執行部の回答内容についてご報告いた

します。 

 １点目は、一般会計での交付税算入につい

てであります。 

 平成18年度当初予算では、地方交付税は対

前年比６％減を見込み予算計上されたとの説

明でありましたが、にもかかわらず、今回の

地方債補正での起債額に対する交付税算入率

は高いもので100％、低いもので33％の説明

で、国は交付税の引き下げを図りながら安易

に起債を容認して交付税の算入をしています

が、今後の町への地方交付税はどうなるのか

との質問に、地方交付税の内訳は普通交付税

が94％で特別交付税が６％の見込みであり、

投資的経費に係る交付税額が低下している現

状で、今後も交付税額の減少が懸念されると

のことでした。 

 次に、町ケーブルテレビ事業での告知端末

機設置についてであります。 

 委員から、設置業者が各家への告知端末機

設置のため訪問調査をしている際に、機器の

納品がおくれているため設置もおくれている

と住民に言いわけをしているのは請負業者と

しておかしいのではないか。その真意はとの

質問に、大量生産のため納品がおくれている

のは事実ですが、それを理由に町民におくれ

ているとの言いわけはおかしいので、今後請

負業者に対し厳重に注意するとのことでし

た。 

 その他として、町コミュニティバス路線の

変更（案）に対する試行運転について報告が

ありました。 

 これまで旧町から引き継いで運行してきた

コミュニティバス路線で、地域や住民の方々

からの路線や停留所変更の要望も多く、今回

の路線の見直しを検討するための試行運転を

来年１月５日から３月末までの毎週金曜日に

実施したいとの説明でありました。 

 委員からは、試行運転の結果を踏まえ、町

民の方々の利便性や乗車率向上など総合的見

地から最善の路線見直しを図られたいとの要

望がありました。 

 最後に、14日に開催しました委員会では、

町総合計画基本構想について審査しました。 
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 提出されました基本構想（案）と参考資料

の基本計画（案）の内容については、中能登

町総合計画審議会で審議され、町へ答申を受

けたものとの執行部からの説明でありまし

た。 

 今回の議件であります基本構想（案）の内

容では、委員全員が大筋で了承されました

が、基本計画（案）の内容で、現実を直視し

積極的なまちづくりに取り組むためにも、一

部計画や表現の見直しをしてはとの委員から

の指摘や発言があり、今後議会とも協議しな

がら最終的な基本計画の立案を図りたいとの

執行部からの申し出もありました。 

 それでは、審査の結果につきましてご報告

いたします。 

 議案第74号 平成18年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第77号 平成18年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算 

 議案第79号 七尾鹿島広域圏事務組合規約

の変更について及び 

 議案第81号 中能登町総合計画基本構想に

ついて 

 以上の付託議案４件につきましては、いず

れも全会一致で原案のとおり可決しました。 

 なお、今回報告いたしました結果につきま

しては、お手元に配付済みの委員会審査報告

書のとおりであります。 

 以上で総務常任委員会からの審査結果の報

告を終わります。 

○議長（若狭明彦君） 次に、教育民生常任

委員会委員長 宮下為幸君 

  〔教育民生常任委員長（宮下為幸君）登 

   壇〕 

○教育民生常任委員長（宮下為幸君） それ

では、教育民生常任委員会から審査の結果を

ご報告いたします。 

 去る12月８日に、委員７人全員の出席並び

に議長の同席のもと委員会を開催しました。 

 まず午前中には、さきの委員会で視察でき

ませんでした町内の中学校３校並びに小学校

２校を視察しました。 

 午後からは、当委員会に付託を受けました

議案４件、請願１件及び９月定例会からの継

続審査となっていました請願１件について慎

重に審査をいたしました。 

 審議の過程での委員からの主な発言や要望

事項、また執行部からの回答内容についてご

報告いたします。 

 初めに、国民健康保険での保険税滞納者の

取り扱いについてであります。 

 委員からは、悪質な滞納者は除き、本当に

困っておられる高齢者や弱者での滞納者に対

する検診や保険証発行などの救済措置につい

ての質問があり、町では、住民の健康管理の

観点からも検診は対象者全員とし、また、い

ろいろな事情で苦しい方には短期保険証の発

行を行い、対処しているとのことでした。 

 次に、石川県後期高齢者医療広域連合の設

立についてですが、中能登町のように医療額

が少なく努力をしている市町村に対し、高額

な医療費の市町村と負担金において格差をつ

けていただくよう今後努力願いたいとの発言

がありました。 

 続きまして、町内のある中学校でありまし

た部活動３日間の禁止措置について、どのよ

うな内容であったのかとの委員からの質問

に、教育長から、生徒による悪質な内容の落

書きがあったため、これを契機に再度部活動

や校内の施設利用、また教師の指導方法など

生徒も先生も一緒に見詰め直す期間として部

活動の一時中止措置を講じたとの校長からの

報告を受けた旨の説明がありました。 

 また、最近、児童や生徒の登下校時の事故

や事件も全国的に頻発しているさなか、子供

たちが安心して通学できるよう地域の方々が

日常的にあいさつや声かけなどを実践するよ

うな運動の取り組みを町でもっと推進してほ

しいとのご意見がありました。 

 最後に、継続審査となっています請願第３
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号の「中能登町立越路小学校の存続を求め

る」請願につきましては、委員から、中能登

町学校統合検討委員会での答申もあったこと

から、それを踏まえ、さらに慎重に継続審議

する必要があるとのご意見がありました。 

 それでは、審査の結果につきまして次のと

おりご報告いたします。 

 審査の結果、 

 議案第73号 中能登町不妊治療費の助成に

関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第74号 平成18年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第75号 平成18年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算及び 

 議案第80号 石川県後期高齢者医療広域連

合の設立について 

 以上の付託議案４件につきましては、全会

一致で原案のとおり可決いたしました。 

 続きまして、請願第５号 トンネルじん肺

根絶を国に対して求める請願書の請願１件に

つきましては、全会一致で採択いたしまし

た。 

 最後に、継続審査となっておりました請願

第３号 「中能登町立越路小学校の存続を求

める」請願の採択についての請願１件につき

ましては、全会一致で継続審査とすることに

決定いたしました。 

 なお、ご報告いたしました結果につきまし

ては、お手元に配付済みの委員会審査報告の

とおりであります。 

 以上で教育民生常任委員会からの審査報告

を終わります。 

○議長（若狭明彦君） 次に、産業建設常任

委員会委員長 甲部昭夫君 

  〔産業建設常任委員長（甲部昭夫君）登 

   壇〕 

○産業建設常任委員長（甲部昭夫君） それ

では、産業建設常任委員会から審査の報告を

いたします。 

 本定例会から当委員会に付託を受けました

議案３件並びに請願１件につきましては、12

月11日、委員７名全員の出席のもと委員会を

開催し、提出議案について執行部よりそれぞ

れ詳細に説明を求め、順次慎重に審査いたし

ました。 

 審査の過程での主な内容についてご報告い

たします。 

 初めに、町道Ｃ－１号線の道路改良工事に

ついてであります。 

 今回の補正予算で、平成18年度当初予算で

計画していました越路小学校横での暫定取り

つけ道路につきましては、地域の方々と協議

したところ、その計画は取りやめ、新たに越

路小学校の裏を通り国道に取りつける計画と

したく、その設計などの委託費の補正をお願

いしたいとの執行部からの説明でありまし

た。 

 次に、今年の冬の豪雪による林道倒木被害

で処理の補助金についてであります。 

 執行部からは、林道での倒木処理は基本的

に土地所有者の方にお願いしましたが、土地

所有者が定かでない場合や遠方などでの不在

地主で処理できない場合には地域の集落で処

理をお願いし、その処理に費やした費用の一

部として９集落９路線を補助（70％）するた

め、補正予算の措置を講じたいとのことでし

た。 

 最後に、請願第４号の道路整備促進に関す

る請願書については、委員から、道路財源の

一般財源化がさきの政府閣議において閣議決

定されていますが、地方道路の整備はまだ不

十分であり、道路財源の確保は必要であると

のご意見がありました。 

 それでは、審査の結果につきまして次のと

おりご報告いたします。 

 審査の結果、 

 議案第74号 平成18年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第76号 平成18年度中能登町下水道事

業特別会計補正予算及び 
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 議案第78号 平成18年度中能登町水道事業

会計補正予算 

 以上の議案３件につきましては、いずれも

全会一致で可決いたしました。 

 次に、請願第４号 道路整備促進に関する

請願書の請願１件につきましては、全会一致

で採択いたしました。 

 ご報告しました結果につきましては、お手

元に配付済みの委員会審査報告書のとおりで

あります。 

 以上で産業建設常任委員会での審査報告を

終わります。 

○議長（若狭明彦君） 以上で各委員会の委

員長報告が終わりました。 

 これより委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑の方はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 質疑がないようです

ので、質疑を終結いたします。 

 

 ◎討論・採決 

○議長（若狭明彦君） 日程第５ 討論・採

決 

 これより、認定第１号から認定第６号まで

認定６件についての討論を行います。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

次に賛成討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

以上で討論を終結いたします。 

 次に、採決を行います。 

 認定第１号から認定第６号まで認定６件に

ついての採決をいたします。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり認定であります。本件は委員長

の報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、認定第１号から認定第６号まで

認定６件は原案のとおり認定されました。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、議案第73号か

ら議案第79号まで議案７件についての討論を

行います。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

次に賛成討論の発言を許します。 

 10番 武田純一君 

  〔10番（武田純一君）登壇〕 

○10番（武田純一君） 議案第73号について

賛成討論を行います。 

 この73号は、９月の議会に提出され、質疑

のときに私が文言の一部訂正をお願いいたし

ました。それに伴いまして、関係箇所と打ち

合わせされ、関係の委員会の方で慎重に審議

され改正されたものでございます。 

 そのため、私は73号に対して賛成討論を行

うものでございます。 

○議長（若狭明彦君） 以上で討論を終結い

たします。 

 次に、採決を行います。 

 議案第73号から議案第79号まで議案７件に

ついての採決をいたします。 

 お諮りします。 

 本件に対する各委員長の報告は、全会一致

で原案のとおり可決であります。本件は各委

員長の報告のとおり可決することに異議あり

ませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、議案第73号から議案第79号まで

議案７件は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、議案第80号に
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ついての討論を行います。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

 20番 杉本平治君 

  〔20番（杉本平治君）登壇〕 

○20番（杉本平治君） それでは、議案第80

号に対しまして反対の討論を行います。 

 議案第80号は、石川県後期高齢者広域連合

設立についての議案であります。 

 昔、うば捨て山という言葉がありました。

戦中の中でそういう言葉がよく出されまし

た。広辞苑によりますと、次のような解説を

いたしております。姨捨山の棄老伝説による

と、周囲から疎外されて老後を送ることにな

った年寄りのことを指しているそうでありま

す。 

 今回提出されている議案は、75歳以上の高

齢者を医療の面でうば捨て山に捨てるのに等

しい条例であることをまず指摘しておきたい

と思います。 

 今日、75歳以上の方々は昭和の年代では１

けたの時代の生まれであります。終戦の年に

成年となり、今日まで50年間、政治経済混乱

の中で今日の日本の繁栄をもたらした私は人

たちであると考えます。 

 さて、私は提出議案の審議、また一般質問

を通じまして執行部に質疑を行ったのであり

ますが、明確な答えはいただいておりませ

ん。だが、厚労省は２月に方針を発表してい

るのであります。老人保健法第１条の目的か

ら「健康の保持」が削除されたのでありま

す。そして、医療費の適正化と国民の共同連

帯の理念等が追加されたのであります。 

 次に、医療費の適正化の目的として、後期

高齢者の心身の特性にふさわしい診療報酬と

いうことで、これから別立ての診療報酬体系

が想定されるのであります。 

 次に、厚労省は、医療機関以外の在宅での

みとりを現在の２割から４割に引き上げる目

標を掲げて終末期の医療給付費を大幅に削減

を見込んでいるのであります。 

 中能登町におきましても、人口の減少、ま

たそれと同時に世帯数は減少でなしに上回っ

て伸びているわけでございます。それは何を

あらわしているか。若者と年寄りとが別立て

で生活している、そういう中能登町の実態を

私はあらわしていると思うわけであります。 

 そういう全国的な厚労省は実態を把握して

いながら、在宅でのみとりを現在の２割から

４割に引き上げる、そういう目標を掲げると

いうことに関しまして、私はこれらは本当に

疑問に思うわけであります。 

 今、格差社会というのは大きく論点として

上がっております。果たしてこういう時代に

お年寄りを自宅でみとられる、そういう世帯

が中能登町においても本当にあるのかどう

か。私は、そういう点について執行部の方に

もぜひとも考えていただきたいと思うわけで

あります。 

 また、保険料については広域連合内は均一

保険料として厚労省は試算しております。こ

としの2007年度の負担率は１割であります。

総額１兆1,000億円のうち１割、１人当たり

均一といたしますと保険料は年額６万1,000

円となるわけであります。 

 保険料の負担割合は、先ほど申しましたよ

うに2008年度と2009年度は１割であります

が、２年ごとに改定をし、2010年度以降は現

役世代の人口がこれも全国的に1.6％減少が

見込まれるために、後期高齢者の負担率は

10.8％にはね上がるわけであります。 

 厚労省は、総額で平成19年度以降は総額で

１兆6,000億円、１人当たり均一にいたしま

すと保険料は年額８万5,000円に増加する。

現在の考えている１人当たり６万1,000円か

ら８万5,000円に増加するということを厚労

省は推計で計算しているのであります。 

 私は、まさしく高齢者は医療の面ではうば

捨て山として疎外されているのではないかと

考えております。よく昔から私たちが言われ

る言葉に、いつかは来た道であり、またこれ
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からも行く道であるということがよく言われ

ます。人間はひとしく年を重ねて歩むもので

あります。進むのであります。 

 私は、だれもが安心して利用できる医療制

度の確立をあらゆる機会に要望していくこと

を発言して、反対の討論にかえる次第であり

ます。 

○議長（若狭明彦君） 次に、賛成討論の発

言を許します。 

 ９番 古玉栄治君 

  〔９番（古玉栄治君）登壇〕 

○９番（古玉栄治君） 議案第80号 石川県

後期高齢者医療広域連合の設立についての賛

成討論を行います。 

 本案は、これまで町が特別会計で運営して

きた老人保健制度にかわる制度であり、この

制度の設立は財政基盤を強固にするものであ

り、また高齢者が安心して受診できる保険制

度を確立するものであります。 

 制度の全容は骨格だけで明らかになってい

ませんが、県下全市全町が加入し、財源は加

入市町の負担金と国、県の支出金及び被保険

者の保険料をもって運営されます。また、保

険料の決定に当たっては、低所得者に対して

の配慮も検討されています。 

 以上、簡単ですが、本案に対して賛成いた

します。 

○議長（若狭明彦君） 以上で討論を終結い

たします。 

 次に、採決を行います。 

 議案第80号について採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。本件は委員長

の報告のとおり決定することに賛成の方の起

立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（若狭明彦君） 起立多数です。よっ

て、議案第80号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、議案第81号に

ついて討論を行います。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

次に賛成討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

以上で討論を終結いたします。 

 次に、採決を行います。 

 議案第81号について採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。本件は委員長

の報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、議案第81号は原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、請願第４号に

ついて討論を行います。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

次に賛成討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

以上で討論を終結いたします。 

 次に、請願第４号について採決いたしま

す。 

 お諮りします。 

 請願第４号に対する委員長の報告は、採択

であります。請願第４号を委員長報告のとお

り採択することにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、請願第４号は採択することに決
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定されました。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、請願第５号に

ついて討論を行います。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

次に賛成討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

以上で討論を終結いたします。 

 次に、請願第５号について採決いたしま

す。 

 お諮りします。 

 請願第５号に対する委員長の報告は、採択

であります。請願第５号を委員長報告のとお

り採択することにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、請願第５号は採択することに決

定されました。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、継続審査とな

っております請願第３号について討論を行い

ます。 

 まず、反対討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

次に賛成討論の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようでしたら、

以上で討論を終結いたします。 

 次に、継続審査となっております請願第３

号について採決いたします。 

 お諮りします。 

 請願第３号に対する委員長の報告は、継続

審査であります。請願第３号を委員長報告の

とおり継続審査とすることにご異議ありませ

んか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、継続審査となっております請願

第３号は継続審査とすることに決定されまし

た。 

 

 ◎追 加 日 程 

○議長（若狭明彦君） お諮りします。 

 ただいま町長より、同意第６号 人権擁護

委員候補者の推薦についてが提出されまし

た。 

 これを日程に追加し、議題といたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。 

 議事日程を配付しますので、暫時休憩いた

します。 

           午後３時30分 休憩 

 

           午後３時31分 再開 

○議長（若狭明彦君） 再開します。 

 日程第６ 同意第６号 人権擁護委員候補

者の推薦についてを議題といたします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。 

 杉本町長 

  〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕 

○町長（杉本栄蔵君） 提案理由の説明をさ

せていただきます。 

 本日追加提案いたしました同意第６号につ

きまして、その大要をご説明いたします。 

 同意第６号は、人権擁護委員候補者の推薦

についてであります。今回、人権擁護委員候

補者として議案の方が最適任者であると信

じ、関係法令の規定に基づき議会の同意を求

めるものであります。 

 以上、本日追加提案いたしました議案につ

きその大要をご説明申し上げましたが、議員

各位におかれましては慎重なるご審議の上、

適切なるご同意を賜りますようお願いをいた

しまして、提案理由の説明を終わります。 
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○議長（若狭明彦君） 町長の提案理由の説

明が終わりました。 

 同意第６号 人権擁護委員候補者の推薦に

ついては、人事案件であり、さきに議員各位

のご理解を得ておりますので、質疑、討論を

省略し、採決を行います。 

 お諮りします。 

 同意第６号は、原案のとおり同意すること

にご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。よって、同意第６号は原案のとおり同意

することに決定されました。 

 

 ◎追 加 日 程 

○議長（若狭明彦君） お諮りします。 

 さきに採択されました請願第４号、請願第

５号についての意見書が提出されました。 

 これを日程に追加し、議題といたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） 異議なしと認めま

す。 

 議事日程を配付しますので、暫時休憩いた

します。 

           午後３時34分 休憩 

 

           午後３時35分 再開 

○議長（若狭明彦君） 再開します。 

 よって、日程第７ 発議第４号 道路整備

促進に関する意見書及び発議第５号 トンネ

ルじん肺根絶の抜本的な対策を求める意見書

を日程に追加し、議題といたします。 

 発議第４号 道路整備促進に関する意見書

について、提出者の説明を求めます。 

 ７番 甲部昭夫君 

  〔７番（甲部昭夫君）登壇〕 

○７番（甲部昭夫君） 意見書を読み上げて

説明にかえさせていただきます。 

 道路は、豊かな国民生活や活力ある経済、

社会活動を支える基本的な社会資本である。

本県の南北に細長い地理的制約を克服し、広

域交流の推進により交流人口の増加を図るこ

とが求められている。また、地域の活性化や

豊かな生活を実現するために、優先的に整備

すべき課題である。 

 中能登町まちづくり計画の基本理念「ふる

さと ふれあい 心を育む 中能登町」を実

現するため、また、熱望する地域の声を反映

させるため、道路整備をより一層推進しなけ

ればならない。 

 したがって国におかれては、地方における

道路事情を深く認識され、次の事項につい

て、特段の措置を講じられるよう強く要望す

る。 

 １、国土の均衡ある発展と活力ある地域づ

くりを一層推進するため、高規格幹線道路や

国道、県道から市町村道に至る、体系的な道

路網の整備並びに快適な道路環境づくりを推

進すること。 

 ２、道路特定財源の使途については、受益

者負担の原則にのっとり、かつ、地方におけ

る道路整備に関するニーズは依然として高い

ことに鑑み、すべてを道路整備の促進に充て

ること。 

 ３、安全で安心な生活の確保や経済活動の

発展を支えるため、地方部の遅れた道路の整

備等を計画的に推進すること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出します。 

○議長（若狭明彦君） 説明が終わりまし

た。 

 発議第４号について質疑を行います。 

 質疑の方ありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようですので、

質疑を終結いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論の方ありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 
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○議長（若狭明彦君） ないようですので、

討論を終結いたします。 

 次に、採決を行います。 

 発議第４号を可決することにご異議ありま

せんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、発議第４号 道路整備促進に関

する意見書は可決されました。 

 

○議長（若狭明彦君） 次に、発議第５号  

トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求める

意見書について、提出者の説明を求めます。 

 ４番 宮下為幸君 

  〔４番（宮下為幸君）登壇〕 

○４番（宮下為幸君） 意見書を朗読し、説

明にかえさせていただきます。 

 トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求め

る意見書。 

 国民が豊かで健全な社会生活を営むうえ

で、安定した就業の場と安全で健康的な職場

環境が求められており、極めて重要です。 

 じん肺は、最古にして現在もなお最大の被

災者を出し続けている不治の職業病といわ

れ、炭鉱や金属鉱山、造船等の職場にて多発

し、特にトンネル建設工事業においては、未

だに社会問題になっている状況にあります。 

 こうした中、全国11地裁において審理が進

められてきたトンネルじん肺根絶訴訟の中

で、東京地裁・熊本地裁・仙台地裁におい

て、いずれも「国の規制権限行使業務」の不

行使を違法とする司法判断が示されました。 

 トンネルじん肺は、そのほとんどが公共工

事によって発生した職業病であることなどか

ら、早急に解決を図るべき重要な問題です。 

 よって、政府においては、東京・熊本・仙

台の三地裁判決を真摯に受け止め、これ以上

訴訟に及ばず、また、発注者および施工者に

対する適切な指導を行なうとともに、次の事

項を含めたトンネルじん肺の抜本的な対策を

早急に講じられるよう強く要求します。 

 １、トンネル建設工事において、定期的な

粉じん測定及び測定結果の評価を義務づける

こと。 

 ２、トンネル建設工事において、坑内労働

者が粉じんに暴露される時間を短縮・規制す

ること。 

 ３、公共工事によって発生するトンネルじ

ん肺被害者の早期救済を図るため「トンネル

じん肺補償基金制度」を早急に創設するこ

と。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出します。 

 平成18年12月15日 

 中能登町議会 

○議長（若狭明彦君） 説明が終わりまし

た。 

 発議第５号について質疑を行います。 

 質疑の方ありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようですので、

質疑を終結いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論の方ありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ないようですので、

討論を終結いたします。 

 次に、採決を行います。 

 発議第５号を可決することにご異議ありま

せんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、発議第５号 トンネルじん肺根

絶の抜本的な対策を求める意見書は可決され

ました。 

 

 ◎閉会中の継続調査 

○議長（若狭明彦君） 日程第８ 閉会中の

継続調査 

 閉会中の継続調査についてを議題といたし
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ます。 

 ただいま議会運営委員長及び総務常任委員

長、教育民生常任委員長、産業建設常任委員

長から、会議規則第75条の規定により、議会

運営委員会の閉会中の所掌事務調査、各常任

委員会の閉会中の所管事務調査のため、閉会

会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長から申し出のとおり閉会中の継続

調査とすることにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（若狭明彦君） ご異議なしと認めま

す。よって、各委員長から申し出のとおり閉

会中の継続調査とすることに決定いたしまし

た。 

 

 ◎閉議・閉会 

○議長（若狭明彦君） 以上で、本議会に付

議されました案件の審議はすべて終了いたし

ました。 

 これをもって平成18年第９回中能登町議会

定例会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時46分 閉会 
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